


あり、その実施運用にあたっては、以下の事項をご了知の上、遺漏のないよう措置される

とともに、関係機関及び域内の市（区）町村等に対して趣旨の徹底方につきよろしくお取

り計らい願います。

なお、このたびの法改正等に伴う文部科学省令及び告示の整備等については、追って通

知いたします。

記

第１ 総則関係

１ 趣旨

文化財は、我が国の歴史の営みの中で、自然や風土、社会や生活を反映して継承され

てきたものであり、現代の我が国の文化の基礎をなすものである一方、その保護の在り

方については、社会構造や国民の意識の変化を踏まえ、不断に改善を図っていく必要が

ある。

人と自然の関わりの中で作り出されてきた文化的景観及び生活や生産に関する用具、

用品等の製作技術など地域において伝承されてきた民俗技術については、いずれも国民

の生活に密接に関係したものであり、我が国の歴史、文化等を正しく理解するために不

可欠のものであるが、我が国の社会・産業構造の変化や国民生活・意識の変化により、

その価値が十分認識されないまま失われつつある。

このため、今回の法改正において、文化的景観を新たに文化財として位置付けるとと

もに、民俗技術を民俗文化財の一形態として位置付け、保護の対象とすることとした。

２ 文化財の定義の拡充（改正法による改正後の文化財保護法（以下「法」という ）第。

２条関係 。）

（１）文化財の定義に、地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成

された景観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くことのできないものを文化

的景観として新たに追加することとしたこと（第１項第５号関係 。）

（２）民俗文化財の定義に、現行の風俗慣習及び民俗芸能に加えて、民俗技術を新たに追

加することとしたこと（第１項第３号関係 。）

（注）民俗技術とは、例えば、鍛冶や船大工等の生活や生産に関する用具、用品等の

製作技術など、地域において伝承されてきた技術をいう。

第２ 文化的景観の保護関係

１ 趣旨

田や畑などの農耕地、里山、漁場などの川や海の近辺等には、地域の人々が自らの生

活や生業のあり方を土地に刻みつけることによって、長い時間が経つうちに形作られて

きた「原風景」ともいうべき独特の風景がある。人と自然との関わりの中で育まれた風

景には、歴史的な時間の積み重ねがもたらした独特な美しさとともに、豊かな文化的価

値が込められている。このような風景は、一般的に「文化的景観」と呼ばれる。

文化的景観は、その地域の歴史及び文化と密接に関わる固有の風土的特色を表す文化

遺産であり、近年の土地開発や過疎化等によりその文化的価値が認められず消滅してい



くことが多い。

このような状況を踏まえ、今回の法改正において、文化的景観を新たに文化財として

位置付け、所要の保護措置を講ずることとした。

２ 文化的景観の保護措置（法第８章関係）

（１）重要文化的景観の選定及び選定の解除（法第１３４条及び第１３５条関係）

文部科学大臣は、都道府県又は市町村の申出に基づき、景観法（平成１６年法律第

１１０号）に規定する景観計画区域又は景観地区内にある文化的景観であって、文部

科学省令で定める基準に照らして当該都道府県又は市町村がその保存のため必要な措

置を講じているもののうち、特に重要なものを重要文化的景観として選定することが

できることとしたこと（法第１３４条第１項関係 。また、重要文化的景観がその価）

値を失った場合その他特殊の事由があるときは、選定を解除することができることと

したこと（法第１３５条第１項関係 。）

なお、選定及びその解除は、その旨を官報で告示するとともに、重要文化的景観の

所有者及び権原に基づく占有者並びに選定の申出を行った都道府県又は市町村に通知

してすることとしたこと。その際、通知すべき相手方が著しく多数で個別に通知し難

、 （ 。）い事情がある場合には 通知に代えて重要文化的景観の所在地の市 特別区を含む

町村の事務所又はこれに準ずる施設の掲示場に掲示することができることとしたこ

と。また、その効力発生時期について、一般的には官報告示のあった日、所有者又は

権原に基づく占有者に対しては、通知が到達した時又は通知が到達したものとみなさ

れる時からその効力を生ずることとしたこと（法第１３４条第２項及び第１３５条第

２項関係 。）

（２）重要文化的景観の滅失又はき損の届出（法第１３６条関係）

重要文化的景観の全部又は一部が滅失し、又はき損したときは、所有者又は権原に

基づく占有者（以下「所有者等」という ）は、文部科学省令の定める事項を記載し。

た書面をもって、その事実を知った日から１０日以内に文化庁長官に届け出なければ

ならないこととしたこと。ただし、重要文化的景観の保存に著しい支障を及ぼすおそ

れがない場合として文部科学省令で定める場合は、届出を要しないこととしたこと。

（３）重要文化的景観の管理に関する勧告又は命令（法第１３７条関係）

ア 管理が適当でないため重要文化的景観が滅失し、又はき損するおそれがあると認め

るときは、文化庁長官は、所有者等に対し、管理方法の改善その他管理に関し必要な

措置を勧告することができることとしたこと。

イ 文化庁長官は、勧告を受けた所有者等が、正当な理由がなくてその勧告に係る措置

、 、 、を執らなかった場合において 特に必要があると認めるときは 当該所有者等に対し

その勧告に係る措置を執るべきことを命ずることができることとしたこと。

ウ 文化庁長官は、勧告又は命令をしようとするときは、あらかじめ、当該重要文化的

景観について申出を行った都道府県又は市町村の意見を聴くものとすることとしたこ

と。

エ 勧告又は命令に基づいてする措置のために要する費用は、その全部又は一部を国費

の負担とすることができることとし、文化庁長官は、当該費用負担を行った重要文化

的景観の管理について指揮監督することができることとしたこと。



（４）費用負担に係る重要文化的景観譲渡の場合の納付金（法第１３８条関係）

勧告又は命令に基づいてする滅失又はき損の防止の措置について、国が費用負担を

行った重要文化的景観について、その後、所有者等が有償で譲り渡した場合において

は、納付金額を文部科学省令の定めるところにより国庫に納付しなければならないこ

となどとしたこと。

（５）重要文化的景観の現状変更等の届出等（法第１３９条関係）

ア 重要文化的景観に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしよ

うとする者は、現状を変更し、又は保存に影響を及ぼす行為をしようとする日の３０

日前までに、文部科学省令で定めるところにより、文化庁長官にその旨を届け出なけ

ればならないこととしたこと。ただし、現状変更については、維持の措置、若しくは

非常災害のために必要な応急措置又は他の法令の規定による現状の変更を内容とする

命令に基づく措置を執る場合、保存に影響を及ぼす行為のうち影響の軽微である場合

は、届出を要しないこととしたこと。

イ 維持の措置の範囲は、文部科学省令で定めることとしたこと。

ウ 重要文化的景観の保護上必要があると認めるときは、文化庁長官は、届出に係る重

要文化的景観の現状の変更又は保存に影響を及ぼす行為に関し必要な指導、助言又は

勧告をすることができることとしたこと。

（６）重要文化的景観の現状等の報告（法第１４０条関係）

文化庁長官は、必要があると認めるときは、所有者等に対し、重要文化的景観の現

状又は管理若しくは復旧の状況につき報告を求めることができることとしたこと。

（７）他の公益との調整等（法第１４１条及び整備政令第１条関係）

ア 文部科学大臣は、重要文化的景観の選定を行うに当たっては、特に、関係者の所有

権、鉱業権その他の財産権を尊重するとともに、国土の開発その他の公益との調整及

び農林水産業その他の地域における産業との調和に留意しなければならないこととし

たこと。

イ 文化庁長官は、重要文化的景観の管理に関する勧告若しくは命令又は現状変更等に

関する勧告をしようとするときは、重要文化的景観の特性にかんがみ、国土の開発そ

の他の公益との調整及び農林水産業その他の地域における産業との調和を図る観点か

ら、政令で定めるところにより、あらかじめ、関係各省各庁の長と協議しなければな

らないこととしたこと。

この規定を踏まえ、文化財保護法施行令において、当該協議は、勧告又は命令を行

うことにより、国土の開発その他の公益を目的とする事業の円滑な実施又は農林水産

業その他の地域における産業の振興に影響を及ぼすと認められる場合において、当該

事業又は産業を所管する各省各庁の長と行うものとすることとしたこと（整備政令第

１条関係 。）

ウ 国は、重要文化的景観の保存のため特に必要と認められる物件の管理、修理、修景

又は復旧について都道府県又は市町村が行う措置について、その経費の一部を補助す

ることができることとしたこと。



第３ 民俗技術の保護関係

１ 趣旨

生活や生産のための用具、用品等の製作技術など、地域において伝承されてきた民俗

技術は、国民の生活に密接に関係した文化的所産であり、我が国民の生活の推移を理解

。 、 、する上で不可欠なものである また 近年の先端的な製作技術の原型をなすものとして

新たな技術革新のために常に翻って参照し得ることが重要であるが、これらは一旦失わ

れてしまうと復元することが著しく困難なものである。

このような地域に根ざした民俗技術を保護するため、今回の法改正において、民俗技

術を民俗文化財の一形態として位置付け、現行の民俗文化財と同様の保護措置を講ずる

こととした。

２ 民俗技術の保護措置（法第５章関係）

（１）現行の民俗文化財と同様に、文部科学大臣は、民俗技術に用いられる物件のうち特

に重要なものを重要有形民俗文化財に、民俗技術のうち特に重要なものを重要無形民

俗文化財に指定することなどができることとなること（法第７８条及び第７９条関

係 。）

（２）重要有形民俗文化財に指定された場合には、滅失、き損等又は現状変更等の届出義

務を課すとともに、現状変更等に関する必要な指示、輸出の許可、管理に関する勧告

又は命令、公開のための出品に関する勧告等の保護措置を講ずることができることと

なること（法第８０条～第８６条関係 。）

（３）重要無形民俗文化財に指定された場合には、その保存に要する経費の一部補助、記

録の公開に関する勧告、保存に関する助言又は勧告等の保護措置を講ずることができ

ることとなること（法第８７条～第８９条 。）

（４）重要無形民俗文化財以外の民俗技術について、特に必要のあるものを選択して記録

作成等の保護措置を講ずることができることとなること（法第９１条関係 。）

第４ 登録制度の拡充関係

１ 趣旨

平成８年の文化財保護法の改正により、指定制度を補完するものとして、届出制と指

導・助言・勧告を基本とする緩やかな保護措置を講じて所有者の自主的な保護に期待す

る登録制度が導入された。登録制度は、有形文化財のうち建造物について先行導入され

、 、 、 、たが これは 建造物は ①開発の進展に伴う取り壊しの危機に瀕するものが多いこと

②一定の対象物件が把握されていること、などによるものである。

建造物以外の有形の文化財については、引き続き保護手法の在り方を検討してきたと

ころである。その結果、今日、地域開発の進展や生活様式の急激な変化に伴い残存する

ことが困難な状況にあり、保存及び活用のための措置が特に必要とされる近代の文化財

が多数存在しており、これらは、文化財として一定の価値は認められるものの評価が定

着しておらず、直ちに既存の指定制度による指定を行うことは困難であるが、放置して

おくと消滅等の可能性が高いことから早急な保護が望まれる状況にあるなどの結論を得

たところである。

このため、今回の法改正において、建造物以外の有形文化財、有形の民俗文化財及び



記念物にも登録制度を拡充することとした。

２ 登録有形文化財制度の拡充（法第３章第２節関係）

（１）建造物以外の有形文化財の登録（法第５７条第１項関係）

建造物以外の有形文化財についても、その文化財としての価値にかんがみ保存及び

活用のための措置が特に必要とされるものを文化財登録原簿に登録することができる

こととしたこと。

（２）登録有形文化財の登録の抹消の例外（法第５９条第２項関係）

登録有形文化財について、地方公共団体が条例の規定により指定を行った場合であ

っても、その保存及び活用のための措置を講ずる必要があり、かつ、その所有者の同

意がある場合は、登録を抹消しないことができることとしたこと。

（注）登録制度では、登録文化財が国又は地方公共団体の指定文化財となり、より手

厚い保護が図られる場合には、原則として登録を存続する意義が失われるため、

登録を抹消することとしている。

ただし、地方公共団体の指定文化財になった場合においても、国として引き続

き調査研究する必要があるなど保存及び活用のための措置を講ずる必要がある場

合には、登録を存続する意義は必ずしも失われていないため、例外的に登録を抹

消しないことができることとした。

（３）登録有形文化財の亡失又は盗難（法第６１条関係）

建造物以外の動産である有形文化財にも登録制度を拡充したことに伴い、登録有形

文化財の亡失又は盗難の場合を届出事項に加えたこと。

（４）登録有形文化財の所在の変更（法第６２条関係）

登録有形文化財の所在の場所を変更しようとするときは、登録有形文化財の所有者

（管理責任者又は管理団体がある場合は、その者）は、文部科学省令の定める事項を

記載した書面をもって、所在の場所を変更しようとする日の２０日前までに、登録証

を添えて、文化庁長官に届け出なければならないこととしたこと。ただし、文部科学

省令で定める場合には、届出を要せず、若しくは届出の際登録証の添付を要せず、又

は文部科学省令で定めるところにより所在の場所を変更した後届け出ることをもって

足りることとしたこと。

（注 「所在の変更」とは、所有者等が文化財を現在所在する場所から別の場所に移）

すことであり、例えば、修理のための移動、管理条件のより良い場所への移動、

所有者変更に伴う移動などがある。

今回対象に加えた建造物以外の有形文化財については、動産であり、一般にそ

の移動が容易なものが多く所在の変更が生じる可能性が高いため、規定を整備す

ることとした。

（５）登録有形文化財の輸出の届出（法第６５条関係）

ア 登録有形文化財を輸出しようとする者は、輸出しようとする日の３０日前までに、

文部科学省令で定めるところにより、文化庁長官にその旨を届け出なければならない

こととしたこと。

イ 登録有形文化財の保護上必要があると認めるときは、文化庁長官は、届出に係る登

録有形文化財の輸出に関し必要な指導、助言又は勧告をすることができることとした



こと。

（注）① 「輸出」とは、登録有形文化財を国外へ持ち出すことである。今回対象に

加えた建造物以外の有形文化財については動産であり、一般に移動が容易な

ものが多く輸出される可能性があるため、規定を整備することとした。

② 輸出をしようとする者に対して文化庁長官が行う必要な指導、助言又は勧

告は、当該輸出の理由や輸送方法等を把握し、輸出が適切に行われることを

目的としている。

（６）登録有形文化財に関するその他の保護措置

、 （ ） （ ）建造物以外の有形文化財が登録有形文化財に登録された場合には 上記 １ ～ ５

のほか、現行の登録有形文化財と同様に、滅失、き損又は現状変更の届出義務を課す

とともに、現状変更に関する必要な指導、助言又は勧告、公開に関する指導又は助言

等の保護措置を講ずることができることとなること（法第３章第２節関係 。）

（注）現行の登録有形文化財の保護措置の具体的な取扱いについては、平成８年８月

３０日庁保伝第１４３号文化庁次長通達を参照されたい。

３ 登録有形民俗文化財制度の創設（法第９０条関係）

（１）有形の民俗文化財の登録（法第９０条第１項及び第２項関係）

ア 文部科学大臣は、重要有形民俗文化財以外の有形の民俗文化財（地方公共団体が条

例の規定により有形民俗文化財の保護のための指定を行っているものを除く ）のう。

ち、その文化財としての価値にかんがみ保存及び活用のための措置が特に必要とされ

るものを文化財登録原簿に登録することができることとしたこと。

イ 文部科学大臣は、登録をしようとするときは、あらかじめ、関係地方公共団体の意

見を聴くこととするとともに、文化財登録原簿に記載すべき事項は、文部科学省令で

定めることとしたこと。

（２）登録有形民俗文化財の保護措置（法第９０条第３項関係）

登録有形民俗文化財については、現行の登録有形文化財と同様の保護措置を講ずる

こととしたこと（法第３章第２節の準用 。なお、現状変更又は輸出の届出について）

は、登録有形文化財の場合における３０日前の届出期間を２０日前までに短縮すると

、 、 。ともに 文部科学省令の定める場合には 現状変更の届出を要しないこととしたこと

（注）登録有形民俗文化財は、生活に密着した身近な技術等により修理等が頻繁に行

われるほか、地域の複数の人々によって担われていることを踏まえ、現状変更及

、 。び輸出の届出期間を短縮するとともに 一定の場合に届出を要しないこととした

４ 登録記念物制度の創設（法第１３２条及び第１３３条関係）

（１）記念物の登録（法第１３２条関係）

ア 文部科学大臣は、史跡名勝天然記念物（仮指定を都道府県の教育委員会が行ったも

のを含む ）以外の記念物（地方公共団体が条例の規定により記念物の保護のための。

指定を行っているものを除く ）のうち、その文化財としての価値にかんがみ保存及。

び活用のための措置が特に必要とされるものを文化財登録原簿に登録することができ

ることとしたこと。

イ 文部科学大臣は、登録をしようとするときは、あらかじめ、関係地方公共団体の意

見を聴くこととするとともに、文化財登録原簿に記載すべき事項は、文部科学省令で



定めることとしたこと（法第５７条第２項及び第３項の準用 。）

また、登録は、官報で告示し、所有者及び権原に基づく占有者に通知すること、通

知すべき相手方が著しく多数で個別に通知し難い事情がある場合には、通知に代えて

所在地の市町村の事務所等に掲示することができること、官報告示があった日及び通

知が到達した時等からその効力を生ずることとしたこと （法第１０９条第３項～第。

５項の準用 。）

さらに、登録にあたっては、関係者の財産権等を尊重するとともに、公益との調整

に留意しなければならないこととしたこと（法第１１１条第１項の準用 。）

（注）特に、関係地方公共団体の意見聴取の取扱いに関しては、平成８年８月３０日

庁保伝第１４３号文化庁次長通達第１・１（１ （注）④を参照されたい。）

（２）登録記念物の保護措置（法第１３３条関係）

登録記念物については、原則として現行の登録有形文化財に関する規定を準用する一

方、記念物としての特殊性を勘案すべき事項について、史跡名勝天然記念物に関する規

定を準用することとしたこと。

ア 登録の抹消

文部科学大臣は、登録記念物について、史跡名勝天然記念物に指定したときだけで

なく、都道府県教育委員会が仮指定を行ったときにも原則としてその登録を抹消する

こととしたこと（法第５９条第１項の読替え 。）

イ 登録の抹消の告示、通知及び当該通知に代わる掲示

文部科学大臣が登録記念物の登録の抹消をしたときは、すみやかに、その旨を官報

で告示するとともに、当該登録記念物の所有者だけでなく、史跡名勝天然記念物の場

合と同様に、権原に基づく占有者に対しても通知することとしたこと。また、通知す

、 、べき相手方が著しく多数で個別に通知し難い事情がある場合には 当該通知に代えて

その通知すべき事項を当該登録記念物の所在地の市町村の事務所又はこれに準ずる施

設の掲示場に掲示することができることなどとしたこと（法第５９条第４項の読替

え 。）

ウ 登録の抹消の効力発生時期

登録記念物の登録の抹消の効力発生時期について、所有者又は権原に基づく占有者

に対しては、史跡名勝天然記念物の場合と同様に、通知が到達した時又は通知が到達

したものとみなされる時からその効力を生ずることとしたこと（法第５９条第５項の

読替え 。）

エ 現状変更の届出等

登録記念物の現状変更をしようとする者は、３０日前までに、文化庁長官に届け出

なければならないこととし、登録記念物の保護上必要があると認めるときは、文化庁

、 、 （ ）。長官は 指導 助言又は勧告をすることができることとしたこと 法第６４条の準用

オ 現状等の報告

文化庁長官は、必要があると認めるときは、登録記念物の所有者等に対し、登録記

念物の現状又は管理等の状況につき報告を求めることができることとしたこと（法第

６８条の準用 。）

カ 自然環境の保護及び整備に関する文部科学大臣又は文化庁長官の環境大臣への意見



名勝又は天然記念物の場合と同様に、文部科学大臣又は文化庁長官は、登録された

名勝地又は登録された動物、植物及び地質鉱物に係る自然環境の保護及び整備に関し

必要があると認めるときは、環境大臣に対し、意見を述べることができることとした

こと（法第１１１条第２項の準用 。）

キ 自然環境の保護に関する環境大臣の文部科学大臣又は文化庁長官への意見

名勝又は天然記念物の場合と同様に、環境大臣は、自然環境の保護の見地から価値

の高い登録された名勝地又は登録された動物、植物及び地質鉱物の保存及び活用に関

し必要があると認めるときは、文部科学大臣又は文化庁長官に対し、意見を述べるこ

とができることとしたこと（法第１１１条第３項の準用 。）

ク 管理団体が行う管理及び復旧並びに所有者等が行う管理及び復旧

登録記念物においては、史跡名勝天然記念物の場合における管理団体が行う管理及

び復旧に関する規定並びに所有者等が行う管理及び復旧に関する規定を準用すること

としたこと（法第１１３条～第１２０条の準用 。）

この場合において、登録制度が、届出制と指導・助言・勧告を基本とする緩やかな

保護措置を講じて所有者等の自主的保護に期待するものであることにかんがみ、以下

のように準用関係を整理し、所要の読替えを行うこととしたこと。

①管理団体の指定（法第１１３条第１項の読替え）

登録記念物の管理団体の指定については、関係地方公共団体の申出があった場合

に、関係地方公共団体の意見を聴いて行うこととしたこと。

（注）特に、関係地方公共団体の意見聴取の取扱いに関しては、平成８年８月３０

日庁保伝第１４３号文化庁次長通達第１・１（４ （注）②を参照されたい。）

②管理団体による管理及び復旧（法第１１８条の読替え）

〇準用条項

・管理義務（法第３１条第１項。文化庁長官による指示の適用がないため読替え

を行う ）。

・滅失、き損等の届出義務（法第３３条）

・文化庁長官に対する管理又は修理に関する技術的指導の求め（法第４７条第４

項）

〇準用除外条項

・文化庁長官による管理方法の指示（法第３０条）

・管理又は修理の補助並びに文化庁長官の指示及び指揮監督（法第３５条）

・文化庁長官への管理又は修理の委託及び勧告（法第４７条第１項～第３項）

・管理団体の指定又は指定解除に伴う権利義務の承継（法第５６条３項）

③所有者による管理及び復旧（法第１２０条の読替え）

〇準用条項

・管理義務（法第３１条第１項。文化庁長官による指示の適用がないため読替え

を行う ）。

・所有者又は管理責任者の変更（法第３２条）

・滅失、き損等の届出（法第３３条）



・標識等の設置（法第１１５条第１項）

・土地の所在等の異動の届出（法第１１５条第２項）

・文化庁長官に対する管理又は修理に関する技術的指導の求め（法第４７条第４

項）

〇準用除外条項

・文化庁長官による管理方法の指示（法第３０条）

・管理又は修理の補助並びに文化庁長官の指示及び指揮監督（法第３５条）

・文化庁長官への管理又は修理の委託及び勧告（法第４７条第１項～第３項）

・所有者変更に伴う権利義務の承継（法第５６条第１項）

④管理責任者による管理（法第１２０条の読替え）

〇準用条項

・管理義務（法第３１条第１項。文化庁長官による指示の適用がないため読替え

を行う ）。

・管理責任者の氏名等の変更の届出（法第３２条第３項）

・滅失、き損等の届出（法第３３条）

・文化庁長官に対する管理又は修理に関する技術的指導の求め（法第４７条第４

項）

・土地の所在等の異動の届出（法第１１５条第２項）

〇準用除外条項

・文化庁長官による管理方法の指示（法第３０条）

（３）管理団体の指定に係る不服申立ての手続きにおける意見の聴取（法第１５６条第１

項第２号関係）

登録記念物の管理団体の指定についての異議申立てに対する決定は、異議申立てを

受理した日から３０日以内に、異議申立人及び参加人又はこれらの者の代理人の出頭

を求めて、公開による意見の聴取をした後でなければ、してはならないこととしたこ

と。

（注）登録記念物の場合、管理団体の指定にあたっては、所有者及び権原に基づく占

有者の同意を要件としていないため、文化庁長官による管理団体の指定の適正を

期す観点から、史跡名勝天然記念物の場合と同様に、異議申立ての手続における

意見の聴取の対象としたものである。

第５ 文化審議会関係

１ 今回の法改正により、登録有形民俗文化財及び登録記念物の登録並びに重要文化的景

観の選定制度等新たに制度が設けられたことに伴い、文化審議会に諮問すべき事項を新

たに追加したこと（法第１５３条関係）

２ 新たに諮問事項としたのは、次のとおりである。

（１）登録有形民俗文化財の登録及びその登録の抹消（法第９０条第３項で準用する第５

９条第１項又は第２項の規定による登録の抹消を除く ）。

（２）登録記念物の登録及びその登録の抹消（法第１３３条で準用する第５９条第１項又



は第２項の規定による登録の抹消を除く ）。

（３）重要文化的景観の選定及びその選定の解除

（４）重要文化的景観の管理に関する命令

第６ 国に関する特例関係

１ 重要文化的景観についての国に関する特例（法第１６３条～第１７１条関係）

国有財産である重要文化的景観の文部科学大臣による原則管理、所管換え又は所属換

えの無償取扱い、重要文化的景観に選定したときの各省各庁の長への通知、管理する各

、 。省各庁の長による管理義務等 重要文化的景観についての国に関する特例を設けたこと

２ 建造物以外の登録有形文化財、登録有形民俗文化財又は登録記念物についての国に関

する特例（法第１７８条～第１８１条関係）

（１）関係各省各庁の長が建造物以外の登録有形文化財の所在の場所を変更しようとする

ときの通知等、建造物以外の登録有形文化財についての国の特例を定めたこと。

（２）国の所有に属する有形の民俗文化財又は記念物について登録有形民俗文化財又は登

録記念物（以下「登録有形民俗文化財等」という ）に登録したときの通知等は、当。

該登録有形民俗文化財等を管理する各省各庁の長に対して行うこととすること、関係

各省各庁の長が登録有形民俗文化財等を取得したときの通知等、登録有形民俗文化財

等についての国の特例を定めたこと。

第７ 罰則関係

１ 重要文化的景観に関し、次に掲げるものについて過料を新たに設けたこと。

（１）３０万円以下の過料（法第２０１条第３号関係）

重要文化的景観の管理に関する命令違反

（２）１０万円以下の過料（法第２０２条第５号関係）

重要文化的景観の現状等の報告義務違反、虚偽の報告

（３）５万円以下の過料（法第２０３条第２号関係）

ア 重要文化的景観の滅失・き損の届出義務違反、虚偽の届出

イ 重要文化的景観の現状変更等の届出義務違反、虚偽の届出

２ 登録制度に関し、次に掲げるものについて過料を新たに設けたこと。

（１）１０万円以下の過料（法第２０２条第５号関係）

登録有形民俗文化財又は登録記念物の現状等の報告義務違反、虚偽の報告

（２）５万円以下の過料（法第２０３条関係）

ア 登録有形民俗文化財の登録証の返付義務違反、引渡し義務違反

イ 登録有形民俗文化財又は登録記念物の管理責任者の選任・解任の届出義務違反、

虚偽の届出

ウ 登録有形民俗文化財又は登録記念物の所有者又は管理責任者の変更の届出義務違

反、虚偽の届出

エ 登録有形民俗文化財又は登録記念物の滅失・き損等の届出義務違反、虚偽の届出

オ 登録有形文化財又は登録有形民俗文化財の所在の変更の届出義務違反、虚偽の届



出

カ 登録有形民俗文化財又は登録記念物の現状変更の届出義務違反、虚偽の届出

キ 登録有形文化財又は登録有形民俗文化財の輸出の届出義務違反、虚偽の届出

ク 登録記念物の土地の所在等の異動の届出義務違反、虚偽の届出

ケ 登録有形民俗文化財又は登録記念物の管理団体が行う管理又はその管理のため必

要な措置に対する所有者等の拒否等

第８ その他

１ 施行期日

改正法及び整備政令の施行期日は、平成１７年４月１日とすることとしたこと（改正

法附則第１条及び整備政令附則関係 。）

２ 都市公園法施行令等の一部改正関係

文化財保護法の改正に伴う保護対象の拡大及び保護手法の多様化を踏まえ、他の指定

文化財等と同様、特例的な取扱いとするなど所要の規定の整備を行うこととしたこと。

（１）都市公園法施行令の一部改正

都市公園に公園施設として設けられる建築物で一定の建築面積を超えることができ

るものとして、登録有形民俗文化財及び登録記念物として登録された建築物を追加す

ることとしたこと（整備政令第６条関係 。）

（２）新都市基盤整備法施行令の一部改正

新都市基盤整備事業の施行者が収用することのできる土地の面積の算出に当たって

の学術上又は宗教上特別な価値のある土地として、重要文化的景観を構成する土地を

追加することとしたこと（整備政令第１０条関係 。）

３ 文部科学省組織令の一部改正関係

文化的景観が新たに文化財として定義され保護対象となったことに伴い、文化庁文化

財部記念物課の所掌事務に文化的景観の保存及び活用に関する事務を追加することとし

たこと（整備政令第１６条関係 。）

４ 文化財保護法の条文の枝番号の整理に伴う規定の整備

改正法において、文化財保護法の条文の枝番号の整理を行ったことに伴い、当該変更

があった条番号を引用している関係法律について、所要の規定の整備を行うこととした

こと（改正法附則第２条～第１５条関係 。）

また、当該変更があった条番号を引用している関係政令についても、所要の規定の整

備を行うこととしたこと（整備政令第２条～第５条、第７条～第９条、第１１条～第１

５条及び第１７条関係 。）

（注）各地方公共団体の文化財保護に係る条例等において、文化財保護法の改正により

変更が生ずることとなる条番号を引用している場合には、当該条例等の改正が必要

であることに留意されたい（参考資料を参照のこと 。）
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第
百
三
十
三
条
）

第
八
章

重
要
文
化
的
景
観
（
第
百
三
十
四
条
―
第
百
四
十
一
条
）

第
九
章

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
第
百
四
十
二
条
―
第
百
四
十
六
条
）

第
十
章

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護
（
第
百
四
十
七
条
―
第
百
五
十
二
条
）

第
十
一
章

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
（
第
百
五
十
三
条
）

第
十
二
章

補
則

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
不
服
申
立
て
（
第
百
五
十
四
条
―
第
百
六
十
一
条
）



三
頁

第
二
節

国
に
関
す
る
特
例
（
第
百
六
十
二
条
―
第
百
八
十
一
条
）

第
三
節

地
方
公
共
団
体
及
び
教
育
委
員
会
（
第
百
八
十
二
条
―
第
百
九
十
二
条
）

第
十
三
章

罰
則
（
第
百
九
十
三
条
―
第
二
百
三
条
）

附
則

第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
民
俗
芸
能
」
の
下
に
「
、
民
俗
技
術
」
を
加
え
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は

生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
二
項
中
「
第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
四
条
及
び
第
百
十
五
条
」
を
「
第
百
五
十

三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
百
六
十
五
条
、
第
百
七
十
一
条
及
び
附
則
第
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
九
条
、
第

七
十
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
七
条
、
第
八
十
三
条
第
一
項
第
四
号
、
第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第

八
十
八
条
並
び
に
第
九
十
四
条
」
を
「
第
百
九
条
、
第
百
十
条
、
第
百
十
二
条
、
第
百
二
十
二
条
、
第
百
三
十
一
条
第
一
項
第

四
号
、
第
百
五
十
三
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
、
第
百
六
十
五
条
並
び
に
第
百
七
十
一
条
」
に
改
め
る
。



四
頁

第
三
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
中
「
第
六
章
」
を
「
第
十
二
章
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
中
「
第
百
条
」
を
「
第
百
八
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条
中
「
三
箇
月
を
こ
え
な
い
」
を
「
三
月
を
超
え
な
い
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
一
条
と
す
る
。

第
百
十
四
条
を
附
則
第
二
条
と
す
る
。

第
百
十
五
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
き
損
」
を
「
き
損
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
除
く
外
」
を
「

、

除
く
ほ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
三
条
と
し
、
同
条
の
前

に
見
出
し
と
し
て
「
（
法
令
廃
止
に
伴
う
経
過
規
定
）
」
を
付
す
る
。

第
百
十
六
条
第
三
項
中
「
第
百
三
条
」
を
「
第
百
八
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
四
条
と
す
る
。

第
百
十
七
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第

一
項
」
に
、
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
五
条
と
す
る
。

第
百
十
八
条
か
ら
第
百
二
十
条
ま
で
を
削
る
。

第
百
二
十
一
条
第
一
項
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
、
「
定
」
を
「
定
め
」
に
、
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。



五
頁

第
百
二
十
二
条
を
附
則
第
七
条
と
す
る
。

第
百
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
二
十
八
条
第
五
項
、
第
二
十
九
条
第
四
項
（
第
七
十
九
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
第

二
項
（
第
八
十
六
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
十
九
条
第
六
項
若
し
く
は
第
六
十
九
条
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
重
要
文
化
財
若
し
く
は
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
の
指
定
書
又
は
登
録
有
形
文
化
財
若
し
く
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
証
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
せ
ず
、
又
は

新
所
有
者
に
引
き
渡
さ
な
か
つ
た
者

二

第
三
十
一
条
第
三
項
（
第
六
十
条
第
四
項
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
条
及
び
第
百

十
九
条
第
二
項
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
（
第
六

十
条
第
四
項
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
条
及
び
第
百
二
十
条
（
第
百
三
十
三
条
で
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
三
条
（
第
八
十
条
、
第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を



六
頁

含
む
。
）
、
第
三
十
四
条
（
第
八
十
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
三
条
の
二

第
一
項
、
第
六
十
一
条
若
し
く
は
第
六
十
二
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
六
十
四
条
第
一
項
（
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
五
条
第
一
項
（

第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
三
条
、
第
八
十
一
条
第
一
項
、
第
八
十
四
条
第
一
項
本
文
、

第
九
十
二
条
第
一
項
、
第
九
十
六
条
第
一
項
、
第
百
十
五
条
第
二
項
（
第
百
二
十
条
、
第
百
三
十
三
条
及
び
第
百
七
十
二

条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
二
十
七
条
第
一
項
、
第
百
三
十
六
条
又
は
第
百
三
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
（
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
（
第
八
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
条
第

四
項
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
八
十
条

で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
十
五
条
第
四
項
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違

反
し
て
、
管
理
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
管
理
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
の
た
め
必
要
な
措
置
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌

避
し
た
者

第
百
十
二
条
を
第
二
百
三
条
と
す
る
。



七
頁

第
百
十
一
条
を
削
る
。

第
百
十
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
、

「
同
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
五
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
第
五
十
六
条
の
十
六
」
を
「
第
八
十
五
条
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
八
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
五
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
七
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
六
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
、
「

第
五
十
六
条
の
二
の
十
、
第
八
十
二
条
（
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
八
十
三
条
」
を
「
第
六

十
八
条
（
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
三
十
条
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
三
十
一
条
又
は
第
百
四
十
条
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
十
七
条
第
二
項
」
を
「

第
九
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
第
八
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を

第
二
百
二
条
と
す
る
。

第
百
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
」

を
「
第
八
十
三
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
九
十
五
条
第
五
項
で

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
一
条
第
一
項
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る



八
頁

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
百
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
的
景
観
の
管
理
に
関
す
る
勧
告
に
係
る
措

置
を
執
る
べ
き
旨
の
文
化
庁
長
官
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

第
百
九
条
を
第
二
百
一
条
と
す
る
。

第
百
八
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
、
「
第
七
十
八
条
第
二
項
、

第
百
一
条
第
二
項
又
は
第
百
二
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
第
二
項
、
第
百
八
十
六
条
第
二
項
又
は
第
百
八
十
七
条
第
二

項
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
六
」
を
「
第
八
十
五
条
」
に
、
「
第
百
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
責

に
」
を
「
責
め
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
百
条
と
す
る
。

第
百
七
条
の
五
中
「
前
五
条
」
を
「
第
百
九
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
九
条
と
す
る
。

第
百
七
条
の
四
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
百
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
六
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
十
八
条
第
三
項
（
第
百
一
条
第
二
項
」
を
「
第
九
十
八
条
第
三
項
（
第
百
八
十
六
条

第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
七
十
八
条
第
二
項
（
第
百
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
第
二
項
（
第
百
八
十

六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
八
条
と
す
る
。



九
頁

第
百
七
条
の
三
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
八
十
条
」
を
「
第
百
二
十
五
条
」
に
改
め

、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
」
を
「
第
九
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
七
条
と
す
る
。

第
百
七
条
の
二
を
第
百
九
十
六
条
と
し
、
第
百
七
条
を
第
百
九
十
五
条
と
す
る
。

第
百
六
条
の
二
中
「
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
」
を
「
第
八
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
四
条
と
す
る
。

第
百
六
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
百
九
十
三
条
と
す
る
。

第
七
章
を
第
十
三
章
と
す
る
。

第
百
五
条
の
三
中
「
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
条
第
三
項
及
び
第
七
十
一
条
第

四
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
百
十
条
第
三
項
及
び
第
百
十
二
条
第
四
項
」
に

、
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
百
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
第
六
章
第
三
節
中
同
条
を
第
百
九
十
二
条
と
す
る
。

第
百
五
条
の
二
を
第
百
九
十
一
条
と
し
、
第
百
五
条
を
第
百
九
十
条
と
し
、
第
百
四
条
を
第
百
八
十
九
条
と
す
る
。

第
百
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
八
十
八
条
と
す
る
。

第
百
二
条
を
第
百
八
十
七
条
と
す
る
。

第
百
一
条
第
一
項
中
「
第
九
十
三
条
」
を
「
第
百
七
十
条
」
に
、
「
き
損
」
を
「
き
損
」
に
、
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を

、



一
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「
第
九
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
基
き
」

を
「
基
づ
き
」
に
、
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
八
十
六
条
と
す
る
。

第
百
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
六
」
を
「
第
八
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
改

め
、
同
条
を
第
百
八
十
五
条
と
す
る
。

第
九
十
九
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
又

は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
三
十
五
条
第
三
項
（
第
三
十
六
条
第
三
項
（
第
八
十
三
条
、
第
百
二
十
一
条
第
二
項
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
七
条
第
四
項
（
第
八
十

三
条
及
び
第
百
二
十
二
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
、
第
七
十
四
条
第
二
項
、

第
七
十
七
条
第
二
項
（
第
九
十
一
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
七
条
第
二
項
、
第
百
十
八

条
、
第
百
二
十
条
、
第
百
二
十
九
条
第
二
項
、
第
百
七
十
二
条
第
五
項
及
び
第
百
七
十
四
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
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含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
揮
監
督

二

第
四
十
三
条
又
は
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
及
び
そ
の
取
消

し
並
び
に
そ
の
停
止
命
令
（
重
大
な
現
状
変
更
又
は
保
存
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
を
除

く
。
）

三

第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
四
条
第
二
項
及
び

第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
停
止
命
令

四

第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
公
開
の
停
止
命
令

五

第
五
十
四
条
（
第
八
十
六
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
五
条
、
第
百
三
十

条
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
又
は
調
査
の
た
め

必
要
な
措
置
の
施
行

六

第
九
十
二
条
第
一
項
（
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
第

九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
及
び
命
令
、
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
第
九
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
、
同
条
第
四
項
の
規



一
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定
に
よ
る
勧
告
、
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
、
同
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
、
同
条
第
八
項
の
規

定
に
よ
る
指
示
、
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
協
議
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
百
三
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
」

を
「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
九
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
三
第
五

項
又
は
第
五
十
七
条
の
六
第
五
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
五
項
又
は
第
九
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中

「
第
八
十
条
の
」
を
「
第
百
二
十
五
条
の
」
に
、
「
第
八
十
条
第
五
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
第
八
十
三
条
の
」
を
「
第
百
三
十
一
条
の
」
に
、
「
第
八
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
百
三
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
」
を
「
第
九
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
八
十
四
条
と
す
る
。

第
九
十
八
条
の
二
を
第
百
八
十
三
条
と
し
、
第
九
十
八
条
を
第
百
八
十
二
条
と
す
る
。

第
九
十
七
条
の
五
を
削
る
。

第
九
十
七
条
の
四
中
「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
下
に
「
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
」
を
加
え
、
第
六
章
第
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二
節
中
同
条
を
第
百
八
十
条
と
し
、
同
節
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
八
十
一
条

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
条
第
三
項
か
ら

第
五
項
ま
で
、
第
六
十
三
条
第
二
項
及
び
第
六
十
七
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
第
百
十
三
条
か
ら
第
百
十
八
条
ま
で
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
は
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
を
取
得
し
た
と
き
。

二

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
所
管
換
え
を
受
け
、
又
は
所
属
替
え
を
し
た
と
き
。

三

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
き
損
し

、
若
し
く
は
衰
亡
し
、
又
は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
。

四

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。
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五

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

六

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

七

所
管
に
属
す
る
登
録
記
念
物
の
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ

つ
た
と
き
。

第
九
十
七
条
の
三
第
二
項
中
「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
下
に
「
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
を
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ

る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
三
十
三
条
又
は
第
六
十
一
条
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
六
十
二
条
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

を
、
第
一
項
第
五
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
六
十
四
条
第
一
項
（
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
百
三

十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
六
十
五
条
第
一
項

（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
百
十

五
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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第
九
十
七
条
の
三
第
四
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
二
の
七
第
一
項
た
だ
し
書

」
を
「
第
六
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
下
に
「
、
登
録
有
形
民
俗
文
化

財
又
は
登
録
記
念
物
」
を
加
え
、
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
九
条
と
す
る
。

第
九
十
七
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
で
建
造
物
で
あ
る
も
の
」
を
「
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財
」

に
、
「
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
第
九
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
一

項
」
を
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
又
は
第
三
項
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
」
を
、
「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
下
に
「
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
属
す

る
登
録
有
形
文
化
財
」
の
下
に
「
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
」
を
加
え
、
「
第
五
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
」

を
「
第
五
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「

同
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
四
項
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
「
当
該
登
録
有
形

文
化
財
」
の
下
に
「
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
の
所
有
又
は
占
有
に
属
す
る
記
念
物
に
つ
い
て
第
百
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
、
又
は
第
百
三
十
三

条
で
準
用
す
る
第
五
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
第
百
三
十
二
条
第
二
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項
で
準
用
す
る
第
百
九
条
第
三
項
又
は
第
百
三
十
三
条
で
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
所
有

者
又
は
占
有
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
通
知
は
、
当
該
登
録
記
念
物
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
九
十
七
条
の
二
を
第
百
七
十
八
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
登
録
有
形
文
化
財
等
に
つ
い
て
の
国
に
関
す

る
特
例
）
」
を
付
す
る
。

第
九
十
七
条
中
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
七
条
と
す
る
。

第
九
十
六
条
中
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
六
条
と
す
る
。

第
九
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
第
九
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
五
条
と

す
る
。

第
九
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
第
九
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
十

五
条
第
二
項
」
を
「
第
百
七
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
」
を

「
第
百
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
四
条
と
す
る
。

第
九
十
五
条
の
二
を
第
百
七
十
三
条
と
す
る
。

第
九
十
五
条
第
五
項
中
「
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
六
条
並
び



一
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に
第
八
十
二
条
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
二
十
一
条
並
び
に
第
百

三
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
二
条
と
す
る
。

第
九
十
四
条
中
「
指
定
す
る
」
を
「
指
定
し
、
若
し
く
は
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
す
る
」
に
、
「
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
」
を
「
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
重
要
文
化
的
景
観
」
に
改
め
、
「
又
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
」
の

下
に
「
及
び
重
要
文
化
的
景
観
」
を
加
え
、
同
条
を
第
百
七
十
一
条
と
す
る
。

第
九
十
三
条
中
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
き
損
、
」
を
「
き
損
、
」
に
改
め
、
同
条
第
二

、

号
中
「
き
損
し
」
を
「
き
損
し
」
に
、
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
十
条
と
す
る
。

、

第
九
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
を
「
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要
文
化
的
景
観
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
六
十
九
条
と
す
る
。

第
九
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
重
要
文
化
財
」
の
下
に
「
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第

四
十
三
条
第
一
項
但
書
」
を
「
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
第
八
十
条
第
一
項
但
書
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一

項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
六
十
八
条
と
す
る
。

第
九
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
を
「
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要
文
化
的
景
観
」
に



一
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改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
」
の
下
に
「
又
は
重
要
文
化
的
景
観
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は

」
に
改
め
、
「
、
又
は
こ
れ
を
輸
出
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
並
び
に
同
項
を
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の
十
二
及
び
第

七
十
五
条
」
を
「
（
第
八
十
条
及
び
第
百
二
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
並
び
に
同
条
を
準
用
す
る
第
五
十

六
条
の
十
二
及
び
第
七
十
五
条
」
を
「
（
第
八
十
条
及
び
第
百
二
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
三
十
六
条
」

に
、
「
及
び
同
条
を
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の
十
二
」
を
「
（
第
八
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
第
八
十
条

の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
三

十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
六
十
七
条
と
す
る
。

第
八
十
九
条
中
「
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
を
「
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要
文
化
的
景
観
」
に
改
め
、
同
条

を
第
百
六
十
六
条
と
す
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
二
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
六

条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
第
七
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
（
第
七
十
条
第
三
項
及
び

第
七
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
百
九
条
第
三
項
（
第
百
十
条
第
三
項
及
び
第
百
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。



一
九
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４

国
の
所
有
又
は
占
有
に
属
す
る
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
し
、
又
は
そ
の
選
定
を
解
除
し
た
と
き
は
、
第
百
三
十

四
条
第
二
項
（
第
百
三
十
五
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る
第
百
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
有

者
又
は
占
有
者
に
対
し
行
う
べ
き
通
知
は
、
当
該
重
要
文
化
的
景
観
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
十
八
条
を
第
百
六
十
五
条
と
す
る
。

第
八
十
七
条
の
二
中
「
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
を
「
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要
文
化
的
景
観
」
に
改
め
、

同
条
を
第
百
六
十
四
条
と
す
る
。

第
八
十
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
「
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
を
「
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要

文
化
的
景
観
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
六
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
重
要
文
化
財
等
に
つ
い
て
の
国
に

関
す
る
特
例
）
」
を
付
す
る
。

第
八
十
六
条
を
第
百
六
十
二
条
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
八
中
「
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
各
号
」
を
「
第
百
五
十
六
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
第
六
章
第
一
節
中

同
条
を
第
百
六
十
一
条
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
七
中
「
前
四
条
」
を
「
第
百
五
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
六
十
条
と
す
る
。
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第
八
十
五
条
の
六
を
第
百
五
十
九
条
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
五
中
「
第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
八
条
と
す

る
。第

八
十
五
条
の
四
を
第
百
五
十
七
条
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

七
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
十
三
条
第
一
項
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第

百
五
十
六
条
と
す
る
。

第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「

第
八
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
八
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
五
条
と
す
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
八
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
八
十
一
条

第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
六
」
を
「
第
八
十
五
条
」
に
、
「
第

五
十
六
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
八
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
五
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
九
十
二
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条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
」
を
「
第
九
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中

「
第
八
十
条
第
七
項
（
第
八
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
七
項
（
第
百
二
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
第
八
十
条
第
三
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
四
条
と
す
る
。

第
六
章
を
第
十
二
章
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
第
九
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
を
第
十

一
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九

登
録
記
念
物
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

十

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
及
び
そ
の
選
定
の
解
除

第
八
十
四
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

第
八
十
四
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
二
中
「
第
五
十
六
条
の
二
の
三
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第
一
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
十
六
号
中
「
第
九

十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
八
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

重
要
文
化
的
景
観
の
管
理
に
関
す
る
命
令

第
八
十
四
条
第
二
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
九
号
の
二

を
第
十
号
と
し
、
第
五
章
の
四
中
同
条
を
第
百
五
十
三
条
と
す
る
。

第
五
章
の
四
を
第
十
一
章
と
す
る
。

第
五
章
の
三
中
第
八
十
三
条
の
十
二
を
第
百
五
十
二
条
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
十
一
中
「
第
五
十
六
条
の
十
九
」
を
「
第
八
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
一
条
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
十
を
第
百
五
十
条
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
九
中
「
第
五
十
六
条
の
五
」
を
「
第
七
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
四
十
九
条
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
八
第
三
項
中
「
第
五
十
六
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
四
十
八
条

と
す
る
。
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第
八
十
三
条
の
七
第
四
項
中
「
第
五
十
六
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
七
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
四
十
七
条

と
す
る
。

第
五
章
の
三
を
第
十
章
と
す
る
。

第
五
章
の
二
中
第
八
十
三
条
の
六
を
第
百
四
十
六
条
と
し
、
第
八
十
三
条
の
五
を
第
百
四
十
五
条
と
し
、
第
八
十
三
条
の
四

を
第
百
四
十
四
条
と
し
、
第
八
十
三
条
の
三
を
第
百
四
十
三
条
と
し
、
第
八
十
三
条
の
二
を
第
百
四
十
二
条
と
す
る
。

第
五
章
の
二
を
第
九
章
と
す
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、
「
当
る
」
を

「
当
た
る
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「

き
損
し
」
を
「
き
損
し
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
き
損
し
」
を
「
き
損
し
」
に
、
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
第
五

、

、

章
中
同
条
を
第
百
三
十
一
条
と
し
、
同
章
中
同
条
の
次
に
次
の
二
条
及
び
一
章
を
加
え
る
。

（
登
録
記
念
物
）

第
百
三
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
第
百
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
仮
指
定
を
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
が
行
つ
た
も
の
を
含
む
。
）
以
外
の
記
念
物
（
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
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て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要

と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
は
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
百

十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
百
三
十
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
記
念
物
（
以
下
「
登
録
記
念
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
九

条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
八
条
、
第
百
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
十
三
条
か
ら

第
百
二
十
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
し

た
と
き
（
第
百
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
仮
指
定
を
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
つ
た
と
き
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第

四
項
中
「
所
有
者
に
通
知
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
通
知
す
べ

き
相
手
方
が
著
し
く
多
数
で
個
別
に
通
知
し
難
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
当
該
通
知
に
代
え
て
、
そ

の
通
知
す
べ
き
事
項
を
当
該
登
録
記
念
物
の
所
在
地
の
市
町
村
の
事
務
所
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
時
に
当
該
通
知
が
相
手
方
に
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到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
抹
消
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
抹
消

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
官
報
の
告
示
が
あ
つ
た
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
当
該
登
録
記
念
物
の
所
有
者
又

は
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
に
対
し
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
到
達
し
た
時
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
通
知
が

到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
時
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
」
と
、
第
百
十
三
条
第
一
項
中
「
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
」
と
あ
る
の
は
「
不
適
当
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
旨
の
関
係
地
方
公
共
団
体
の
申
出
が
あ
つ

た
場
合
に
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
て
」
と
、
第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条
中
「
第
三
十
条
、
第
三
十
一

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
並
び
に
こ
れ
に
基
い
て
発
す
る
文
部
科
学
省
令
及
び
文
化
庁
長
官
の
指
示
に
従
い
」
と
あ
る
の

は
「
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
文
部
科
学
省
令
に
従
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
百
十
八
条
中
「
第
三
十
五
条
及

び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
管
理
団
体
が
指
定
さ
れ
、
又
は
そ
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
五
十
六
条
第
三
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
第
四
項
」
と
、
第
百
二
十
条
中
「
第
三
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
所
有
者
が
変
更

し
た
場
合
の
権
利
義
務
の
承
継
に
は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。
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第
八
章

重
要
文
化
的
景
観

（
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
）

第
百
三
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
定
め
る
景

観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
景
観
計
画
区
域
又
は
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
景
観
地
区
内
に
あ
る
文
化
的
景
観
で
あ
つ
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
当
該
都
道
府
県
又

は
市
町
村
が
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
に
は
、
第
百
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
三
項
中
「
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
並
び
に
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
申
出
を
行
つ
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
の
解
除
）

第
百
三
十
五
条

重
要
文
化
的
景
観
が
そ
の
価
値
を
失
つ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、

そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

前
項
の
場
合
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
滅
失
又
は
き
損
）

第
百
三
十
六
条

重
要
文
化
的
景
観
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
所
有
者
又
は
権
原
に
基
づ
く
占

有
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ

て
、
そ
の
事
実
を
知
つ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
重
要
文
化
的
景
観

の
保
存
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
管
理
に
関
す
る
勧
告
又
は
命
令
）

第
百
三
十
七
条

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
重
要
文
化
的
景
観
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
文
化
庁
長
官
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
勧
告
を
受
け
た
所
有
者
等
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執

ら
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
所
有
者
等
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を

執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
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、
当
該
重
要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
を
行
つ
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
意
見
を

聴
く
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
場
合
に
は
、
第
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
費
用
負
担
に
係
る
重
要
文
化
的
景
観
譲
渡
の
場
合
の
納
付
金
）

第
百
三
十
八
条

国
が
滅
失
又
は
き
損
の
防
止
の
措
置
に
つ
き
前
条
第
四
項
で
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

費
用
を
負
担
し
た
重
要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
現
状
変
更
等
の
届
出
等
）

第
百
三
十
九
条

重
要
文
化
的
景
観
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
現
状
を
変
更
し
、
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
変
更
に
つ
い
て
は
維
持

の
措
置
若
し
く
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
現
状
の
変
更
を
内
容
と
す
る
命
令

に
基
づ
く
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。
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３

重
要
文
化
的
景
観
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
届
出
に
係
る
重
要
文
化
的
景

観
の
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
現
状
等
の
報
告
）

第
百
四
十
条

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
又
は
管
理

若
し
く
は
復
旧
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
他
の
公
益
と
の
調
整
等
）

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
特
に
、
関
係
者

第
百
四
十
一
条

の
所
有
権
、
鉱
業
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
及
び
農
林
水
産
業

そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産
業
と
の
調
和
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
百
三

十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
国
土
の
開
発
そ

の
他
の
公
益
と
の
調
整
及
び
農
林
水
産
業
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産
業
と
の
調
和
を
図
る
観
点
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

国
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
物
件
の
管
理
、
修
理
、
修
景
又
は
復
旧
に
つ
い
て
都

道
府
県
又
は
市
町
村
が
行
う
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
百
三
十
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
保
存
の
た
め
の
調
査

）
」
を
付
す
る
。

第
八
十
一
条
の
二
を
第
百
二
十
九
条
と
す
る
。

第
八
十
一
条
第
三
項
中
「
第
八
十
条
第
七
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
八
条
と
す
る
。

第
八
十
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
七

条
と
す
る
。

第
八
十
条
の
二
中
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
八
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
六
条
と
す
る
。

第
八
十
条
第
二
項
中
「
前
項
但
書
」
を
「
前
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
七
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第

百
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
五
条
と
す
る
。

第
七
十
九
条
中
「
き
損
」
を
「
き
損
」
に
、
「
第
七
十
三
条
の
二
及
び
第
七
十
五
条
」
を
「
第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条

、

」
に
、
「
第
七
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
第
七
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
百
二
十
二
条
第
三
項
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」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
四
条
と
す
る
。

第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
き
損
、
」
を
「
き
損
、
」
に
改
め
、
同

、

項
第
二
号
中
「
き
損
し
」
を
「
き
損
し
」
に
、
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
三
条
と
す
る
。

、

第
七
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
き
損
し
」
を
「
き
損
し
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
二
条
と
す
る
。

、

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
き
損
し
」
を
「
き
損
し
」
に
、
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
一
条
と
す
る
。

、

第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
条
と
す
る
。

第
七
十
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
当
る
」
を
「
当
た
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
る
」
を
「

当
た
る
」
に
、
「
も
つ
ぱ
ら
」
を
「
専
ら
」
に
、
「
代
り
」
を
「
代
わ
り
」
に
、
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
、
「
第
六
章
」

を
「
第
十
二
章
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
九
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
所
有
者
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

」
を
付
す
る
。

第
七
十
三
条
の
二
を
第
百
十
八
条
と
し
、
第
七
十
三
条
を
第
百
十
七
条
と
す
る
。

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
定
」
を
「
定
め
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
六
条
と
す
る
。
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第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
章
」
を
「
第
十
二
章
」
に

、
「
囲
さ
く
」
を
「
囲
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
五
条
と
す
る
。

、
、

第
七
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
第
六
十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
百
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
四
条
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第
七
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
百
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「

責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
十
九
条
第
四
項

」
を
「
第
百
九
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理

及
び
復
旧
）
」
を
付
す
る
。

第
七
十
一
条
第
二
項
中
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第

一
項
」
に
、
「
同
条
同
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に
改
め

、
同
条
第
四
項
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
百
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
十
二
条
と
す
る
。

第
七
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
当
つ
て
」
を
「
当
た
つ
て
」
に
改
め

、
同
条
を
第
百
十
一
条
と
す
る
。

第
七
十
条
を
第
百
十
条
と
す
る
。
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第
六
十
九
条
第
三
項
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、
「
基

く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
七
章
と
す
る
。

第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
で
を
削
る
。

第
六
十
五
条
中
「
定
」
を
「
定
め
」
に
、
「
の
外
」
を
「
の
ほ
か
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
百
八
条
と
す
る
。

第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十

三
条
の
二
」
を
「
第
百
五
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
七
条
と
す
る
。

第
六
十
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
第
六
十
三
条
」
を
「
第
百
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百
四
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
百
六
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
譲
与
等
）
」
を
付
す
る
。

第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
五
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
百
条
第
二
項
」
に
、
「
第
六
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
条
と
す
る
。

第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
第
五
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
条
第
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二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
四
条
と
す
る
。

第
六
十
二
条
中
「
第
五
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
三
条
と
す
る
。

第
六
十
一
条
を
第
百
二
条
と
し
、
第
六
十
条
を
第
百
一
条
と
す
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
条
と
す
る
。

第
五
十
八
条
の
二
を
第
九
十
九
条
と
し
、
第
五
十
八
条
を
第
九
十
八
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
又
は
第
九

十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
各
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
九
十
四

条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
七
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「

三
箇
月
」
を
「
三
月
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
一
箇
月
」
を
「
一
月
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
た
だ
し
書
中
「
六
箇
月
」

を
「
六
月
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
六
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
四
を
第
九
十
五
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
十
七
条
の
六
」
を
「
第
九
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
四
項
」
を
「
前
各
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項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
四
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
二
を
第
九
十
三
条
と
し
、
第
五
十
七
条
を
第
九
十
二
条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
十
一
中
「
第
五
十
六
条
の
九
」
を
「
第
七
十
七
条
」
に
改
め
、
第
三
章
の
三
中
同
条
を
第
九
十
一
条
と
す

る
。第

五
十
六
条
の
二
十
を
第
八
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

第
九
十
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活

用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
は
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は

、
第
三
章
第
二
節
（
第
五
十
七
条
の
規
定
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
四
条
第
一
項
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及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
中
「
三
十
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
日
前
」
と
、
第
六
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
維
持
の

措
置
若
し
く
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
現
状
の
変
更
を
内
容
と
す
る
命
令
に

基
づ
く
措
置
を
執
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
九
第
二
項
中
「
第
五
十
六
条
の
七
第
三
項
」
を
「
第
七
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
八
条

と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
八
を
第
八
十
七
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
十
七
を
第
八
十
六
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
十
六
を
第
八
十
五

条
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
五
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
二
」
を
「
第
八
十
条
」
に
、
「
第
六
章

」
を
「
第
十
二
章
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
四
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開

）
」
を
付
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
四
を
第
八
十
三
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
を
第
八
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
十
三
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
八
十
一
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
の
保
護
）
」
を
付
す
る
。
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第
五
十
六
条
の
十
二
を
第
八
十
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
十
一
を
第
七
十
九
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
十
を
第
七
十
八
条
と

す
る
。

第
三
章
の
三
を
第
五
章
と
す
る
。

第
三
章
の
二
中
第
五
十
六
条
の
九
を
第
七
十
七
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
八
を
第
七
十
六
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
七
を
第

七
十
五
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
六
を
第
七
十
四
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
五
を
第
七
十
三
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
四
を
第

七
十
二
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
三
を
第
七
十
一
条
と
す
る
。

第
三
章
の
二
を
第
四
章
と
す
る
。

第
三
章
第
三
節
中
第
五
十
六
条
の
二
の
十
二
を
第
七
十
条
と
し
、
同
章
第
二
節
中
第
五
十
六
条
の
二
の
十
一
を
第
六
十
九
条

と
し
、
第
五
十
六
条
の
二
の
十
を
第
六
十
八
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
二
の
九
を
第
六
十
七
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
二
の
八

を
第
六
十
六
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
二
の
七
を
第
六
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
輸
出
の
届
出
）

第
六
十
五
条

登
録
有
形
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
輸
出
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

登
録
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
届
出
に
係
る
登
録
有
形
文
化
財

の
輸
出
に
関
し
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
の
二
の
六
を
第
六
十
三
条
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
の
五
の
見
出
し
中
「
又
は
き
損
」
を
「
、
き
損
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
き
損
し
た
」
を
「
若
し
く

は
き
損
し
、
又
は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
所
在
の
変
更
）

第
六
十
二
条

登
録
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
（
管
理
責
任

者
又
は
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
）
は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
所
在
の

場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
登
録
証
を
添
え
て
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
届
出
を
要
せ
ず
、
若
し
く
は
届
出
の
際
登
録
証
の
添
付
を
要
せ
ず
、
又
は

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
届
け
出
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
。

第
五
十
六
条
の
二
の
四
第
二
項
中
「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
条
と
す
る
。



三
九
頁

第
五
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
、
又
は
第
九
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
た
と
き
」
を

削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
第

二
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ

た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
抹
消
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
そ
の
保
存
及
び
活
用
の

た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
所
有
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
十
六
条
の
二
の
三
を
第
五
十
九
条
と
し
、
第
五
十
六
条
の
二
の
二
を
第
五
十
八
条
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
で
建
造
物
で
あ
る
も
の

」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
十
七
条
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



四
〇
頁

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
項
中
「
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十

一
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
条
第
三
項
及
び
第
七
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
二
条
第

一
項
並
び
に
第
百
十
条
第
三
項
及
び
第
百
十
二
条
第
四
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
百
九
条
第
三
項
」
に
改

め
る
。

（
屋
外
広
告
物
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を

「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第

百
四
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



四
一
頁

第
七
条
の
二
第
三
項
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
二

条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
の
三
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
交
付
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
八
号
の
二
中
「
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）



四
二
頁

第
八
条

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
第
四
号
、
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
二
十
三
号
、
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
十

五
条
の
四
第
一
項
第
二
十
三
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
都
市
の
美
観
風
致
を
維
持
す
る
た
め
の
樹
木
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

都
市
の
美
観
風
致
を
維
持
す
る
た
め
の
樹
木
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
条
第
一
項
又
は
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一

項
、
第
百
十
条
第
一
項
又
は
第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
十
五
号
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
」
を
「
第
八
十
三

条
」
に
改
め
る
。



四
三
頁

（
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
改
め
る
。

（
地
価
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
七
号
イ
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
」
を
「
第
百
九

条
」
に
、
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
、
「
第
百
十
六
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
四
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項

」
を
「
第
百
四
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百



四
四
頁

九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
二
、
第
七
十
三
条
の
二
及
び
第
七
十
五
条
」
を
「
第
八
十
条
、
第
百
十
八
条
及
び

第
百
二
十
条
」
に
改
め
る
。

（
景
観
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
文
部
科
学
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
八
十
四
条
」
を
「
第
百
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
第
百
十
六
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。



一
頁

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

文
化
的
景
観
の
保
護

一

文
化
財
の
定
義
に
、
文
化
的
景
観
（
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
）
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
二
条
関
係
）

二

文
部
科
学
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
定
め
る
景
観
法
に
規

定
す
る
景
観
計
画
区
域
又
は
景
観
地
区
内
に
あ
る
文
化
的
景
観
で
あ
っ
て
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
保
存
の
た
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十
四
条
関
係
）

三

重
要
文
化
的
景
観
が
そ
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
等
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十
五
条
関
係
）

四

重
要
文
化
的
景
観
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
所
有
者
等
は
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
百
三
十
六
条
関
係
）



二
頁

五

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
重
要
文
化
的
景
観
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁

長
官
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十

七
条
関
係
）

六

重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、

重
要
文
化
的
景
観
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
三
十
九
条
関
係
）

七

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
等
に
つ
き
報
告
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
十
条
関
係
）

八

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
、
関
係
者
の
所
有
権
等
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
公
益
と
の
調
整
等
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
文
化
庁
長
官
は
、
勧
告
等

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
十
一
条

第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）



三
頁

九

国
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
物
件
の
管
理
等
に
つ
い
て
都
道
府
県
又
は
市
町
村

が
行
う
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
四
十
一
条
第
三
項

関
係
）

第
二

民
俗
技
術
の
保
護

民
俗
文
化
財
の
定
義
に
民
俗
技
術
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
関
係
）

第
三

登
録
制
度
の
拡
充

一

登
録
有
形
文
化
財
制
度
の
拡
充

登
録
有
形
文
化
財
制
度
を
、
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
に
も
拡
充
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
章
第
二
節
関
係
）

二

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
制
度
及
び
登
録
記
念
物
制
度
の
創
設

有
形
の
民
俗
文
化
財
及
び
記
念
物
に
つ
い
て
、
登
録
有
形
文
化
財
制
度
と
同
様
の
登
録
制
度
を
創
設
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
九
十
条
、
第
百
三
十
二
条
及
び
第
百
三
十
三
条
関
係
）

第
四

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
等
並
び
に
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
の
登
録
等
に
つ
い
て



四
頁

、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
百
五
十
三
条
関
係
）

第
五

国
に
関
す
る
特
例

重
要
文
化
的
景
観
並
び
に
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
に
つ
い
て
、
国
に
関
す
る
所
要
の
特
例
を
定
め
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
章
第
二
節
関
係
）

第
六

罰
則

重
要
文
化
的
景
観
並
び
に
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
の
現
状
変
更
等
の
届
出
等
の
規
定
に
違
反
し
た
者
等

に
対
す
る
過
料
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
百
一
条
か
ら
第
二
百
三
条
ま
で
関
係
）

第
七

施
行
期
日
等

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
条
文
の
枝
番
号
を
整
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
附
則
第
十
五
条
ま
で
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。



一
頁

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
照
表

○
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
）

第
二
章

削
除

第
二
章

削
除

第
三
章

有
形
文
化
財

第
三
章

有
形
文
化
財

第
一
節

重
要
文
化
財

第
一
節

重
要
文
化
財
（
第
二
十
七
条
―
第
五
十
六
条
）

第
一
款

指
定
（
第
二
十
七
条
―
第
二
十
九
条
）

第
一
款

指
定
（
第
二
十
七
条
―
第
二
十
九
条
）

第
二
款

管
理
（
第
三
十
条
―
第
三
十
四
条
）

第
二
款

管
理
（
第
三
十
条
―
第
三
十
四
条
）

第
三
款

保
護
（
第
三
十
四
条
の
二
―
第
四
十
七
条
）

第
三
款

保
護
（
第
三
十
四
条
の
二
―
第
四
十
七
条
）

第
四
款

公
開
（
第
四
十
七
条
の
二
―
第
五
十
三
条
）

第
四
款

公
開
（
第
四
十
七
条
の
二
―
第
五
十
三
条
）

第
五
款

調
査
（
第
五
十
四
条
・
第
五
十
五
条
）

第
五
款

調
査
（
第
五
十
四
条
・
第
五
十
五
条
）

第
六
款

雑
則
（
第
五
十
六
条
）

第
六
款

雑
則
（
第
五
十
六
条
）

第
二
節

登
録
有
形
文
化
財
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
九
条
）

第
二
節

登
録
有
形
文
化
財
（
第
五
十
六
条
の
二
―
第
五
十
六
条
の
二
の
十
一
）

第
三
節

重
要
文
化
財
及
び
登
録
有
形
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財
（
第
七
十
条
）

第
三
節

重
要
文
化
財
及
び
登
録
有
形
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財
（
第
五
十
六
条
の
二

の
十
二
）

第
四
章

無
形
文
化
財
（
第
七
十
一
条
―
第
七
十
七
条
）

第
三
章
の
二

無
形
文
化
財
（
第
五
十
六
条
の
三
―
第
五
十
六
条
の
九
）

第
五
章

民
俗
文
化
財
（
第
七
十
八
条
―
第
九
十
一
条
）

第
三
章
の
三

民
俗
文
化
財
（
第
五
十
六
条
の
十
―
第
五
十
六
条
の
二
十
一
）

第
六
章

埋
蔵
文
化
財
（
第
九
十
二
条
―
第
百
八
条
）

第
四
章

埋
蔵
文
化
財
（
第
五
十
七
条
―
第
六
十
八
条
）

第
七
章

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
第
百
九
条
―
第
百
三
十
三
条
）

第
五
章

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
第
六
十
九
条
―
第
八
十
三
条
）

第
八
章

重
要
文
化
的
景
観
（
第
百
三
十
四
条
―
第
百
四
十
一
条
）

第
九
章

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
第
百
四
十
二
条
―
第
百
四
十
六
条
）

第
五
章
の
二

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
第
八
十
三
条
の
二
―
第
八
十
三
条
の
六
）

第
十
章

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護
（
第
百
四
十
七
条
―
第
百
五
十
二
条
）

第
五
章
の
三

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護
（
第
八
十
三
条
の
七
―
第
八
十
三
条
の
十
二
）

第
十
一
章

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
（
第
百
五
十
三
条
）

第
五
章
の
四

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
（
第
八
十
四
条
）

第
十
二
章

補
則

第
六
章

補
則

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
不
服
申
立
て
（
第
百
五
十
四
条
―
第
百
六
十
一
条
）

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
不
服
申
立
て
（
第
八
十
五
条
―
第
八
十
五
条
の
八
）

第
二
節

国
に
関
す
る
特
例
（
第
百
六
十
二
条
―
第
百
八
十
一
条
）

第
二
節

国
に
関
す
る
特
例
（
第
八
十
六
条
―
第
九
十
七
条
の
五
）

第
三
節

地
方
公
共
団
体
及
び
教
育
委
員
会
（
第
百
八
十
二
条
―
第
百
九
十
二
条
）

第
三
節

地
方
公
共
団
体
及
び
教
育
委
員
会
（
第
九
十
八
条
―
第
百
五
条
の
三
）

第
十
三
章

罰
則
（
第
百
九
十
三
条
―
第
二
百
三
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
百
六
条
―
第
百
十
二
条
）

附
則

附
則
（
第
百
十
三
条
―
第
百
三
十
条
）



二
頁

第
一
章

総
則

（
文
化
財
の
定
義
）

（
文
化
財
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
文
化
財
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
文
化
財
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術

三

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
及
び
こ
れ
ら

及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の
生
活
の

に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の
生
活
の
推
移
の
理
解

推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
民
俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）

の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
民
俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）

四

（
略
）

四

（
略
）

五

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景

観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下

「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。
）

六

（
略
）

五

（
略
）

２

こ
の
法
律
の
規
定
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第
五
十
五
条

２

こ
の
法
律
の
規
定
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第
五
十
五
条

第
一
項
第
四
号
、
第
百
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
百
六
十
五
条
、
第
百
七
十
一
条
及
び

第
一
項
第
四
号
、
第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
四
条
及
び
第

附
則
第
三
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
重
要
文
化
財
」
に
は
、
国
宝
を
含
む
も
の
と
す
る
。

百
十
五
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
重
要
文
化
財
」
に
は
、
国
宝
を
含
む
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
法
律
の
規
定
（
第
百
九
条
、
第
百
十
条
、
第
百
十
二
条
、
第
百
二
十
二
条
、
第
百
三

３

こ
の
法
律
の
規
定
（
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
七
条
、
第
八
十

十
一
条
第
一
項
第
四
号
、
第
百
五
十
三
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
、
第
百
六
十
五
条
並

三
条
第
一
項
第
四
号
、
第
八
十
四
条
の
二
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
八
十
八
条
並
び

び
に
第
百
七
十
一
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
に
は
、
特
別
史
跡

に
第
九
十
四
条
の
規
定
を
除
く
。
）
中
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
」
に
は
、
特
別
史
跡
名
勝

名
勝
天
然
記
念
物
を
含
む
も
の
と
す
る
。

天
然
記
念
物
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
三
章

有
形
文
化
財

第
一
節

重
要
文
化
財

第
一
款

指
定

（
所
有
者
の
管
理
義
務
及
び
管
理
責
任
者
）

（
所
有
者
の
管
理
義
務
及
び
管
理
責
任
者
）

第
三
十
一
条

（
略
）

第
三
十
一
条

（
略
）

２

重
要
文
化
財
の
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
も
つ
ぱ
ら
自
己

２

重
要
文
化
財
の
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
も
つ
ぱ
ら
自
己

に
代
り
当
該
重
要
文
化
財
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
十
二
章
に
お

に
代
り
当
該
重
要
文
化
財
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
章
に
お
い

い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
）

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
）

第
三
十
二
条
の
二

（
略
）

第
三
十
二
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

重
要
文
化
財
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

５

重
要
文
化
財
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ



三
頁

る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
十
二
章
に
お
い
て

る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
章
に
お
い
て
「

「
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
が
行
う
管
理
又
は
そ
の
管
理
の
た
め
必
要
な
措
置
を
拒
み
、
妨

管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
が
行
う
管
理
又
は
そ
の
管
理
の
た
め
必
要
な
措
置
を
拒
み
、
妨
げ

げ
、
又
は
忌
避
し
て
は
な
ら
な
い
。

、
又
は
忌
避
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）

第
四
十
九
条

文
化
庁
長
官
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た
と
き
は
、

第
四
十
九
条

文
化
庁
長
官
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
が
出
品
さ
れ
た
と
き
は
、

第
百
八
十
五
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
い
て
、
文
化
庁
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
そ
の
重
要
文

第
百
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
い
て
、
文
化
庁
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
そ
の
重
要
文
化
財
の

化
財
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

登
録
有
形
文
化
財

（
有
形
文
化
財
の
登
録
）

（
有
形
文
化
財
の
登
録
）

第
五
十
七
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財
（
第
百
八
十
二
条
第
二

第
五
十
六
条
の
二

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財
（
第
九
十
八
条
第

項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
文

二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
で
建
造
物
で
あ

化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も

る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置

の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
告
示
、
通
知
及
び
登
録
証
の
交
付
）

（
告
示
、
通
知
及
び
登
録
証
の
交
付
）

第
五
十
八
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
の
抹
消
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
の
抹
消
）

第
五
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規

第
五
十
六
条
の
二
の
三

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
条
第

定
に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
抹
消
す
る
も
の
と
す
る
。

一
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
、
又
は
第
九
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す

る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
抹
消
す
る
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
抹
消
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
そ
の
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要

が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
所
有
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

２

（
略
）

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告

示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
通
知
す
る
。

示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
通
知
す
る
。

５

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す

用
す
る
。

る
。

６

第
四
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
三
十
日
以
内
に
登
録
証
を
文
部
科
学
大

５

第
三
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
三
十
日
以
内
に
登
録
証
を
文
部
科
学
大



四
頁

臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
）

第
六
十
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
四

（
略
）

２

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
専
ら
自
己

２

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
専
ら
自
己

に
代
わ
り
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
め
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

に
代
わ
り
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「

「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
滅
失
、
き
損
等
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
滅
失
又
は
き
損
）

第
六
十
一
条

登
録
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
き
損
し
、
又
は
こ

第
五
十
六
条
の
二
の
五

登
録
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と

れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体

き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
）
は
、
文
部
科
学

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
）
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ

省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
事
実
を
知
つ
た
日
か
ら
十
日
以
内

て
、
そ
の
事
実
を
知
つ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。（
登
録
有
形
文
化
財
の
所
在
の
変
更
）

第
六
十
二
条

登
録
有
形
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
登
録
有
形

文
化
財
の
所
有
者
（
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
）
は
、
文
部
科

学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

日
の
二
十
日
前
ま
で
に
、
登
録
証
を
添
え
て
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
届
出
を
要
せ
ず
、
若
し
く
は
届
出
の
際

登
録
証
の
添
付
を
要
せ
ず
、
又
は
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
所
在
の
場
所
を

変
更
し
た
後
届
け
出
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
修
理
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
修
理
）

第
六
十
三
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
変
更
の
届
出
等
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
変
更
の
届
出
等
）

第
六
十
四
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
輸
出
の
届
出
）

第
六
十
五
条

登
録
有
形
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
輸
出
し
よ
う
と
す
る
日
の
三

十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届



五
頁

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の

届
出
に
係
る
登
録
有
形
文
化
財
の
輸
出
に
関
し
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
技
術
的
指
導
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
技
術
的
指
導
）

第
六
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
八

（
略
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
）

第
六
十
七
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
九

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
等
の
報
告
）

（
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
等
の
報
告
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
十

（
略
）

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
登
録
証
の
引
渡
し
）

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
登
録
証
の
引
渡
し
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
十
一

（
略
）

第
三
節

重
要
文
化
財
及
び
登
録
有
形
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財

（
技
術
的
指
導
）

（
技
術
的
指
導
）

第
七
十
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
の
十
二

（
略
）

第
四
章

無
形
文
化
財

第
三
章
の
二

無
形
文
化
財

（
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
等
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
等
）

第
七
十
一
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
等
の
解
除
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
等
の
解
除
）

第
七
十
二
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
四

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

第
七
十
三
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
五

（
略
）



六
頁

（
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
）

第
七
十
四
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
公
開
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
公
開
）

第
七
十
五
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

（
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

第
七
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
八

（
略
）

（
重
要
無
形
文
化
財
以
外
の
無
形
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

（
重
要
無
形
文
化
財
以
外
の
無
形
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

第
七
十
七
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
五
章

民
俗
文
化
財

第
三
章
の
三

民
俗
文
化
財

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
）

第
七
十
八
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
の
解
除
）

第
七
十
九
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
一

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
）

第
八
十
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
二

（
略
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
）

第
八
十
一
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
八
十
二
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二

（
略
）

第
八
十
三
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
四

（
略
）



七
頁

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
公
開
）

第
八
十
四
条

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
及
び
管
理
団
体
（
第
八
十
条
で
準
用
す
る
第

第
五
十
六
条
の
十
五

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
及
び
管
理
団
体
（
第
五
十
六
条
の
十

三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
い

二
で
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ

う
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
者
が
そ
の
主
催
す
る
展
覧
会

の
他
の
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
者
が
そ
の
主

そ
の
他
の
催
し
に
お
い
て
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
公
衆
の
観
覧
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き

催
す
る
展
覧
会
そ
の
他
の
催
し
に
お
い
て
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
公
衆
の
観
覧
に
供
し
よ

は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
観
覧
に
供
し
よ
う
と
す

う
と
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
観
覧
に

る
最
初
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

供
し
よ
う
と
す
る
最
初
の
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

、
文
化
庁
長
官
以
外
の
国
の
機
関
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
あ
ら
か
じ
め
文
化
庁
長
官
か

な
い
。
た
だ
し
、
文
化
庁
長
官
以
外
の
国
の
機
関
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
あ
ら
か
じ
め

ら
事
前
の
届
出
の
免
除
を
受
け
た
博
物
館
そ
の
他
の
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公
開

文
化
庁
長
官
か
ら
事
前
の
届
出
の
免
除
を
受
け
た
博
物
館
そ
の
他
の
施
設
（
以
下
こ
の
項
に

事
前
届
出
免
除
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
展
覧
会
そ
の
他
の
催
し
を
主
催
す
る
場
合
又

お
い
て
「
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
展
覧
会
そ
の
他
の
催
し
を
主

は
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
の
設
置
者
が
当
該
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
に
お
い
て
こ
れ
ら

催
す
る
場
合
又
は
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
の
設
置
者
が
当
該
公
開
事
前
届
出
免
除
施
設
に

を
主
催
す
る
場
合
に
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
公
衆
の
観
覧
に
供
し
た
期
間
の
最
終
日

お
い
て
こ
れ
ら
を
主
催
す
る
場
合
に
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
公
衆
の
観
覧
に
供
し
た

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
以
内
に
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る

期
間
の
最
終
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
以
内
に
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
る
こ
と
を

。

も
つ
て
足
り
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
八
十
五
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
六

（
略
）

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
の
調
査
及
び
所
有
者
変
更
等
に
伴
う
権
利
義
務
の

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
の
た
め
の
調
査
及
び
所
有
者
変
更
等
に
伴
う
権
利
義
務
の

承
継
）

承
継
）

第
八
十
六
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
七

（
略
）

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
）

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
）

第
八
十
七
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
公
開
）

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
公
開
）

第
八
十
八
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
十
九

（
略
）

２

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
が
そ
の
記
録
を
公
開
す
る
場
合
に
は
、
第
七
十

２

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
所
有
者
が
そ
の
記
録
を
公
開
す
る
場
合
に
は
、
第
五
十

五
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

六
条
の
七
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
関
す
る
助
言
又
は
勧
告
）

第
八
十
九
条

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二
十

（
略
）

（
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

第
九
十
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
第
百



八
頁

八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の

う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必

要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
は
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る

。
３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
以
下
「
登
録
有
形
民
俗
文
化

財
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
二
節
（
第
五
十
七
条
の
規
定
を
除
く
。
）
の
規

定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
四
条
第
一
項
及
び
第
六
十
五
条
第
一
項
中

「
三
十
日
前
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
日
前
」
と
、
第
六
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
維
持

の
措
置
若
し
く
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
現

状
の
変
更
を
内
容
と
す
る
命
令
に
基
づ
く
措
置
を
執
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
場
合
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

（
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
記
録
の
作
成
等
）

第
九
十
一
条

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
は
、
第
七
十
七
条
の
規

第
五
十
六
条
の
二
十
一

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
は
、
第
五
十

定
を
準
用
す
る
。

六
条
の
九
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
六
章

埋
蔵
文
化
財

第
四
章

埋
蔵
文
化
財

（
調
査
の
た
め
の
発
掘
に
関
す
る
届
出
、
指
示
及
び
命
令
）

（
調
査
の
た
め
の
発
掘
に
関
す
る
届
出
、
指
示
及
び
命
令
）

第
九
十
二
条

（
略
）

第
五
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
土
木
工
事
等
の
た
め
の
発
掘
に
関
す
る
届
出
及
び
指
示
）

（
土
木
工
事
等
の
た
め
の
発
掘
に
関
す
る
届
出
及
び
指
示
）

第
九
十
三
条

（
略
）

第
五
十
七
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
国
の
機
関
等
が
行
う
発
掘
に
関
す
る
特
例
）

（
国
の
機
関
等
が
行
う
発
掘
に
関
す
る
特
例
）

第
九
十
四
条

国
の
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
設
立
に
係
る

第
五
十
七
条
の
三

国
の
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
設
立
に

法
人
で
政
令
の
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
九
十
七
条
に
お
い
て
「
国
の
機
関
等
」

係
る
法
人
で
政
令
の
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
七
条
の
六
に
お
い
て
「
国
の

と
総
称
す
る
。
）
が
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
目
的
で
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
発

機
関
等
」
と
総
称
す
る
。
）
が
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
目
的
で
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

掘
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
当
該
国
の

蔵
地
を
発
掘
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、

機
関
等
は
、
当
該
発
掘
に
係
る
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
庁
長

当
該
国
の
機
関
等
は
、
当
該
発
掘
に
係
る
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
つ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、

官
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
各
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
の
機
関
等
が
各
省
各
庁
の
長
（
国
有
財
産
法
（
昭
和

５

前
四
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
の
機
関
等
が
各
省
各
庁
の
長
（
国
有
財
産
法
（
昭
和



九
頁

二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
以
下

二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
各
省
各
庁
の
長
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
通
知
、
協
議
又
は
勧
告
は
、
文
部

同
じ
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
通
知
、
協
議
又
は
勧
告
は
、
文
部

科
学
大
臣
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

科
学
大
臣
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
周
知
）

（
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
周
知
）

第
九
十
五
条

（
略
）

第
五
十
七
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
遺
跡
の
発
見
に
関
す
る
届
出
、
停
止
命
令
等
）

（
遺
跡
の
発
見
に
関
す
る
届
出
、
停
止
命
令
等
）

第
九
十
六
条

土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
出
土
品
の
出
土
等
に
よ
り
貝
づ
か
、
住
居
跡
、

第
五
十
七
条
の
五

土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
が
出
土
品
の
出
土
等
に
よ
り
貝
づ
か
、
住
居

古
墳
そ
の
他
遺
跡
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定

跡
、
古
墳
そ
の
他
遺
跡
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
第
五
十
七
条
第
一
項
の

に
よ
る
調
査
に
当
た
つ
て
発
見
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
遅

規
定
に
よ
る
調
査
に
当
た
つ
て
発
見
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く

滞
な
く
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
旨
を
文
化
庁

、
遅
滞
な
く
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
旨
を
文

長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を

化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措

執
る
場
合
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

置
を
執
る
場
合
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
遺
跡
が
重

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
に
係
る
遺
跡
が
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
保
護
の
た
め
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

要
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
保
護
の
た
め
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
、
期
間
及
び
区
域
を
定
め
て
、
そ
の
現
状
を
変

、
そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
、
期
間
及
び
区
域
を
定
め
て
、
そ
の
現
状
を
変

更
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行
為
の
停
止
又
は
禁
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

更
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行
為
の
停
止
又
は
禁
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

そ
の
期
間
は
、
三
月
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
期
間
は
、
三
箇
月
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

第
二
項
の
命
令
は
、
第
一
項
の
届
出
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
に
し
な
け
れ

４

第
二
項
の
命
令
は
、
第
一
項
の
届
出
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
箇
月
以
内
に
し
な
け

ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
内
に
調
査
が
完
了
せ
ず
、
引
き
続
き
調
査
を
行

５

第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
内
に
調
査
が
完
了
せ
ず
、
引
き
続
き
調
査
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
一
回
に
限
り
、
当
該
命
令
に
係
る
区
域
の
全
部

う
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
一
回
に
限
り
、
当
該
命
令
に
係
る
区
域
の
全
部

又
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
命
令
の
期

又
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
命
令
の
期

間
が
、
同
項
の
期
間
と
通
算
し
て
六
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

間
が
、
同
項
の
期
間
と
通
算
し
て
六
箇
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

６
～

（
略
）

６
～

（
略
）

10

10

（
国
の
機
関
等
の
遺
跡
の
発
見
に
関
す
る
特
例
）

（
国
の
機
関
等
の
遺
跡
の
発
見
に
関
す
る
特
例
）

第
九
十
七
条

国
の
機
関
等
が
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
発
見
を
し
た
と
き
は
、
同
条
の
規
定

第
五
十
七
条
の
六

国
の
機
関
等
が
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
発
見
を
し
た
と
き
は
、
同
条
の

を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
第
九
十
二
条
第
一
項
又
は
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
第
五
十
七
条
第
一
項
又
は
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規

調
査
に
当
た
つ
て
発
見
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
遅
滞
な
く

定
に
よ
る
調
査
に
当
た
つ
て
発
見
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、

、
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害
の
た
め
に

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
非
常
災
害

必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
を

の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
を
執
る
場
合
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
現
状
を
変
更
す

妨
げ
な
い
。

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。



一
〇
頁

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
各
項
の
場
合
に
は
、
第
九
十
四
条
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

前
四
項
の
場
合
に
は
、
第
五
十
七
条
の
三
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
文
化
庁
長
官
に
よ
る
発
掘
の
施
行
）

（
文
化
庁
長
官
に
よ
る
発
掘
の
施
行
）

第
九
十
八
条

（
略
）

第
五
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
発
掘
の
施
行
）

（
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
発
掘
の
施
行
）

第
九
十
九
条

（
略
）

第
五
十
八
条
の
二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
返
還
又
は
通
知
等
）

（
返
還
又
は
通
知
等
）

第
百
条

第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
に
よ
り
文
化
財
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い

第
五
十
九
条

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
に
よ
り
文
化
財
を
発
見
し
た
場
合
に

て
、
文
化
庁
長
官
は
、
当
該
文
化
財
の
所
有
者
が
判
明
し
て
い
る
と
き
は
こ
れ
を
所
有
者
に

お
い
て
、
文
化
庁
長
官
は
、
当
該
文
化
財
の
所
有
者
が
判
明
し
て
い
る
と
き
は
こ
れ
を
所
有

返
還
し
、
所
有
者
が
判
明
し
な
い
と
き
は
、
遺
失
物
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
八
十
七
号

者
に
返
還
し
、
所
有
者
が
判
明
し
な
い
と
き
は
、
遺
失
物
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
八
十

）
第
十
三
条
で
準
用
す
る
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
署
長
に
そ
の

七
号
）
第
十
三
条
で
準
用
す
る
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
署
長
に

旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
。

そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
提
出
）

（
提
出
）

第
百
一
条

（
略
）

第
六
十
条

（
略
）

（
鑑
査
）

（
鑑
査
）

第
百
二
条

（
略
）

第
六
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
引
渡
し
）

（
引
渡
し
）

第
百
三
条

第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
前
条
第
二
項
に

第
六
十
二
条

第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
前
条
第

規
定
す
る
文
化
財
の
所
有
者
か
ら
、
警
察
署
長
に
対
し
、
そ
の
文
化
財
の
返
還
の
請
求
が
あ

二
項
に
規
定
す
る
文
化
財
の
所
有
者
か
ら
、
警
察
署
長
に
対
し
、
そ
の
文
化
財
の
返
還
の
請

つ
た
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
は
、
当

求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
又
は
都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会

該
警
察
署
長
に
こ
れ
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
当
該
警
察
署
長
に
こ
れ
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
庫
帰
属
及
び
報
償
金
）

（
国
庫
帰
属
及
び
報
償
金
）

第
百
四
条

第
百
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
又
は
第
百
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
化
財

第
六
十
三
条

第
五
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
又
は
第
六
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す

（
国
の
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
が

る
文
化
財
（
国
の
機
関
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
文
化
財

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
の
た
め
の
土
地
の
発
掘
に
よ
り
発
見
し
た
も
の
に
限
る
。
）
で
、
そ
の

研
究
所
が
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
の
た
め
の
土
地
の
発
掘
に
よ
り
発
見
し
た
も
の
に
限
る
。
）



一
一
頁

所
有
者
が
判
明
し
な
い
も
の
の
所
有
権
は
、
国
庫
に
帰
属
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

で
、
そ
の
所
有
者
が
判
明
し
な
い
も
の
の
所
有
権
は
、
国
庫
に
帰
属
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

文
化
庁
長
官
は
、
当
該
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、
か
つ

い
て
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
当
該
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
そ
の
旨
を
通
知

、
そ
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
報
償
金
を
支
給
す
る
。

し
、
か
つ
、
そ
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
報
償
金
を
支
給
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
都
道
府
県
帰
属
及
び
報
償
金
）

（
都
道
府
県
帰
属
及
び
報
償
金
）

第
百
五
条

第
百
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
化
財
又
は
第
百
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
化
財

第
六
十
三
条
の
二

第
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
化
財
又
は
第
六
十
一
条
第
二
項
に
規

（
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
所
有
者
が
判
明
し
な
い
も
の
の
所

定
す
る
文
化
財
（
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
所
有
者
が
判
明
し

有
権
は
、
当
該
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
に
帰
属
す
る
。
こ
の
場

な
い
も
の
の
所
有
権
は
、
当
該
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
に
帰
属

合
に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
文
化
財
の
発
見
者
及
び
そ
の
発

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
当
該
文
化
財
の
発
見

見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、
か
つ
、
そ
の
価
格
に
相
当
す
る
額
の
報
償

者
及
び
そ
の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、
か
つ
、
そ
の
価
格
に
相
当

金
を
支
給
す
る
。

す
る
額
の
報
償
金
を
支
給
す
る
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
譲
与
等
）

（
譲
与
等
）

第
百
六
条

政
府
は
、
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
文
化
財
の
保
存
の

第
六
十
四
条

政
府
は
、
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
文
化
財
の
保

た
め
又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
国
が
保
有
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
当
該
文
化
財

存
の
た
め
又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
国
が
保
有
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
当
該
文

の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
、
そ
の
者
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
報
償
金
の

化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
に
、
そ
の
者
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
報
償

額
に
相
当
す
る
も
の
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
の
額
に
相
当
す
る
も
の
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
は
、
そ
の
譲
与
し
た
文
化
財
の
価
格
に
相
当
す
る
金
額
は
、
第
百
四
条
に

２

前
項
の
場
合
に
は
、
そ
の
譲
与
し
た
文
化
財
の
価
格
に
相
当
す
る
金
額
は
、
第
六
十
三
条

規
定
す
る
報
償
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

に
規
定
す
る
報
償
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

３

政
府
は
、
第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
文
化
財
の
保
存
の
た
め
又

３

政
府
は
、
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
文
化
財
の
保
存
の
た
め

は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
国
が
保
有
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
独
立
行
政
法
人
国
立

又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
国
が
保
有
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
独
立
行
政
法
人
国

博
物
館
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
又
は
当
該
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地
を

立
博
物
館
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
又
は
当
該
文
化
財
の
発
見
さ
れ
た
土
地

管
轄
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
申
請
に
基
づ
き
、
当
該
文
化
財
を
譲
与
し
、
又
は

を
管
轄
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
申
請
に
基
づ
き
、
当
該
文
化
財
を
譲
与
し
、
又

時
価
よ
り
も
低
い
対
価
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
時
価
よ
り
も
低
い
対
価
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
七
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県

第
六
十
四
条
の
二

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

に
帰
属
し
た
文
化
財
の
保
存
の
た
め
又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
当
該
都
道
府
県
が
保
有
す
る

当
該
都
道
府
県
に
帰
属
し
た
文
化
財
の
保
存
の
た
め
又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
当
該
都
道
府

必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
当
該
文
化
財
の
発
見
者
又
は
そ
の
発
見
さ
れ
た
土
地
の
所
有

県
が
保
有
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
当
該
文
化
財
の
発
見
者
又
は
そ
の
発
見
さ
れ

者
に
、
そ
の
者
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
報
償
金
の
額
に
相
当
す
る
も
の
の
範
囲

た
土
地
の
所
有
者
に
、
そ
の
者
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
報
償
金
の
額
に
相
当
す

内
で
こ
れ
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
も
の
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
は
、
そ
の
譲
与
し
た
文
化
財
の
価
格
に
相
当
す
る
金
額
は
、
第
百
五
条
に

２

前
項
の
場
合
に
は
、
そ
の
譲
与
し
た
文
化
財
の
価
格
に
相
当
す
る
金
額
は
、
第
六
十
三
条

規
定
す
る
報
償
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

の
二
に
規
定
す
る
報
償
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

（
遺
失
物
法
の
適
用
）

（
遺
失
物
法
の
適
用
）



一
二
頁

第
百
八
条

埋
蔵
文
化
財
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
遺

第
六
十
五
条

埋
蔵
文
化
財
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
の
外
、
遺
失

失
物
法
第
十
三
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

物
法
第
十
三
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
で

削
除

第
七
章

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

第
五
章

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

（
指
定
）

（
指
定
）

第
百
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
別
史

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
別
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
に

跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
く
占
有
者
に
通

通
知
し
て
す
る
。

知
し
て
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
官
報
の
告
示
が
あ

５

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
官
報
の
告
示
が
あ

つ
た
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡

つ
た
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
但
し
、
当
該
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名

名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
に
対
し
て
は
、
第
三
項
の
規
定
に

勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
権
原
に
基
く
占
有
者
に
対
し
て
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

よ
る
通
知
が
到
達
し
た
時
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ

通
知
が
到
達
し
た
時
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

れ
る
時
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

時
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
仮
指
定
）

（
仮
指
定
）

第
百
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
所
有
権
等
の
尊
重
及
び
他
の
公
益
と
の
調
整
）

（
所
有
権
等
の
尊
重
及
び
他
の
公
益
と
の
調
整
）

第
百
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
第
百
九
条
第
一
項
若
し
く

第
七
十
条
の
二

文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
第
六
十
九
条
第
一
項
若

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
を
行
う
に
当
た
つ

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
を
行
う
に
当

て
は
、
特
に
、
関
係
者
の
所
有
権
、
鉱
業
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
国

つ
て
は
、
特
に
、
関
係
者
の
所
有
権
、
鉱
業
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
解
除
）

（
解
除
）

第
百
十
二
条

（
略
）

第
七
十
一
条

（
略
）

２

第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
第
百
九

２

第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
第
六
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
仮
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
年
以
内

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
仮
指
定
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
年
以



一
三
頁

に
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
な
か
つ
た
と
き
は
、
仮
指
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

内
に
同
条
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
な
か
つ
た
と
き
は
、
仮
指
定
は
、
そ
の
効
力
を
失
う

。

３

第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
文
部
科
学

３

第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
文
部
科
学

大
臣
は
、
こ
れ
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
臣
は
、
こ
れ
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
仮
指
定
の
解
除
に
は
、
第
百
九
条
第
三
項
か

４

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
仮
指
定
の
解
除
に
は
、
第
六
十
九
条
第
三
項

ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

第
百
十
三
条

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明
し
な
い
場

第
七
十
一
条
の
二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明
し
な

合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
の
責
め
に

い
場
合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
理
の
責

任
ず
べ
き
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ

に
任
ず
べ
き
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら

る
場
合
に
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
適
当
な
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、
当

れ
る
場
合
に
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
適
当
な
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、

該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記

当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然

念
物
の
保
存
の
た
め
必
要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の

記
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

所
有
者
の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
わ
せ
る
こ
と

の
所
有
者
の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
わ
せ
る
こ

が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
史
跡
名

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
並
び
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
地
方
公

勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
く
占
有
者
並
び
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共

共
団
体
そ
の
他
の
法
人
に
通
知
し
て
す
る
。

団
体
そ
の
他
の
法
人
に
通
知
し
て
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
は
、
第
百
九
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
は
、
第
六
十
九
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す

。

る
。

第
百
十
四
条

（
略
）

第
七
十
一
条
の
三

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
に
は
、
前
条
第
三
項
並
び
に
第
百
九
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
に
は
、
前
条
第
三
項
並
び
に
第
六
十
九
条
第
四
項
及
び
第
五
項

規
定
を
準
用
す
る
。

の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
百
十
五
条

第
百
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の

第
七
十
二
条

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の

法
人
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に
お
い
て
「
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
は
、
文
部
科
学

他
の
法
人
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
「
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
は
、
文
部
科

省
令
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、
説
明
板
、

学
省
令
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、
説
明
板

境
界
標
、
囲
い
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
境
界
標
、
囲
さ
く
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
、

２

（
略
）

２

（
略
）

３

管
理
団
体
が
復
旧
を
行
う
場
合
は
、
管
理
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
復
旧
の
方
法
及

３

管
理
団
体
が
復
旧
を
行
う
場
合
は
、
管
理
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
復
旧
の
方
法
及

び
時
期
に
つ
い
て
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
（
所
有
者
が
判
明
し
な
い
場
合
を

び
時
期
に
つ
い
て
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
（
所
有
者
が
判
明
し
な
い
場
合
を

除
く
。
）
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

除
く
。
）
及
び
権
原
に
基
く
占
有
者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）



一
四
頁

第
百
十
六
条

管
理
団
体
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
要
す
る
費
用
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の
定

第
七
十
二
条
の
二

管
理
団
体
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
要
す
る
費
用
は
、
こ
の
法
律
に
特
別

め
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
管
理
団
体
の
負
担
と
す
る
。

の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
管
理
団
体
の
負
担
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
百
十
七
条

（
略
）

第
七
十
三
条

略
）

(

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
七
十
三
条
の
二

（
略
）

（
所
有
者
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

（
所
有
者
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

第
百
十
九
条

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
は
、
当

第
七
十
四
条

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
は
、
当

該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
及
び
復
旧
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。

該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
及
び
復
旧
に
当
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
当
た
る
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
当
る
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が

が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
専
ら
自
己
に
代
わ
り
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
の

あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
も
つ
ぱ
ら
自
己
に
代
り
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
の

責
め
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
十
二
章
に
お
い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。

責
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に

）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す

選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

る
。

第
百
二
十
条

所
有
者
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条

第
七
十
五
条

所
有
者
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条

、
第
三
十
三
条
並
び
に
第
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
管

、
第
三
十
三
条
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
管

理
責
任
者
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
の
規
定
を
、
所
有
者
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
は
、
第

理
責
任
者
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
の
規
定
を
、
所
有
者
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
は
、
第

三
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
の
権
利
義
務
の
承
継
に

三
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
の
権
利
義
務
の
承
継
に

は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
を
、
管
理
責
任
者
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三

は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
を
、
管
理
責
任
者
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三

十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
七
条
第
四
項
及
び
第
百
十

十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
七
条
第
四
項
及
び
第
七
十

五
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

二
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
管
理
に
関
す
る
命
令
又
は
勧
告
）

（
管
理
に
関
す
る
命
令
又
は
勧
告
）

第
百
二
十
一
条

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰

第
七
十
六
条

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡

、

亡
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
管
理
団

し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
虞
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
管
理
団
体
、
所

体
、
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
、
保
存
施
設
の
設
置
そ
の
他
管

有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善
、
保
存
施
設
の
設
置
そ
の
他
管
理
に
関

理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
必
要
な
措
置
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

略
）

２

（
略
）

(（
復
旧
に
関
す
る
命
令
又
は
勧
告
）

（
復
旧
に
関
す
る
命
令
又
は
勧
告
）

第
百
二
十
二
条

文
化
庁
長
官
は
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て

第
七
十
七
条

文
化
庁
長
官
は
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い

、



一
五
頁

い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
管
理
団
体
又
は

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
管
理
団
体
又
は
所

所
有
者
に
対
し
、
そ
の
復
旧
に
つ
い
て
必
要
な
命
令
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

有
者
に
対
し
、
そ
の
復
旧
に
つ
い
て
必
要
な
命
令
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
以
外
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
、
き
損

２

文
化
庁
長
官
は
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
以
外
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
、
き
損
、

し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
管
理
団
体
又
は
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
復
旧
に
つ
い
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で

は
、
管
理
団
体
又
は
所
有
者
に
対
し
、
そ
の
復
旧
に
つ
い
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
文
化
庁
長
官
に
よ
る
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
等
の
施
行
）

（
文
化
庁
長
官
に
よ
る
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
等
の
施
行
）

第
百
二
十
三
条

文
化
庁
長
官
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

第
七
十
八
条

文
化
庁
長
官
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
特
別
史
跡

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
自
ら
復
旧
を
行
い
、
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く

名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
自
ら
復
旧
を
行
い
、
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の

、

は
盗
難
の
防
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

防
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

管
理
団
体
、
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
が
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
と

一

管
理
団
体
、
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
が
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
と

き
。

き
。

二

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
又
は
滅
失
し

二

特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
又
は
滅
失
し

、

、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
管
理

、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
る
虞
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
管
理
団
体

、

団
体
、
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防

、
所
有
者
又
は
管
理
責
任
者
に
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の

、

止
の
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

措
置
を
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
補
助
等
に
係
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
譲
渡
の
場
合
の
納
付
金
）

（
補
助
等
に
係
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
譲
渡
の
場
合
の
納
付
金
）

第
百
二
十
四
条

国
が
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
に
つ
き

第
七
十
九
条

国
が
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
に
つ
き
第

、

第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条
で
準
用
す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
を

七
十
三
条
の
二
及
び
第
七
十
五
条
で
準
用
す
る
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
金

交
付
し
、
又
は
第
百
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
百
二
十
二
条

を
交
付
し
、
又
は
第
七
十
六
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
七
十
七
条
第

第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
前
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
条
第

三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
前
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
四
十
条
第
一

一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
負
担
し
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
二
条

項
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
負
担
し
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
二
条
の

の
規
定
を
準
用
す
る
。

規
定
を
準
用
す
る
。

（
現
状
変
更
等
の
制
限
及
び
原
状
回
復
の
命
令
）

（
現
状
変
更
等
の
制
限
及
び
原
状
回
復
の
命
令
）

第
百
二
十
五
条

（
略
）

第
八
十
条

（
略
）

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

２

前
項
但
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
は
、
第
百
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
は
、
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
関
係
行
政
庁
に
よ
る
通
知
）

（
関
係
行
政
庁
に
よ
る
通
知
）



一
六
頁

第
百
二
十
六
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

第
八
十
条
の
二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
行
為
で
あ
つ
て
そ
の
行
為
を
す
る
に
つ
い
て
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
許
可
、
認

て
い
る
行
為
で
あ
つ
て
そ
の
行
為
を
す
る
に
つ
い
て
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
許
可
、
認

可
そ
の
他
の
処
分
で
政
令
に
定
め
る
も
の
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

可
そ
の
他
の
処
分
で
政
令
に
定
め
る
も
の
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
他
の
法
令
に
お
い
て
当
該
処
分
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
又
は
そ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
他
の
法
令
に
お
い
て
当
該
処
分
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
又
は
そ
の

委
任
を
受
け
た
者
は
、
当
該
処
分
を
す
る
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化

委
任
を
受
け
た
者
は
、
当
該
処
分
を
す
る
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化

庁
長
官
（
第
百
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
都
道

庁
長
官
（
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
都
道
府

府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
）

県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
）
に

に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
復
旧
の
届
出
等
）

（
復
旧
の
届
出
等
）

第
百
二
十
七
条

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
復
旧
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
管
理
団
体
又
は
所

第
八
十
条
の
三

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
復
旧
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
管
理
団
体
又
は
所

有
者
は
、
復
旧
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る

有
者
は
、
復
旧
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
百

と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
八

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
そ
の
他
文
部
科
学

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
そ
の
他
文
部
科
学
省
令

省
令
の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
環
境
保
全
）

（
環
境
保
全
）

第
百
二
十
八
条

（
略
）

第
八
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
禁
止
に
違
反
し
た
者
に
は
、
第
百
二
十
五
条
第
七
項
の

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
禁
止
に
違
反
し
た
者
に
は
、
第
八
十
条
第
七
項
の
規
定

規
定
を
、
前
項
の
場
合
に
は
、
第
四
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る

を
、
前
項
の
場
合
に
は
、
第
四
十
一
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

。（
管
理
団
体
に
よ
る
買
取
り
の
補
助
）

（
管
理
団
体
に
よ
る
買
取
り
の
補
助
）

第
百
二
十
九
条

（
略
）

第
八
十
一
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
保
存
の
た
め
の
調
査
）

（
保
存
の
た
め
の
調
査
）

第
百
三
十
条

（
略
）

第
八
十
二
条

（
略
）

第
百
三
十
一
条

文
化
庁
長
官
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前

第
八
十
三
条

文
化
庁
長
官
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
条
の
報
告

条
の
報
告
に
よ
つ
て
も
な
お
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

に
よ
つ
て
も
な
お
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
且

き
ず
、
か
つ
、
そ
の
確
認
の
た
め
他
に
方
法
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
調
査
に
当
た
る
者

つ
、
そ
の
確
認
の
た
め
他
に
方
法
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
調
査
に
当
る
者
を
定
め
、
そ

を
定
め
、
そ
の
所
在
す
る
土
地
又
は
そ
の
隣
接
地
に
立
ち
入
つ
て
そ
の
現
状
又
は
管
理
、
復

の
所
在
す
る
土
地
又
は
そ
の
隣
接
地
に
立
ち
入
つ
て
そ
の
現
状
又
は
管
理
、
復
旧
若
し
く
は

旧
若
し
く
は
環
境
保
全
の
状
況
に
つ
き
実
地
調
査
及
び
土
地
の
発
掘
、
障
害
物
の
除
却
そ
の

環
境
保
全
の
状
況
に
つ
き
実
地
調
査
及
び
土
地
の
発
掘
、
障
害
物
の
除
却
そ
の
他
調
査
の
た



一
七
頁

他
調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
の
所
有
者
、

め
必
要
な
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
当
該
土
地
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他

占
有
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
著
し
い
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
措
置
は
、
さ
せ

の
関
係
者
に
対
し
、
著
し
い
損
害
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
措
置
は
、
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

て
は
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
と
き
。

二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
と
き
。

、

三

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ

三

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
虞
の
あ

、

の
あ
る
と
き
。

る
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

２
・
３

略
）

２
・
３

略
）

(
(

（
登
録
記
念
物
）

第
百
三
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
第
百
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
仮
指
定
を
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
つ
た
も
の
を
含
む
。
）
以
外
の
記
念
物
（
第
百

八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の

う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必

要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
に
は
、
第
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
九
条
第
三
項

か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
百
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
百
三
十
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
記
念
物
（
以
下
「
登
録
記
念
物
」
と
い
う

。
）
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
八
条

、
第
百
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
十
三
条
か
ら
第
百
二
十
条
ま
で
の
規
定
を

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
し
た
と
き
（
第
百
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
仮
指
定
を
都
道

府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
つ
た
と
き
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
有
者
に
通
知

す
る
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
通
知

す
べ
き
相
手
方
が
著
し
く
多
数
で
個
別
に
通
知
し
難
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
文
部
科
学

大
臣
は
、
当
該
通
知
に
代
え
て
、
そ
の
通
知
す
べ
き
事
項
を
当
該
登
録
記
念
物
の
所
在
地
の

市
町
村
の
事
務
所
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
時
に
当
該
通
知
が
相

手
方
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
抹
消
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規

定
を
準
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
抹
消
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
官
報
の
告
示
が
あ
つ
た
日

か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
当
該
登
録
記
念
物
の
所
有
者
又
は
権
原
に
基
づ
く
占

有
者
に
対
し
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
到
達
し
た
時
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
時
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
」
と
、
第
百
十
三
条



一
八
頁

第
一
項
中
「
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
」
と
あ
る
の
は
「
不
適
当

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
旨
の
関
係
地
方
公
共
団
体
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
関

係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
て
」
と
、
第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条
中
「
第
三
十
条

、
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
準
用
す
る
」
と
あ

る
の
は
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
並
び
に
こ
れ
に
基

い
て
発
す
る
文
部
科
学
省
令
及
び
文
化
庁
長
官
の
指
示
に
従
い
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
こ
れ

に
基
づ
く
文
部
科
学
省
令
に
従
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
百
十
八
条
中
「

第
三
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
管
理
団
体
が
指
定
さ
れ
、
又
は
そ
の
指
定
が
解

除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
五
十
六
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
第
四
項
」
と
、

第
百
二
十
条
中
「
第
三
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
所
有
者
が
変
更
し
た
場
合
の

権
利
義
務
の
承
継
に
は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
第
四
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
章

重
要
文
化
的
景
観

（
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
）

第
百
三
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該
都
道

府
県
又
は
市
町
村
が
定
め
る
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
景
観
計
画
区
域
又
は
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
地
区
内
に

あ
る
文
化
的
景
観
で
あ
つ
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
当
該
都
道
府
県

又
は
市
町
村
が
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
な
も

の
を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
に
は
、
第
百
九
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
」
と
あ
る
の
は
、
「

権
原
に
基
づ
く
占
有
者
並
び
に
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
を
行
つ
た
都
道
府

県
又
は
市
町
村
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
の
解
除
）

第
百
三
十
五
条

重
要
文
化
的
景
観
が
そ
の
価
値
を
失
つ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る

と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
選
定
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
滅
失
又
は
き
損
）

第
百
三
十
六
条

重
要
文
化
的
景
観
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、

所
有
者
又
は
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）

は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
事
実
を
知
つ
た
日



一
九
頁

か
ら
十
日
以
内
に
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
重
要
文
化
的
景

観
の
保
存
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
管
理
に
関
す
る
勧
告
又
は
命
令
）

第
百
三
十
七
条

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
重
要
文
化
的
景
観
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
管
理
方
法
の
改
善

そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
勧
告
を
受
け
た
所
有
者
等
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く

て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
ら
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
所
有
者
等
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
重
要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
第
百
三
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
申
出
を
行
つ
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
場
合
に
は
、
第
三
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す

る
。

（
費
用
負
担
に
係
る
重
要
文
化
的
景
観
譲
渡
の
場
合
の
納
付
金
）

第
百
三
十
八
条

国
が
滅
失
又
は
き
損
の
防
止
の
措
置
に
つ
き
前
条
第
四
項
で
準
用
す
る
第
三

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
負
担
し
た
重
要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
は
、
第
四
十

二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
現
状
変
更
等
の
届
出
等
）

第
百
三
十
九
条

重
要
文
化
的
景
観
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
状
を
変
更
し
、
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

を
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文

化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
状
変
更
に
つ
い
て
は
維

持
の
措
置
若
し
く
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る

現
状
の
変
更
を
内
容
と
す
る
命
令
に
基
づ
く
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行

為
に
つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

３

重
要
文
化
的
景
観
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項

の
届
出
に
係
る
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
関
し

必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



二
〇
頁

（
現
状
等
の
報
告
）

第
百
四
十
条

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
有
者
等
に
対
し
、
重
要

文
化
的
景
観
の
現
状
又
は
管
理
若
し
く
は
復
旧
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
他
の
公
益
と
の
調
整
等
）

第
百
四
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
を
行
う
に

当
た
つ
て
は
、
特
に
、
関
係
者
の
所
有
権
、
鉱
業
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も

に
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
及
び
農
林
水
産
業
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産

業
と
の
調
和
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
百
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
及
び

農
林
水
産
業
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産
業
と
の
調
和
を
図
る
観
点
か
ら
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
物
件
の
管
理
、
修
理

、
修
景
又
は
復
旧
に
つ
い
て
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
行
う
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
章

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

第
五
章
の
二

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

第
百
四
十
二
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
二

（
略
）

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）

第
百
四
十
三
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
）

（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
）

第
百
四
十
四
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
選
定
の
解
除
）

（
選
定
の
解
除
）

第
百
四
十
五
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）



二
一
頁

（
管
理
等
に
関
す
る
補
助
）

（
管
理
等
に
関
す
る
補
助
）

第
百
四
十
六
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
六

（
略
）

第
十
章

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護

第
五
章
の
三

文
化
財
の
保
存
技
術
の
保
護

（
選
定
保
存
技
術
の
選
定
等
）

（
選
定
保
存
技
術
の
選
定
等
）

第
百
四
十
七
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
及
び
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
は
、
第
七
十
一
条
第
三

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
及
び
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
は
、
第
五
十
六
条
の
三

項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
選
定
等
の
解
除
）

（
選
定
等
の
解
除
）

第
百
四
十
八
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
場
合
に
は
、
第
七
十
二
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
は
、
第
五
十
六
条
の
四
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

（
保
持
者
の
氏
名
変
更
等
）

第
百
四
十
九
条

保
持
者
及
び
保
存
団
体
に
は
、
第
七
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場

第
八
十
三
条
の
九

保
持
者
及
び
保
存
団
体
に
は
、
第
五
十
六
条
の
五
の
規
定
を
準
用
す
る
。

合
に
お
い
て
、
同
条
後
段
中
「
代
表
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
代
表
者
又
は
管
理
人
」
と
読
み

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
後
段
中
「
代
表
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
代
表
者
又
は
管
理
人
」

替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
選
定
保
存
技
術
の
保
存
）

（
選
定
保
存
技
術
の
保
存
）

第
百
五
十
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
十

（
略
）

（
選
定
保
存
技
術
の
記
録
の
公
開
）

（
選
定
保
存
技
術
の
記
録
の
公
開
）

第
百
五
十
一
条

選
定
保
存
技
術
の
記
録
の
所
有
者
に
は
、
第
八
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る

第
八
十
三
条
の
十
一

選
定
保
存
技
術
の
記
録
の
所
有
者
に
は
、
第
五
十
六
条
の
十
九
の
規
定

。

を
準
用
す
る
。

（
選
定
保
存
技
術
の
保
存
に
関
す
る
援
助
）

（
選
定
保
存
技
術
の
保
存
に
関
す
る
援
助
）

第
百
五
十
二
条

（
略
）

第
八
十
三
条
の
十
二

（
略
）

第
十
一
章

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問

第
五
章
の
四

文
化
審
議
会
へ
の
諮
問

（
文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
）

第
百
五
十
三
条

（
略
）

第
八
十
四
条

（
略
）



二
二
頁

一

（
略
）

一

（
略
）

二

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項

一
の
二

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
五
十
六
条
の
二
の
三
第
一

の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

三
～
五

（
略
）

二
～
四

（
略
）

六

登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す

る
第
五
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

七
・
八

（
略
）

五
・
六

（
略
）

九

登
録
記
念
物
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
第
五
十
九

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

十

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
及
び
そ
の
選
定
の
解
除

十
一
～
十
三

七
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

十

遺
跡
の
現
状
変
更
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
の
停
止
命
令
又
は
禁
止
命
令
の
期
間
の
延
長

九
の
二

遺
跡
の
現
状
変
更
と
な
る
行
為
に
つ
い
て
の
停
止
命
令
又
は
禁
止
命
令
の
期
間
の

延
長

十
一
～
十
六

（
略
）

十
～
十
五

（
略
）

十
七

重
要
文
化
的
景
観
の
管
理
に
関
す
る
命
令

十
八

第
百
八
十
四
条
第
一
項
の
政
令
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る

十
六

第
九
十
九
条
第
一
項
の
政
令
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。

。
）
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案

）
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案

第
十
二
章

補
則

第
六
章

補
則

第
一
節

聴
聞
、
意
見
の
聴
取
及
び
不
服
申
立
て

（
聴
聞
の
特
例
）

（
聴
聞
の
特
例
）

第
百
五
十
四
条

文
化
庁
長
官
（
第
百
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
の
権
限

第
八
十
五
条

文
化
庁
長
官
（
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属

に
属
す
る
事
務
を
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又

す
る
事
務
を
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
場
合
に
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市

は
市
の
教
育
委
員
会
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
行
お

の
教
育
委
員
会
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
行
お
う
と

う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規

す
る
と
き
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

定
に
よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

よ
る
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
の
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
聞
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
い
。

。

一

第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
、
禁
止
又
は
命

一

第
四
十
五
条
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
、
禁
止
又
は
命
令

令
で
特
定
の
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
特
定
の
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

二

第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

二

第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を

）
、
第
八
十
四
条
第
二
項
及
び
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
の
十
五
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を

る
公
開
の
中
止
命
令

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
中
止
命
令

三

第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
禁
止
又
は
中
止
命
令

三

第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
禁
止
又
は
中
止
命
令



二
三
頁

四

第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
調
査
の
た
め
の
停
止
命
令
若
し
く
は
禁
止

四

第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
調
査
の
た
め
の
停
止
命
令
若
し
く
は

命
令
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
ら
の
命
令
の
期
間
の
延
長

禁
止
命
令
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
こ
れ
ら
の
命
令
の
期
間
の
延
長

五

第
百
二
十
五
条
第
七
項
（
第
百
二
十
八
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

五

第
八
十
条
第
七
項
（
第
八
十
一
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

定
に
よ
る
原
状
回
復
の
命
令

る
原
状
回
復
の
命
令

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
聴
聞
又
は
第
四
十
三
条
第
四
項
（
第
百
二
十
五
条
第
三
項
で
準

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
の
聴
聞
又
は
第
四
十
三
条
第
四
項
（
第
八
十
条
第
三
項
で
準
用
す

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
に

る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
に
係
る

係
る
聴
聞
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
聴
聞
の
期
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
行
政
手
続
法

聴
聞
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
聴
聞
の
期
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
行
政
手
続
法
第
十

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、
か
つ
、
当
該
処
分
の
内
容
並
び
に
当
該
聴
聞

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、
か
つ
、
当
該
処
分
の
内
容
並
び
に
当
該
聴
聞
の
期

の
期
日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
及
び
場
所
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
意
見
の
聴
取
）

（
意
見
の
聴
取
）

第
百
五
十
五
条

（
略
）

第
八
十
五
条
の
二

（
略
）

一

第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
若
し
く
は
復
旧

一

第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
若
し
く
は
復
旧
又

又
は
措
置
の
施
行

は
措
置
の
施
行

二

第
五
十
五
条
第
一
項
又
は
第
百
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
調
査

二

第
五
十
五
条
第
一
項
又
は
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
調
査
の

の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行

た
め
必
要
な
措
置
の
施
行

三

第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
施
行

三

第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
施
行

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
百
五
十
六
条

（
略
）

第
八
十
五
条
の
三

（
略
）

一

第
四
十
三
条
第
一
項
又
は
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存

一

第
四
十
三
条
第
一
項
又
は
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影

に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
又
は
不
許
可

響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
又
は
不
許
可

二

第
百
十
三
条
第
一
項
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

二

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
団
体
の
指
定

管
理
団
体
の
指
定

２

（
略
）

２

（
略
）

（
参
加
）

（
参
加
）

第
百
五
十
七
条

（
略
）

第
八
十
五
条
の
四

（
略
）

（
証
拠
の
提
示
等
）

（
証
拠
の
提
示
等
）

第
百
五
十
八
条

第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
人
若
し
く

第
八
十
五
条
の
五

第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
人
若

は
異
議
申
立
人
、
参
加
人
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
に
参
加
し
た
者
又
は
こ
れ

し
く
は
異
議
申
立
人
、
参
加
人
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
聴
取
に
参
加
し
た
者
又
は

ら
の
者
の
代
理
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
か
つ
、
意
見
を
述

こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
に
対
し
て
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
証
拠
を
提
示
し
、
か
つ
、
意
見

べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



二
四
頁

（
裁
決
又
は
決
定
前
の
協
議
等
）

（
裁
決
又
は
決
定
前
の
協
議
等
）

第
百
五
十
九
条

（
略
）

第
八
十
五
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
手
続
）

（
手
続
）

第
百
六
十
条

第
百
五
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
八
十
五
条
の
七

前
四
条
及
び
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に

第
百
六
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
請
求
及
び
異
議
申
立
て
に
関
す
る
手
続
は
、

定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
請
求
及
び
異
議
申
立
て
に
関
す
る
手
続
は
、
文
部
科
学
省
令
で

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

定
め
る
。

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

（
不
服
申
立
て
と
訴
訟
と
の
関
係
）

第
百
六
十
一
条

第
百
五
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当
該
処

第
八
十
五
条
の
八

第
八
十
五
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
当

分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な
け
れ

該
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
を
経
た
後
で
な

ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

け
れ
ば
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
節

国
に
関
す
る
特
例

（
国
に
関
す
る
特
例
）

（
国
に
関
す
る
特
例
）

第
百
六
十
二
条

（
略
）

第
八
十
六
条

（
略
）

（
重
要
文
化
財
等
に
つ
い
て
の
国
に
関
す
る
特
例
）

（
重
要
文
化
財
等
に
つ
い
て
の
国
に
関
す
る
特
例
）

第
百
六
十
三
条

重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要

第
八
十
七
条

重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
国
有
財

文
化
的
景
観
が
国
有
財
産
法
に
規
定
す
る
国
有
財
産
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
は
、
文
部

産
法
に
規
定
す
る
国
有
財
産
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
管
理
す
る

科
学
大
臣
が
管
理
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
も
の
が
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
者
が
管
理
し
て
い

。
た
だ
し
、
そ
の
も
の
が
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
者
が
管
理
し
て
い
る
同
法
第
三
条
第
二
項

る
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
行
政
財
産
で
あ
る
と
き
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
以
外
の

に
規
定
す
る
行
政
財
産
で
あ
る
と
き
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
者
が
管
理
す
べ
き
特
別

者
が
管
理
す
べ
き
特
別
の
必
要
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
を
関
係
各
省
各
庁

の
必
要
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
も
の
を
関
係
各
省
各
庁
の
長
が
管
理
す
る
か
、

の
長
が
管
理
す
る
か
、
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
管
理
す
る
か
は
、
文
部
科
学
大
臣
、
関
係
各

又
は
文
部
科
学
大
臣
が
管
理
す
る
か
は
、
文
部
科
学
大
臣
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
及
び
財
務

省
各
庁
の
長
及
び
財
務
大
臣
が
協
議
し
て
定
め
る
。

大
臣
が
協
議
し
て
定
め
る
。

第
百
六
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天

第
八
十
七
条
の
二

前
条
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
財
又
は
史
跡
名
勝

然
記
念
物
又
は
重
要
文
化
的
景
観
を
文
部
科
学
大
臣
が
管
理
す
る
た
め
、
所
属
を
異
に
す
る

天
然
記
念
物
を
文
部
科
学
大
臣
が
管
理
す
る
た
め
、
所
属
を
異
に
す
る
会
計
の
間
に
お
い
て

会
計
の
間
に
お
い
て
所
管
換
え
又
は
所
属
替
え
を
す
る
と
き
は
、
国
有
財
産
法
第
十
五
条
の

所
管
換
え
又
は
所
属
替
え
を
す
る
と
き
は
、
国
有
財
産
法
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
償
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
無
償
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
六
十
五
条

国
の
所
有
に
属
す
る
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財
を
国
宝
若
し
く

第
八
十
八
条

国
の
所
有
に
属
す
る
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財
を
国
宝
若
し
く
は

は
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
又

重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
又
は



二
五
頁

は
第
三
項
（
第
七
十
八
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
に

第
三
項
（
第
五
十
六
条
の
十
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
所
有
者

対
し
行
う
べ
き
通
知
又
は
指
定
書
の
交
付
は
、
当
該
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財

に
対
し
行
う
べ
き
通
知
又
は
指
定
書
の
交
付
は
、
当
該
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化

を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
国
宝
の

財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
国
宝

指
定
書
を
受
け
た
各
省
各
庁
の
長
は
、
直
ち
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
の
指
定
書

の
指
定
書
を
受
け
た
各
省
各
庁
の
長
は
、
直
ち
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
の
指
定

を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
の
所
有
に
属
す
る
国
宝
若
し
く
は
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を

２

国
の
所
有
に
属
す
る
国
宝
若
し
く
は
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を

解
除
し
た
と
き
は
、
第
二
十
九
条
第
二
項
（
第
七
十
九
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

解
除
し
た
と
き
は
、
第
二
十
九
条
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
十
一
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合

。
）
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
に
対
し
行
う
べ
き
通
知
又
は
指
定
書
の
交
付
は
、

を
含
む
。
）
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
に
対
し
行
う
べ
き
通
知
又
は
指
定
書
の
交

当
該
国
宝
若
し
く
は
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長

付
は
、
当
該
国
宝
若
し
く
は
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各

に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
省
各
庁
の
長
は
、
直
ち
に
指

庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
省
各
庁
の
長
は
、
直

定
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
に
指
定
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
の
所
有
又
は
占
有
に
属
す
る
も
の
を
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
史
跡
名
勝

３

国
の
所
有
又
は
占
有
に
属
す
る
も
の
を
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
に
指
定
し
、
若
し
く
は
仮
指
定
し
、
又
は
そ
の
指
定
若
し
く
は
仮
指
定
を
解
除

天
然
記
念
物
に
指
定
し
、
若
し
く
は
仮
指
定
し
、
又
は
そ
の
指
定
若
し
く
は
仮
指
定
を
解
除

し
た
と
き
は
、
第
百
九
条
第
三
項
（
第
百
十
条
第
三
項
及
び
第
百
十
二
条
第
四
項
で
準
用
す

し
た
と
き
は
、
第
六
十
九
条
第
三
項
（
第
七
十
条
第
三
項
及
び
第
七
十
一
条
第
四
項
で
準
用

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
行
う
べ
き
通
知
は
、
そ
の

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
行
う
べ
き
通
知
は
、
そ

指
定
若
し
く
は
仮
指
定
又
は
指
定
若
し
く
は
仮
指
定
の
解
除
に
係
る
も
の
を
管
理
す
る
各
省

の
指
定
若
し
く
は
仮
指
定
又
は
指
定
若
し
く
は
仮
指
定
の
解
除
に
係
る
も
の
を
管
理
す
る
各

各
庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。

省
各
庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す
る
。

４

国
の
所
有
又
は
占
有
に
属
す
る
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
し
、
又
は
そ
の
選
定
を

解
除
し
た
と
き
は
、
第
百
三
十
四
条
第
二
項
（
第
百
三
十
五
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
で
準
用
す
る
第
百
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
行
う

べ
き
通
知
は
、
当
該
重
要
文
化
的
景
観
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
行
う
も
の
と
す

る
。

第
百
六
十
六
条

重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要

第
八
十
九
条

重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
管
理
す

文
化
的
景
観
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
は
、
こ
の
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
い
て
発
す
る

る
各
省
各
庁
の
長
は
、
こ
の
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
い
て
発
す
る
文
部
科
学
省
令
及
び
文

文
部
科
学
省
令
及
び
文
化
庁
長
官
の
勧
告
に
従
い
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

化
庁
長
官
の
勧
告
に
従
い
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記

、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
重
要
文
化
的
景
観
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

念
物
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
七
条

（
略
）

第
九
十
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は

三

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の

重
要
文
化
的
景
観
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
、
又
は
こ

全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
、
又
は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し

れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
。

く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

所
管
に
属
す
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
を
変
更
し
、
又

六

所
管
に
属
す
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影

は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
こ
れ
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。



二
六
頁

七

（
略
）

七

（
略
）

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
（
第
八
十
条

２

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
並
び
に
同
項

及
び
第
百
二
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
前
項
第
三
号
の
場
合
に
係
る

を
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の
十
二
及
び
第
七
十
五
条
の
規
定
を
、
前
項
第
三
号
の
場
合
に
係

通
知
に
は
、
第
三
十
三
条
（
第
八
十
条
及
び
第
百
二
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

る
通
知
に
は
、
第
三
十
三
条
並
び
に
同
条
を
準
用
す
る
第
五
十
六
条
の
十
二
及
び
第
七
十
五

び
第
百
三
十
六
条
の
規
定
を
、
前
項
第
四
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第
三
十
四
条
（
第

条
の
規
定
を
、
前
項
第
四
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第
三
十
四
条
及
び
同
条
を
準
用
す

八
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
前
項
第
五
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は

る
第
五
十
六
条
の
十
二
の
規
定
を
、
前
項
第
五
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第
四
十
三
条

、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
百
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
を
、
前
項
第
六
号
の
場
合

の
二
第
一
項
及
び
第
八
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
を
、
前
項
第
六
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に

に
係
る
通
知
に
は
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
を
、
前
項
第

は
、
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
を
、
前
項
第
七
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第

七
号
の
場
合
に
係
る
通
知
に
は
、
第
百
十
五
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

第
百
六
十
八
条

（
略
）

第
九
十
一
条

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き

二

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

。
三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
第
一
号
及
び
前
項
の
場
合
に
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
同
条
第
二

３

第
一
項
第
一
号
及
び
前
項
の
場
合
に
は
、
第
四
十
三
条
第
一
項
但
書
及
び
同
条
第
二
項
並

項
並
び
に
第
百
二
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

び
に
第
八
十
条
第
一
項
但
書
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
百
六
十
九
条

（
略
）

第
九
十
二
条

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は

二

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の

重
要
文
化
的
景
観
の
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防

修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置

止
の
措
置

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
文
化
庁
長
官
の
勧
告
に
基
づ
い
て
施
行
す
る
同
項
第
二
号
に
規
定

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
文
化
庁
長
官
の
勧
告
に
基
い
て
施
行
す
る
同
項
第
二
号
に
規
定
す

す
る
修
理
、
復
旧
若
し
く
は
措
置
又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
設
に
要
す
る
経
費
の
分

る
修
理
、
復
旧
若
し
く
は
措
置
又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
設
に
要
す
る
経
費
の
分
担

担
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
と
各
省
各
庁
の
長
が
協
議
し
て
定
め
る
。

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
と
各
省
各
庁
の
長
が
協
議
し
て
定
め
る
。

第
百
七
十
条

文
化
庁
長
官
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国

第
九
十
三
条

文
化
庁
長
官
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
の
所
有

の
所
有
に
属
す
る
国
宝
又
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
自
ら
修
理
若
し
く
は
復

に
属
す
る
国
宝
又
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
自
ら
修
理
若
し
く
は
復
旧
を
行

旧
を
行
い
、
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き

い
、
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

、

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
当
該
文
化
財
が
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
各

の
場
合
に
お
い
て
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
当
該
文
化
財
が
文
部
科
学
大
臣
以
外
の
各
省
各
庁



二
七
頁

省
各
庁
の
長
の
所
管
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理
若
し
く
は
復
旧

の
長
の
所
管
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
措

又
は
措
置
の
内
容
、
着
手
の
時
期
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
き
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
当

置
の
内
容
、
着
手
の
時
期
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
き
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
当
該
文
化

該
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
、
当
該
文
化
財
が
文
部
科
学
大
臣
の
所
管

財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
、
当
該
文
化
財
が
文
部
科
学
大
臣
の
所
管
に
属
す

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
承
認
を

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

国
宝
又
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
又

二

国
宝
又
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
又

、

は
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
お
い

は
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
る
虞
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

、

て
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
に
当
該
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
が
適
当

関
係
各
省
各
庁
の
長
に
当
該
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
措
置
を
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

第
百
七
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
国
の
所
有
に
属
す
る
も
の
を
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
重

第
九
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
国
の
所
有
に
属
す
る
も
の
を
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
重
要

要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指

有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定

定
し
、
若
し
く
は
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
す
る
に
当
た
り
、
又
は
国
の
所
有
に
属
す
る
国

す
る
に
当
た
り
、
又
は
国
の
所
有
に
属
す
る
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

宝
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
、
史
跡
名
勝
天

、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
す
る
状
況
を
確
認
す

然
記
念
物
若
し
く
は
重
要
文
化
的
景
観
に
関
す
る
状
況
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
調
査
の
た
め
必
要
な

め
る
と
き
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
調
査
の
た
め
必
要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
、
重

報
告
を
求
め
、
又
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
場
合
を
除
き
、
調
査
に
当
た
る
者
を

要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
文
化
的
景
観
に
係
る
場
合
を
除
き
、
調
査
に
当
た
る
者
を
定

定
め
て
実
地
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

め
て
実
地
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
七
十
二
条

（
略
）

第
九
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
を
行
う
場
合
に
は
、
重
要

５

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
を
行
う
場
合
に
は
、
重
要

文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
係
る
と
き
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第

文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
に
係
る
と
き
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第

一
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十

一
項
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十

六
条
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
を
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

六
条
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定
を
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に

係
る
と
き
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
、
第
百
十

係
る
と
き
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
、
第
七
十

五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
二
十
一
条
並
び
に
第

二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
六
条
並
び
に

百
三
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
八
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
百
七
十
三
条

（
略
）

第
九
十
五
条
の
二

（
略
）

第
百
七
十
四
条

文
化
庁
長
官
は
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天

第
九
十
五
条
の
三

文
化
庁
長
官
は
、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝

然
記
念
物
の
保
護
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の

天
然
記
念
物
の
保
護
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
九
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
に
当
該
文
化
財
の
修
理
又
は
復

規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
に
当
該
文
化
財
の
修
理
又
は
復

旧
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

旧
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。



二
八
頁

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
又
は
復
旧
を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、
第
百
七
十
二
条
第
二
項
の

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
又
は
復
旧
を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、
第
九
十
五
条
第
二
項
の
規

規
定
を
準
用
す
る
。

定
を
準
用
す
る
。

３

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
又
は
復
旧
を
行
う
場
合
に

３

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
又
は
復
旧
を
行
う
場
合
に

は
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
と
き
は
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項

は
、
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
係
る
と
き
は
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項

及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
を
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
係
る
と
き
は
、
第
三
十
五
条
、
第

及
び
第
三
十
五
条
の
規
定
を
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
係
る
と
き
は
、
第
三
十
五
条
、
第

百
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

七
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
百
七
十
五
条

第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
は
、

第
九
十
五
条
の
四

第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
は
、

そ
の
管
理
す
る
国
の
所
有
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝

そ
の
管
理
す
る
国
の
所
有
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
で
そ
の
指
定
に
係
る
土
地
及
び
建
造
物
を
、
そ
の
管
理
の
た
め
必
要
な
限
度
に

天
然
記
念
物
で
そ
の
指
定
に
係
る
土
地
及
び
建
造
物
を
、
そ
の
管
理
の
た
め
必
要
な
限
度
に

お
い
て
、
無
償
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
い
て
、
無
償
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
有
財
産
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
及

２

国
有
財
産
法
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
及

び
建
造
物
を
使
用
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

び
建
造
物
を
使
用
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
七
十
六
条

文
化
庁
長
官
は
、
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
掘
を
施
行
し
よ
う

第
九
十
六
条

文
化
庁
長
官
は
、
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
発
掘
を
施
行
し
よ
う
と

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
発
掘
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
国
の
所
有
に
属
し
、
又

す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
発
掘
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
国
の
所
有
に
属
し
、
又
は

は
国
の
機
関
の
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
発
掘
の
目
的
、
方
法
、
着

国
の
機
関
の
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
発
掘
の
目
的
、
方
法
、
着
手

手
の
時
期
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
き
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
関
係
各
省
各
庁
の

の
時
期
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
き
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
関
係
各
省
各
庁
の
長

長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
各
省
各
庁
の
長
が
文
部
科
学
大
臣
で
あ

と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
各
省
各
庁
の
長
が
文
部
科
学
大
臣
で
あ
る

る
と
き
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

と
き
は
、
そ
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

第
百
七
十
七
条

第
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
文
化
財
は
、
文
化
庁
長

第
九
十
七
条

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
文
化
財
は
、
文
化
庁
長

官
が
管
理
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
他
の
機
関
に
管
理

官
が
管
理
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
保
存
の
た
め
又
は
そ
の
効
用
か
ら
見
て
他
の
機
関
に
管
理

さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
機
関
の
管
理
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
当
該
機
関
の
管
理
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

（
登
録
有
形
文
化
財
等
に
つ
い
て
の
国
に
関
す
る
特
例
）

（
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
の
国
に
関
す
る
特
例
）

第
百
七
十
八
条

国
の
所
有
に
属
す
る
有
形
文
化
財
又
は
有
形
の
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
第
五

第
九
十
七
条
の
二

国
の
所
有
に
属
す
る
有
形
文
化
財
で
建
造
物
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
第
五

十
七
条
第
一
項
又
は
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
第
五
十
八
条

十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項

第
一
項
又
は
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
通
知
又
は
登
録
証
の
交
付
は
、
当

の
規
定
に
よ
り
所
有
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
通
知
又
は
登
録
証
の
交
付
は
、
当
該
登
録
有
形

該
登
録
有
形
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

２

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
五
十

２

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
五
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
又
は

九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
第
五
十
九
条
第
四
項
（
第
九
十
条

に
対
し
て
行
う
べ
き
通
知
は
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し



二
九
頁

第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
通
知
は

て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
省
各
庁
の
長
は
、
直
ち
に
登
録
証

、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
に
対
し

を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
省
各
庁
の
長
は
、
直
ち
に
登
録
証

を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
の
所
有
又
は
占
有
に
属
す
る
記
念
物
に
つ
い
て
第
百
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

登
録
を
し
、
又
は
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
第
五
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
第
百
三
十
二
条
第
二
項
で
準
用
す
る
第
百
九
条
第

三
項
又
は
第
百
三
十
三
条
で
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
所

有
者
又
は
占
有
者
に
対
し
て
行
う
べ
き
通
知
は
、
当
該
登
録
記
念
物
を
管
理
す
る
各
省
各
庁

の
長
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
七
十
九
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
は
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ

第
九
十
七
条
の
三

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
は
、
文
部
科
学
大
臣
を
通

文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

じ
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
を
取
得
し
た
と
き
。

一

登
録
有
形
文
化
財
を
取
得
し
た
と
き
。

二

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
所
管
換
え
を
受
け
、

二

登
録
有
形
文
化
財
の
所
管
換
え
を
受
け
、
又
は
所
属
替
え
を
し
た
と
き
。

又
は
所
属
替
え
を
し
た
と
き
。

三

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
全
部

三

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き

又
は
一
部
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
、
又
は
こ
れ
を
亡
失
し
、
若
し
く
は

。

盗
み
取
ら
れ
た
と
き
。

四

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
在
の
場
所
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
よ
う

四

登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

と
す
る
と
き
。

六

所
管
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る

と
き
。

七

所
管
に
属
す
る
登
録
記
念
物
の
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地
の
所
在
、
地
番

、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
。

２

各
省
各
庁
の
長
以
外
の
国
の
機
関
が
登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登

２

各
省
各
庁
の
長
以
外
の
国
の
機
関
が
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

録
記
念
物
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

き
は
、
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

３

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規

３

第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規

定
を
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
三
十
三
条
又
は
第
六
十
一
条
（

定
を
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
五
十
六
条
の
二
の
五
の
規
定
を

第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場

、
同
項
第
四
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
五
十
六
条
の
二
の
七
第
一

合
に
係
る
通
知
に
は
第
六
十
二
条
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

定
を
、
第
一
項
第
五
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
六
十
四
条
第
一
項

（
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
第
一
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項
第
六
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第
六
十
五
条
第
一
項
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
、
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
場
合
に
係
る
通
知
に
は
第

百
十
五
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

４

第
一
項
第
五
号
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
現
状
の
変
更
に
は
、
第
六
十
四
条
第
一
項
た
だ

４

第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
現
状
の
変
更
に
は
、
第
五
十
六
条
の
二
の
七
第

し
書
及
び
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と

５

登
録
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項

認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
第
五
号
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
現
状
の
変
更

第
四
号
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
現
状
の
変
更
に
関
し
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
関
係
各
省

に
関
し
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
関
係
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
、
又
は
各
省
各
庁
の
長
以
外

各
庁
の
長
に
対
し
、
又
は
各
省
各
庁
の
長
以
外
の
国
の
機
関
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

の
国
の
機
関
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

第
百
八
十
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有
形
民
俗

第
九
十
七
条
の
四

文
部
科
学
大
臣
は
、
国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
に
関
す
る
状

文
化
財
又
は
登
録
記
念
物
に
関
す
る
状
況
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

況
を
確
認
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
調
査
の

、
関
係
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
調
査
の
た
め
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
め
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
八
十
一
条

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
又
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い

第
九
十
七
条
の
五

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
六
条
の
二

て
は
、
第
六
十
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
六
十
三
条
第
二
項
及
び
第
六
十
七
条
第
三

の
四
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
五
十
六
条
の
二
の
六
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
の
二
の

項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
適
用

九
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

し
な
い
。

２

国
の
所
有
に
属
す
る
登
録
記
念
物
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
第
百
十
三

条
か
ら
第
百
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
節

地
方
公
共
団
体
及
び
教
育
委
員
会

（
地
方
公
共
団
体
の
事
務
）

（
地
方
公
共
団
体
の
事
務
）

第
百
八
十
二
条

（
略
）

第
九
十
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
地
方
債
に
つ
い
て
の
配
慮
）

（
地
方
債
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
百
八
十
三
条

（
略
）

第
九
十
八
条
の
二

（
略
）

（
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
）

（
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
）

第
百
八
十
四
条

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
は
、
政

第
九
十
九
条

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
は
、
政
令

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が

が
で
き
る
。

で
き
る
。

一

第
三
十
五
条
第
三
項
（
第
三
十
六
条
第
三
項
（
第
八
十
三
条
、
第
百
二
十
一
条
第
二
項

一

第
三
十
五
条
第
三
項
（
第
三
十
六
条
第
三
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
、
第
七
十
六
条
第

（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で

二
項
（
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
で



三
一
頁

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
七
条
第
四
項
（
第
八
十
三
条
及
び
第
百
二
十
二
条

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
七
条
第
四
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
及
び
第
七
十

第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
、
第
七
十
四
条
第
二

七
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
六
条

項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
（
第
九
十
一
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
三
条

の
六
第
二
項
、
第
五
十
六
条
の
九
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
二
十
一
で
準
用
す
る
場
合
を

、
第
八
十
七
条
第
二
項
、
第
百
十
八
条
、
第
百
二
十
条
、
第
百
二
十
九
条
第
二
項
、
第
百

含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
の
十
四
、
第
五
十
六
条
の
十
八
第
二
項
、
第
七
十
三
条
の
二
、

七
十
二
条
第
五
項
及
び
第
百
七
十
四
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

第
七
十
五
条
、
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
九
十
五
条
第
五
項
及
び
第
九
十
五
条
の
三

よ
る
指
揮
監
督

第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
揮
監
督

二

第
四
十
三
条
又
は
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ

二

第
四
十
三
条
又
は
第
八
十
条
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行

す
行
為
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
そ
の
停
止
命
令
（
重
大
な
現
状
変
更
又
は
保
存

為
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
そ
の
停
止
命
令
（
重
大
な
現
状
変
更
又
は
保
存
に
重

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
を
除
く
。
）

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
を
除
く
。
）

三

第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

三

第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を

）
、
第
八
十
四
条
第
二
項
及
び
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
の
十
五
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を

る
公
開
の
停
止
命
令

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
停
止
命
令

四

第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
許
可
及
び
そ
の
取

四

第
五
十
三
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
許
可
及
び
そ
の
取

消
し
並
び
に
公
開
の
停
止
命
令

消
し
並
び
に
公
開
の
停
止
命
令

五

第
五
十
四
条
（
第
八
十
六
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

五

第
五
十
四
条
（
第
五
十
六
条
の
十
七
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含

）
、
第
五
十
五
条
、
第
百
三
十
条
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

む
。
）
、
第
五
十
五
条
、
第
八
十
二
条
（
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
又
は
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
又
は
調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行

。
）
又
は
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
又
は
調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行

六

第
九
十
二
条
第
一
項
（
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

六

第
五
十
七
条
第
一
項
（
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
及
び
命
令
、
第
九

）
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
及
び
命
令
、
第
五
十

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理

七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
、
同
条
第
四
項

の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
、
同
条

の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、

又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
、
同
条
第

同
条
第
二
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴

五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
第

取
、
同
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
、
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ

九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同

る
指
示
、
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧

告

２

都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る

２

都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る

第
五
十
五
条
又
は
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
調
査
の
た
め
の
必
要
な
措

第
五
十
五
条
又
は
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
調
査
の
た
め
の
必
要
な
措
置

置
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
施
行
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

。
３

都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る

３

都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る

事
務
の
う
ち
第
九
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項

事
務
の
う
ち
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
か

ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
行
う
場
合
に
は
、
第
九
十
四
条
第
五
項
又
は
第
九
十
七
条
第
五

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
行
う
場
合
に
は
、
第
五
十
七
条
の
三
第
五
項
又
は
第

項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

五
十
七
条
の
六
第
五
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）



三
二
頁

一

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
四
十
三
条
又
は
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更

一

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
四
十
三
条
又
は
第
八
十
条
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は

又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可

第
四
十
三
条
第
五
項
又
は
第
百
二
十
五
条
第

保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
許
可

第
四
十
三
条
第
五
項
又
は
第
八
十
条
第
五
項

五
項

二

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
第
五
十
五
条
又
は
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
又
は

二

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
第
五
十
五
条
又
は
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
又
は
調

調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行

第
五
十
五
条
第
三
項
又
は
第
百
三
十
一
条
第
二
項

査
の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行

第
五
十
五
条
第
三
項
又
は
第
八
十
三
条
第
二
項

三

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

同
条
第
九
項

三

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

同
条
第
九

項

５
～
８

（
略
）

５
～
８

（
略
）

（
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化
財
等
の
管
理
）

（
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化
財
等
の
管
理
）

第
百
八
十
五
条

文
化
庁
長
官
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
四
十
八
条
（
第
八
十

第
百
条

文
化
庁
長
官
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
四
十
八
条
（
第
五
十
六
条
の

五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有

十
六
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
の
管
理
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育

形
民
俗
文
化
財
の
管
理
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育

委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
員
会
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
が
同
項
の
管
理
の
事

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
が
同
項
の
管
理
の
事

務
を
行
う
場
合
に
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち

務
を
行
う
場
合
に
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
職
員
の
う
ち

か
ら
、
当
該
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
の
責
め
に
任
ず
べ
き
者
を
定

か
ら
、
当
該
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
を
定
め

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
修
理
等
の
施
行
の
委
託
）

（
修
理
等
の
施
行
の
委
託
）

第
百
八
十
六
条

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
十
八
条
第
一
項
又

第
百
一
条

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第

は
第
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
国
宝
の
修
理
又
は
滅
失
、
き
損
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措

九
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
国
宝
の
修
理
又
は
滅
失
、
き
損
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
の

、

置
の
施
行
、
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
施
行
及
び
第
百
二
十
三
条
第
一
項

施
行
、
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
施
行
及
び
第
七
十
八
条
第
一
項
又
は
第

又
は
第
百
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、

九
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若

、

衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
の
施
行
に
つ
き
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、

し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
の
施
行
に
つ
き
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
全

そ
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
基
づ
き
、
第
三
十
八
条
第
一
項

２

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
基
き
、
第
三
十
八
条
第
一
項
の

の
規
定
に
よ
る
修
理
又
は
措
置
の
施
行
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
十
九
条

規
定
に
よ
る
修
理
又
は
措
置
の
施
行
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
十
九
条
の

の
規
定
を
、
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
施
行
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場

規
定
を
、
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
発
掘
の
施
行
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合

合
に
は
、
同
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
九
条
の
規
定
を
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
の
規

に
は
、
同
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
九
条
の
規
定
を
、
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

定
に
よ
る
復
旧
又
は
措
置
の
施
行
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
は
、
同
条
第
二
項
で
準

よ
る
復
旧
又
は
措
置
の
施
行
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
場
合
に
は
、
同
条
第
二
項
で
準
用
す

用
す
る
第
三
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

る
第
三
十
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
重
要
文
化
財
等
の
管
理
等
の
受
託
又
は
技
術
的
指
導
）

（
重
要
文
化
財
等
の
管
理
等
の
受
託
又
は
技
術
的
指
導
）

第
百
八
十
七
条

（
略
）

第
百
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）



三
三
頁

（
書
類
等
の
経
由
）

（
書
類
等
の
経
由
）

第
百
八
十
八
条

（
略
）

第
百
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
文
化
財
に
関
し
文
部
科
学
大
臣
又
は
文
化
庁
長
官
が
発
す
る
命

３

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
文
化
財
に
関
し
文
部
科
学
大
臣
又
は
文
化
庁
長
官
が
発
す
る
命

令
、
勧
告
、
指
示
そ
の
他
の
処
分
の
告
知
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
を
経
由
す
べ
き
も

令
、
勧
告
、
指
示
そ
の
他
の
処
分
の
告
知
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
を
経
由
す
べ
き
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
に
緊
急
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
と
す
る
。
但
し
、
特
に
緊
急
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
文
部
科
学
大
臣
又
は
文
化
庁
長
官
に
対
す
る
意
見
具
申
）

（
文
部
科
学
大
臣
又
は
文
化
庁
長
官
に
対
す
る
意
見
具
申
）

第
百
八
十
九
条

（
略
）

第
百
四
条

（
略
）

（
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
）

（
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
）

第
百
九
十
条

（
略
）

第
百
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
文
化
財
保
護
指
導
委
員
）

（
文
化
財
保
護
指
導
委
員
）

第
百
九
十
一
条

（
略
）

第
百
五
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
事
務
の
区
分
）

（
事
務
の
区
分
）

第
百
九
十
二
条

第
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
百
十
条
第

第
百
五
条
の
三

第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
条
第

三
項
及
び
第
百
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

三
項
及
び
第
七
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規

に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項

定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九

第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

第
十
三
章

罰
則

第
七
章

罰
則

（
刑
罰
）

第
百
九
十
三
条

（
略
）

第
百
六
条

（
略
）

第
百
九
十
四
条

第
八
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
、
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
受
け
な
い
で
重
要

第
百
六
条
の
二

第
五
十
六
条
の
十
三
の
二
の
規
定
に
違
反
し
、
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
受
け

有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
五
十
万
円
以

な
い
で
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
輸
出
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は

こ

こ

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
九
十
五
条

（
略
）

第
百
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）



三
四
頁

第
百
九
十
六
条

（
略
）

第
百
七
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
九
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

第
百
七
条
の
三

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

る
。
一

第
四
十
三
条
又
は
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
許
可
を
受
け
ず
、
若
し
く
は

一

第
四
十
三
条
又
は
第
八
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
許
可
を
受
け
ず
、
若
し
く
は
そ
の

そ
の
許
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
重
要
文
化
財
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現

許
可
の
条
件
に
従
わ
な
い
で
、
重
要
文
化
財
若
し
く
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
現
状
を

状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
現
状
の
変
更
若

変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
現
状
の
変
更
若
し
く

し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
の
停
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

二

第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
行

二

第
五
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う

為
の
停
止
又
は
禁
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

な
行
為
の
停
止
又
は
禁
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

第
百
九
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

第
百
七
条
の
四

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

。一

第
三
十
九
条
第
三
項
（
第
百
八
十
六
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用

一

第
三
十
九
条
第
三
項
（
第
百
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る

す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
国
宝
の
修
理
又
は
滅
失
、
き
損
若

第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
国
宝
の
修
理
又
は
滅
失
、
き
損
若
し
く

し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
の
施
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

は
盗
難
の
防
止
の
措
置
の
施
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

二

第
九
十
八
条
第
三
項
（
第
百
八
十
六
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用

二

第
五
十
八
条
第
三
項
（
第
百
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る

す
る
第
三
十
九
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、

第
三
十
九
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
発
掘

発
掘
の
施
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

の
施
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

三

第
百
二
十
三
条
第
二
項
（
第
百
八
十
六
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準

三

第
七
十
八
条
第
二
項
（
第
百
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る

用
す
る
第
三
十
九
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て

第
三
十
九
条
第
三
項
で
準
用
す
る
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
特
別

、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置

の
措
置
の
施
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

の
施
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

第
百
九
十
九
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業

第
百
七
条
の
五

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業

者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
の
管
理
に
関
し
て
第
百
九
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で

者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産
の
管
理
に
関
し
て
前
五
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と

の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、

き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科

各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

す
る
。

（
行
政
罰
）

第
二
百
条

第
三
十
九
条
第
一
項
（
第
四
十
七
条
第
三
項
（
第
八
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を

第
百
八
条

第
三
十
九
条
第
一
項
（
第
四
十
七
条
第
三
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
で
準
用
す
る

含
む
。
）
、
第
百
二
十
三
条
第
二
項
、
第
百
八
十
六
条
第
二
項
又
は
第
百
八
十
七
条
第
二
項

場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
八
条
第
二
項
、
第
百
一
条
第
二
項
又
は
第
百
二
条
第
二
項
で
準

で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
（
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
九
条
（
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
又
は
第
百
八
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史

。
）
又
は
第
百
条
第
二
項
に
規
定
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名



三
五
頁

跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
、
修
理
又
は
復
旧
の
施
行
の
責
め
に
任
ず
べ
き
者
が
怠
慢
又
は

勝
天
然
記
念
物
の
管
理
、
修
理
又
は
復
旧
の
施
行
の
責
に
任
ず
べ
き
者
が
怠
慢
又
は
重
大
な

重
大
な
過
失
に
よ
り
そ
の
管
理
、
修
理
又
は
復
旧
に
係
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文

過
失
に
よ
り
そ
の
管
理
、
修
理
又
は
復
旧
に
係
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又

化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
に

は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
滅
失
し
、
き
損
し
、
衰
亡
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
る
に
至
ら
し

至
ら
し
め
た
と
き
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

め
た
と
き
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
二
百
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る

第
百
九
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

。一

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
三
十
六
条
第
一
項
（
第
八
十
三
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第

一

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
三
十
六
条
第
一
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
及
び
第
九
十
五

五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化

条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
重
要

財
若
し
く
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
又
は
国
宝
の
修
理
に
関
す
る
文
化
庁
長
官
の

文
化
財
若
し
く
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
又
は
国
宝
の
修
理
に
関
す
る
文
化
庁
長

命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

官
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

二

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
百
二
十
一
条
第
一
項
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す

二

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場

る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理

の
管
理
又
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
に
関
す
る
文
化
庁
長
官
の
命
令
に
従
わ

又
は
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
復
旧
に
関
す
る
文
化
庁
長
官
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ

な
か
つ
た
者

た
者

三

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
百
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
文
化
的
景
観
の

管
理
に
関
す
る
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
る
べ
き
旨
の
文
化
庁
長
官
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ

た
者

第
二
百
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
百
十
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若
し
く
は
禁
止
又

一

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若
し
く
は
禁
止
又

は
施
設
の
命
令
に
違
反
し
た
者

は
施
設
の
命
令
に
違
反
し
た
者

二

第
四
十
六
条
（
第
八
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
文

二

第
四
十
六
条
（
第
五
十
六
条
の
十
四
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し

化
庁
長
官
に
国
に
対
す
る
売
渡
し
の
申
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
申
出
を
し
た
後
第
四
十
六

て
、
文
化
庁
長
官
に
国
に
対
す
る
売
渡
し
の
申
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
申
出
を
し
た
後
同

条
第
五
項
（
第
八
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、
国
以

条
第
五
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
期
間
内
に

外
の
者
に
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
譲
り
渡
し
、
又
は
第
四
十
六
条
第

、
国
以
外
の
者
に
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
を
譲
り
渡
し
、
又
は
同
条
第

一
項
（
第
八
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
売
渡
し
の
申
出
に
つ

一
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
売
渡
し
の
申

き
、
虚
偽
の
事
実
を
申
し
立
て
た
者

出
に
つ
き
、
虚
偽
の
事
実
を
申
し
立
て
た
者

三

第
四
十
八
条
第
四
項
（
第
五
十
一
条
第
三
項
（
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

三

第
四
十
八
条
第
四
項
（
第
五
十
一
条
第
三
項
（
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合

。
）
及
び
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
出
品
若
し

を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し

く
は
公
開
を
せ
ず
、
又
は
第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第
八
十
五
条
で
準

て
、
出
品
若
し
く
は
公
開
を
せ
ず
、
又
は
第
五
十
一
条
第
五
項
（
第
五
十
一
条
の
二
（
第

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
四
条
第
二
項
及
び
第
八
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を

五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
の
十
五
第
二
項
及
び
第

含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
公
開
の
停
止
若
し
く
は
中
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た

五
十
六
条
の
十
六
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
公
開
の
停
止
若

者

し
く
は
中
止
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

四

（
略
）

四

（
略
）

五

第
五
十
四
条
（
第
八
十
六
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

五

第
五
十
四
条
（
第
五
十
六
条
の
十
七
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含



三
六
頁

）
、
第
五
十
五
条
、
第
六
十
八
条
（
第
九
十
条
第
三
項
及
び
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る

む
。
）
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
六
条
の
二
の
十
、
第
八
十
二
条
（
第
九
十
五
条
第
五
項

場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
三
十
条
（
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
八
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
報
告
を
せ
ず
、

）
、
第
百
三
十
一
条
又
は
第
百
四
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は

若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
当
該
公
務
員
の
立
入
調
査
若
し
く
は
調
査
の
た
め
の

虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
当
該
公
務
員
の
立
入
調
査
若
し
く
は
調
査
の
た
め
の
必
要
な
措

必
要
な
措
置
の
施
行
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

置
の
施
行
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

六

第
九
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
発
掘
の
禁
止
、
停
止
又
は
中
止
の
命
令
に

六

第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
発
掘
の
禁
止
、
停
止
又
は
中
止
の
命
令
に

従
わ
な
か
つ
た
者

従
わ
な
か
つ
た
者

七

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若
し
く
は
禁
止

七

正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
若
し
く
は
禁
止
又

又
は
施
設
の
命
令
に
違
反
し
た
者

は
施
設
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
二
百
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
百
十
一
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
二
十
八
条
第
五
項
、
第
二
十
九
条
第
四
項
（
第
七
十
九
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合

一

第
二
十
八
条
第
五
項
、
第
二
十
九
条
第
四
項
（
第
五
十
六
条
の
十
一
第
二
項
で
準
用
す

を
含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
第
二
項
（
第
八
十
六
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
十
七
で
準
用
す
る
場
合
を

第
五
十
九
条
第
六
項
若
し
く
は
第
六
十
九
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条
第
三
項
で
準

含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
の
二
の
三
第
五
項
又
は
第
五
十
六
条
の
二
の
十
一
の
規
定
に
違

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
重
要
文
化
財
若
し
く
は
重
要
有
形
民
俗

反
し
て
、
重
要
文
化
財
若
し
く
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
書
又
は
登
録
有
形
文
化

文
化
財
の
指
定
書
又
は
登
録
有
形
文
化
財
若
し
く
は
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
の
登
録
証
を

財
の
登
録
証
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
せ
ず
、
又
は
新
所
有
者
に
引
き
渡
さ
な
か
つ
た
者

文
部
科
学
大
臣
に
返
付
せ
ず
、
又
は
新
所
有
者
に
引
き
渡
さ
な
か
つ
た
者

二

第
三
十
一
条
第
三
項
（
第
六
十
条
第
四
項
（
第
九
十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含

二

第
三
十
一
条
第
三
項
（
第
五
十
六
条
の
二
の
四
第
四
項
、
第
五
十
六
条
の
十
二
及
び
第

む
。
）
、
第
八
十
条
及
び
第
百
十
九
条
第
二
項
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含

七
十
四
条
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
（
第
五
十
六
条
の
二
の

む
。
）
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
（
第
六
十
条
第
四
項
（
第
九
十
条

四
第
四
項
、
第
五
十
六
条
の
十
二
及
び
第
七
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
条
及
び
第
百
二
十
条
（
第
百
三
十
三
条

三
十
三
条
（
第
五
十
六
条
の
十
二
、
第
七
十
三
条
の
二
、
第
七
十
五
条
及
び
第
九
十
五
条

で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
三
条
（
第
八
十

第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
四
条
（
第
五
十
六
条
の
十
二
及
び
第
九

条
、
第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場

十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
六

合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十

条
の
二
の
五
、
第
五
十
六
条
の
二
の
七
第
一
項
、
第
五
十
六
条
の
五
、
第
五
十
六
条
の
十

四
条
（
第
八
十
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十

三
第
一
項
、
第
五
十
六
条
の
十
五
第
一
項
本
文
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
の

三
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
一
条
若
し
く
は
第
六
十
二
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
条

五
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
二
項
（
第
七
十
五
条
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
で
準
用
す
る

第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
四
条
第
一
項
（
第
九
十
条
第
三
項
及
び

場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
八
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又

第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
五
条
第
一
項
（
第
九
十
条
第
三

は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
三
条
、
第
八
十
一
条
第
一
項
、
第
八
十
四
条

第
一
項
本
文
、
第
九
十
二
条
第
一
項
、
第
九
十
六
条
第
一
項
、
第
百
十
五
条
第
二
項
（
第

百
二
十
条
、
第
百
三
十
三
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

、
第
百
二
十
七
条
第
一
項
、
第
百
三
十
六
条
又
は
第
百
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反

し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
（
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
（
第
八
十
三
条
で
準
用
す
る
場

三

第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
（
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
（
第
五
十
六
条
の
十
四
で
準
用

合
を
含
む
。
）
、
第
六
十
条
第
四
項
及
び
第
六
十
三
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
六
条
の
二
の
四
第
四
項
、
第
五
十
六
条
の
二
の
六
第
二

十
条
第
三
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
八
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む

項
及
び
第
五
十
六
条
の
十
二
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
十
二
条
第
四
項
の
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。
）
又
は
第
百
十
五
条
第
四
項
（
第
百
三
十
三
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

規
定
に
違
反
し
て
、
管
理
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
管
理
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
の
た

に
違
反
し
て
、
管
理
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
管
理
、
修
理
若
し
く
は
復
旧
の
た
め
必

め
必
要
な
措
置
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

要
な
措
置
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者

第
百
十
二
条

削
除

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
施
行
の
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
期
間
内
に

第
百
十
三
条

こ
の
法
律
施
行
の
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
箇
月
を
こ
え
な
い
期

お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
。

間
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
。

（
関
係
法
令
の
廃
止
）

（
関
係
法
令
の
廃
止
）

第
二
条

（
略
）

第
百
十
四
条

（
略
）

（
法
令
廃
止
に
伴
う
経
過
規
定
）

（
法
令
廃
止
に
伴
う
経
過
規
定
）

第
三
条

（
略
）

第
百
十
五
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
施
行
前
の
国
宝
の
滅
失
又
は
き
損
並
び
に
こ
の
法
律
施
行
前
に
行
つ
た
国
宝
保

２

こ
の
法
律
施
行
前
の
国
宝
の
滅
失
又
は
き
損
並
び
に
こ
の
法
律
施
行
前
に
行
つ
た
国
宝
保

、

存
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
同
法
第
十
五
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
交
付
し

存
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
及
び
同
法
第
十
五
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
交
付
し

た
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
五
条
後
段
及
び
第
二
十
四

た
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
五
条
後
段
及
び
第
二
十
四

条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
同
法
第
九
条
第
二
項
中
「

条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
同
法
第
九
条
第
二
項
中
「

主
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
化
財
保
護
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

主
務
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、
「
文
化
財
保
護
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
法
律
施
行
前
に
し
た
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
国
宝
保
存
法
は
、
第
六
条
及
び
第

３

こ
の
法
律
施
行
前
に
し
た
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
国
宝
保
存
法
は
、
第
六
条
及
び
第

二
十
三
条
の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

二
十
三
条
の
規
定
を
除
く
外
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

７

こ
の
法
律
施
行
の
際
現
に
国
宝
保
存
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
宝
で
国
の
所
有
に
属
す

７

こ
の
法
律
施
行
の
際
現
に
国
宝
保
存
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
国
宝
で
国
の
所
有
に
属
す

る
も
の
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
は
、
委
員
会
規
則
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

る
も
の
を
管
理
す
る
各
省
各
庁
の
長
は
、
委
員
会
規
則
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

も
つ
て
、
こ
の
法
律
施
行
後
三
箇
月
以
内
に
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

も
つ
て
、
こ
の
法
律
施
行
後
三
箇
月
以
内
に
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し

し
、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８

（
略
）

８

（
略
）

第
四
条

（
略
）

第
百
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
し
て
は
、
当
分
の
間
、
第
百
八
十
八

３

重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
し
て
は
、
当
分
の
間
、
第
百
三
条
の

条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
条

こ
の
法
律
施
行
前
に
行
つ
た
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定

第
百
十
七
条

こ
の
法
律
施
行
前
に
行
つ
た
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
第
一
条
第
一
項
の
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に
よ
る
指
定
（
解
除
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
は
、
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

規
定
に
よ
る
指
定
（
解
除
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
は
、
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

、
同
法
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
（
解
除
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
は
、
第
百

る
指
定
、
同
法
第
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
（
解
除
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
は

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
と
み
な
し
、
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
は
、
第

、
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
仮
指
定
と
み
な
し
、
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可

百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
と
み
な
す
。

は
、
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
と
み
な
す
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
最
初
の
委
員
の
任
命
）

（
削
除
）

第
百
十
八
条

委
員
会
の
最
初
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
閉
会
又
は
衆
議
院
の
解

散
の
場
合
に
限
り
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
最
初
に
召
集
さ
れ
た

国
会
に
お
い
て
両
議
院
の
事
後
の
承
認
を
得
れ
ば
足
り
る
。

２

文
部
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
両
議
院
の
事
後
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
そ

の
委
員
を
罷
免
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
第
一
回
の
委
員
会
の
招
集
）

（
削
除
）

第
百
十
九
条

こ
の
法
律
に
基
く
第
一
回
の
委
員
会
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

文
部
大
臣
が
招
集
す
る
。

（
最
初
の
委
員
の
任
期
）

（
削
除
）

第
百
二
十
条

こ
の
法
律
に
よ
り
初
め
て
任
命
さ
れ
る
委
員
会
の
委
員
で
委
員
長
及
び
そ
の
職

務
を
代
理
す
る
委
員
以
外
の
も
の
の
任
期
は
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一

人
に
つ
い
て
は
一
年
、
二
人
に
つ
い
て
は
二
年
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
委
員
の
任
期
は
、
く
じ
で
定
め
る
。

、
、

（
従
前
の
国
立
博
物
館
）

（
従
前
の
国
立
博
物
館
）

第
六
条

法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か

第
百
二
十
一
条

法
律
（
こ
れ
に
基
く
命
令
を
含
む
。
）
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
く
外

、
従
前
の
国
立
博
物
館
及
び
そ
の
職
員
（
美
術
研
究
所
及
び
こ
れ
に
所
属
す
る
職
員
を
除
く

、
従
前
の
国
立
博
物
館
及
び
そ
の
職
員
（
美
術
研
究
所
及
び
こ
れ
に
所
属
す
る
職
員
を
除
く

。
）
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
国
立
博
物
館
及
び
そ
の
職
員
と
な
り
、
従
前
の
国
立
博
物
館

。
）
は
、
こ
の
法
律
に
基
く
国
立
博
物
館
及
び
そ
の
職
員
と
な
り
、
従
前
の
国
立
博
物
館
附

附
置
の
美
術
研
究
所
及
び
こ
れ
に
所
属
す
る
職
員
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
研
究
所
及
び
そ

置
の
美
術
研
究
所
及
び
こ
れ
に
所
属
す
る
職
員
は
、
こ
の
法
律
に
基
く
研
究
所
及
び
そ
の
職

の
職
員
と
な
り
、
同
一
性
を
も
つ
て
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

員
と
な
り
、
同
一
性
を
も
つ
て
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
に
基
づ
く
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
従
前
の
国
立
博
物
館
附
置
の
美
術
研

２

こ
の
法
律
に
基
く
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
従
前
の
国
立
博
物
館
附
置
の
美
術
研
究

究
所
の
所
掌
し
た
調
査
研
究
と
同
一
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
美
術
研
究
所
」
の
名
称
を
用

所
の
所
掌
し
た
調
査
研
究
と
同
一
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
美
術
研
究
所
」
の
名
称
を
用
い

い
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
の
無
利
子
貸
付
け
等
）

（
国
の
無
利
子
貸
付
け
等
）

第
七
条

（
略
）

第
百
二
十
二
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）
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○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る
法
律
に
お
け

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る
法
律
に
お
け

る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

法

律

事

務

法

律

事

務

略

略

略

略

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十

第
百
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
二
条
第
一
項
並

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十

第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
一
条
第
一
項
並

五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

び
に
第
百
十
条
第
三
項
及
び
第
百
十
二
条
第
四
項
に
お
い

五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

び
に
第
七
十
条
第
三
項
及
び
第
七
十
一
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
百
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ

て
準
用
す
る
第
六
十
九
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に

り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

略

略

略

略



四
一
頁

○
屋
外
広
告
物
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
広
告
物
の
表
示
等
の
禁
止
）

（
広
告
物
の
表
示
等
の
禁
止
）

第
三
条

都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
又
は
風
致
を
維
持
す

第
三
条

都
道
府
県
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
良
好
な
景
観
又
は
風
致
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
地
域
又
は
場
所
に
つ
い
て
、
広
告

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
地
域
又
は
場
所
に
つ
い
て
、
広
告

物
の
表
示
又
は
掲
出
物
件
の
設
置
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

物
の
表
示
又
は
掲
出
物
件
の
設
置
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
又
は
第
七
十
八

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
又
は
第
五
十
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
建
造
物
の
周
囲
で
、
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
範

条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
建
造
物
の
周
囲
で
、
当
該
都
道
府
県
が
定
め

囲
内
に
あ
る
地
域
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
百
十
条
第
一
項
の

る
範
囲
内
に
あ
る
地
域
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
十
条
第

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た
地
域
及
び
同
法
第
百
四
十
三
条
第
二
項
に

一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た
地
域
及
び
同
法
第
八
十
三
条
の
三

規
定
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
地
域

第
二
項
に
規
定
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
地
域

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



四
二
頁

○
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
防
除
実
施
基
準
）

（
防
除
実
施
基
準
）

第
七
条
の
二

（
略
）

第
七
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
規
定
す
る
特
別
防
除
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
森
林
に
関
す
る
基
準
は
、
当
該
森
林

３

前
項
に
規
定
す
る
特
別
防
除
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
森
林
に
関
す
る
基
準
は
、
当
該
森
林

の
存
す
る
地
域
の
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
に
対
す
る
特
別
防
除
に
よ
る
影
響
に
配
慮
し
、

の
存
す
る
地
域
の
自
然
環
境
及
び
生
活
環
境
に
対
す
る
特
別
防
除
に
よ
る
影
響
に
配
慮
し
、

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法

律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種

律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種

を
い
う
。
）
、
天
然
記
念
物
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第

を
い
う
。
）
、
天
然
記
念
物
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第

百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
天
然
記
念
物
を
い
う
。
）
等
の
貴
重
な
野
生
動

六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
天
然
記
念
物
を
い
う
。
）
等
の
貴
重
な
野
生

植
物
の
生
存
す
る
森
林
そ
の
他
の
森
林
で
特
別
防
除
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら

動
植
物
の
生
存
す
る
森
林
そ
の
他
の
森
林
で
特
別
防
除
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め

れ
る
も
の
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
れ
る
も
の
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）



四
三
頁

○
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
の
除
外
）

（
適
用
の
除
外
）

第
三
条

こ
の
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

第
三
条

こ
の
法
律
並
び
に
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該

か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

文
化
財
保
護
法
第
百
八
十
二
条
第
二
項
の
条
例
そ
の
他
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

三

文
化
財
保
護
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
条
例
そ
の
他
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

り
現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
建
築
物
（
次
号
に
お

現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
建
築
物
（
次
号
に
お
い

い
て
「
保
存
建
築
物
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
特
定
行
政
庁
が
建
築
審
査
会
の
同
意
を

て
「
保
存
建
築
物
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
特
定
行
政
庁
が
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得

得
て
指
定
し
た
も
の

て
指
定
し
た
も
の

四

（
略
）

四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
制
限
の
緩
和
）

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
制
限
の
緩
和
）

第
八
十
五
条
の
三

文
化
財
保
護
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
伝
統
的
建
造
物
群

第
八
十
五
条
の
三

文
化
財
保
護
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
伝
統
的
建
造
物

保
存
地
区
内
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
同
条
第
一
項
後
段
（
同
条
第
二
項
後
段
に
お
い
て

群
保
存
地
区
内
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
同
条
第
一
項
後
段
（
同
条
第
二
項
後
段
に
お
い

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
例
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存
の

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
例
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
現
状
変
更
の
規
制
及
び
保
存

た
め
の
措
置
を
確
保
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
承
認

の
た
め
の
措
置
を
確
保
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
承

を
得
て
、
条
例
で
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
四
十
三
条
、

認
を
得
て
、
条
例
で
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
、
第
四
十
三
条

第
四
十
四
条
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
一
条

、
第
四
十
四
条
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
三
条
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
一

か
ら
第
六
十
四
条
ま
で
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
適

条
か
ら
第
六
十
四
条
ま
で
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を

用
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

適
用
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



四
四
頁

○
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
税
の
課
税
免
除
等
に
伴
う
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
の
特
例
）

（
地
方
税
の
課
税
免
除
等
に
伴
う
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
十
四
条
の
二

地
方
税
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
土
地
若

第
十
四
条
の
二

地
方
税
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
土
地
若

し
く
は
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
を
課
さ
な
か
つ
た
場
合
又
は
当
該
固
定
資
産
税
に
係
る

し
く
は
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
を
課
さ
な
か
つ
た
場
合
又
は
当
該
固
定
資
産
税
に
係
る

不
均
一
の
課
税
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
措
置
が
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も

不
均
一
の
課
税
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
措
置
が
政
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
各
年
度
に
お
け
る
基
準
財

の
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
市
町
村
の
各
年
度
に
お
け
る
基
準
財

政
収
入
額
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
市
町
村
の
当
該
各
年
度
の
減
収
額
の
う

政
収
入
額
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
市
町
村
の
当
該
各
年
度
の
減
収
額
の
う

ち
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
同
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
市
町
村
の

ち
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
同
条
の
規
定
に
よ
る
当
該
市
町
村
の

当
該
各
年
度
（
そ
の
措
置
が
総
務
省
令
で
定
め
る
日
以
後
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、

当
該
各
年
度
（
そ
の
措
置
が
総
務
省
令
で
定
め
る
日
以
後
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、

当
該
減
収
額
に
つ
い
て
当
該
各
年
度
の
翌
年
度
）
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
と
な
る
べ
き

当
該
減
収
額
に
つ
い
て
当
該
各
年
度
の
翌
年
度
）
に
お
け
る
基
準
財
政
収
入
額
と
な
る
べ
き

額
か
ら
控
除
し
た
額
と
す
る
。

額
か
ら
控
除
し
た
額
と
す
る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定

よ
り
指
定
を
受
け
た
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

に
よ
り
指
定
を
受
け
た
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に

り
指
定
を
受
け
た
特
別
史
跡
、
特
別
名
勝
若
し
く
は
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
土
地

よ
り
指
定
を
受
け
た
特
別
史
跡
、
特
別
名
勝
若
し
く
は
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
土
地

二

（
略
）

二

（
略
）



四
五
頁

○
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
固
定
資
産
税
の
非
課
税
の
範
囲
）

（
固
定
資
産
税
の
非
課
税
の
範
囲
）

第
三
百
四
十
八
条

（
略
）

第
三
百
四
十
八
条

（
略
）

２

固
定
資
産
税
は
、
次
に
掲
げ
る
固
定
資
産
に
対
し
て
は
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

２

固
定
資
産
税
は
、
次
に
掲
げ
る
固
定
資
産
に
対
し
て
は
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
固
定
資
産
を
有
料
で
借
り
受
け
た
者
が
こ
れ
を
次
に
掲
げ
る
固
定
資
産
と
し
て
使
用
す

し
、
固
定
資
産
を
有
料
で
借
り
受
け
た
者
が
こ
れ
を
次
に
掲
げ
る
固
定
資
産
と
し
て
使
用
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

八
の
二

文
化
財
保
護
法
第
百
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

八
の
二

文
化
財
保
護
法
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

地
区
内
の
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の

存
地
区
内
の
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の

九
～
三
十
八

（
略
）

九
～
三
十
八

（
略
）

３
～
８

（
略
）

３
～
８

（
略
）



四
六
頁

○
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控

（
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控

除
）

除
）

第
三
十
四
条

（
略
）

第
三
十
四
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
と
は
、
次

２

前
項
に
規
定
す
る
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
と
は
、
次

に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定

四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

に
よ
り
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
、
自
然
公
園
法
（
昭
和
三

り
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
、
自
然
公
園
法
（
昭
和

十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
地
域
と
し
て
指
定

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
地
域
と
し
て
指

さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
又
は
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第

定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
又
は
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
が
国
又

第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
が
国

は
地
方
公
共
団
体
（
そ
の
設
立
に
係
る
団
体
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
に
買
い

又
は
地
方
公
共
団
体
（
そ
の
設
立
に
係
る
団
体
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
に
買

取
ら
れ
る
場
合
（
当
該
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
又
は
当
該
史
跡
、
名
勝
若

い
取
ら
れ
る
場
合
（
当
該
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
又
は
当
該
史
跡
、
名
勝

し
く
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
が
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
又
は
独
立

若
し
く
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
が
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
又
は
独

行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
を
含
む
も
の
と
し
、
第
三
十
三
条
第

立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
を
含
む
も
の
と
し
、
第
三
十
三
条

一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除

）

）

第
三
十
四
条
の
二

（
略
）

第
三
十
四
条
の
二

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
と
は
、
次
に

２

前
項
に
規
定
す
る
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
と
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

一
～
二
十
二

（
略
）

一
～
二
十
二

（
略
）

二
十
三

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法

二
十
三

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法

律
第
七
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区

律
第
七
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区

域
内
の
土
地
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
又
は
鳥
獣
の
保
護
及

域
内
の
土
地
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
又
は
鳥
獣
の
保
護
及

び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一

び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
し
た
区
域
内
の
土
地
の
う
ち

項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
し
た
区
域
内
の
土
地
の
う
ち



四
七
頁

文
化
財
保
護
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
鳥
獣

文
化
財
保
護
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
鳥

（
こ
れ
に
準
ず
る
鳥
を
含
む
。
）
の
生
息
地
で
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
そ

獣
（
こ
れ
に
準
ず
る
鳥
を
含
む
。
）
の
生
息
地
で
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

の
保
存
を
す
べ
き
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
買

そ
の
保
存
を
す
べ
き
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に

い
取
ら
れ
る
場
合
（
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
又
は
前
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場

買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
又
は
前
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る

合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特
別
控
除
）

（
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特
別
控
除
）

第
六
十
五
条
の
三

法
人
（
清
算
中
の
法
人
を
除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
有

第
六
十
五
条
の
三

法
人
（
清
算
中
の
法
人
を
除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
有

す
る
土
地
又
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
（
棚
卸
資
産
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ

す
る
土
地
又
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
（
棚
卸
資
産
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ

の
款
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と

の
款
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
当
該
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
譲

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
当
該
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
譲

渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
交
換
取
得
資
産
」
と

渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
交
換
取
得
資
産
」
と

い
う
。
）
の
価
額
（
当
該
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
交
換
取
得
資
産
の
価
額
が
そ
の
譲
渡
し
た

い
う
。
）
の
価
額
（
当
該
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
交
換
取
得
資
産
の
価
額
が
そ
の
譲
渡
し
た

土
地
等
の
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
譲
渡
に
際

土
地
等
の
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
譲
渡
に
際

し
て
支
出
し
た
と
き
は
、
当
該
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
が
、
当
該
譲
渡

し
て
支
出
し
た
と
き
は
、
当
該
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
が
、
当
該
譲
渡

し
た
土
地
等
の
譲
渡
直
前
の
帳
簿
価
額
と
当
該
譲
渡
し
た
土
地
等
の
譲
渡
に
要
し
た
経
費
で

し
た
土
地
等
の
譲
渡
直
前
の
帳
簿
価
額
と
当
該
譲
渡
し
た
土
地
等
の
譲
渡
に
要
し
た
経
費
で

当
該
対
価
又
は
交
換
取
得
資
産
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

当
該
対
価
又
は
交
換
取
得
資
産
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
と
の
合
計
額
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
法
人
が
当
該
事
業
年
度
の
う
ち
同
一
の
年
に
属

た
金
額
と
の
合
計
額
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
法
人
が
当
該
事
業
年
度
の
う
ち
同
一
の
年
に
属

す
る
期
間
中
に
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
第
六
十
五
条

す
る
期
間
中
に
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
第
六
十
五
条

の
七
か
ら
第
六
十
五
条
の
九
ま
で
又
は
第
六
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
六
十
五
条
の
十
五
ま
で

の
七
か
ら
第
六
十
五
条
の
九
ま
で
又
は
第
六
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
六
十
五
条
の
十
五
ま
で

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
と
二
千
万
円
（
当
該
譲
渡

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
と
二
千
万
円
（
当
該
譲
渡

の
日
の
属
す
る
年
に
お
け
る
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
交
換
取
得
資
産
の
価
額

の
日
の
属
す
る
年
に
お
け
る
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
交
換
取
得
資
産
の
価
額

に
つ
き
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
、
又
は
損
金
の
額
に
算
入
す
る
金

に
つ
き
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
、
又
は
損
金
の
額
に
算
入
す
る
金

額
（
第
六
十
八
条
の
七
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
金
額
を
含
む
。

額
（
第
六
十
八
条
の
七
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
金
額
を
含
む
。

）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
当
該
譲
渡

）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
当
該
譲
渡

の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た

四

文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た

土
地
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
と
し

土
地
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
と

て
指
定
さ
れ
た
土
地
、
自
然
公
園
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
地
域
と
し
て

し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
、
自
然
公
園
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
地
域
と
し

指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
又
は
自
然
環
境
保
全
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
又
は
自
然
環
境
保
全
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

特
別
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
（
そ
の
設
立
に

り
特
別
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
（
そ
の
設
立

係
る
団
体
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
当
該
重
要
文
化

に
係
る
団
体
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
当
該
重
要
文

財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
又
は
当
該
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
土
地
又
は
当
該
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
と
し
て
指



四
八
頁

さ
れ
た
土
地
が
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
に
買

定
さ
れ
た
土
地
が
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
に

い
取
ら
れ
る
場
合
を
含
む
も
の
と
し
、
第
六
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
が
あ

買
い
取
ら
れ
る
場
合
を
含
む
も
の
と
し
、
第
六
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
が

る
場
合
を
除
く
。
）

あ
る
場
合
を
除
く
。
）

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特
別
控
除
）

（
特
定
住
宅
地
造
成
事
業
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
所
得
の
特
別
控
除
）

第
六
十
五
条
の
四

法
人
の
有
す
る
土
地
等
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と

第
六
十
五
条
の
四

法
人
の
有
す
る
土
地
等
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
当
該
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
譲

な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
当
該
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
譲

渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
交
換
取
得
資
産
」
と

渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
資
産
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
交
換
取
得
資
産
」
と

い
う
。
）
の
価
額
（
当
該
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
交
換
取
得
資
産
の
価
額
が
そ
の
譲
渡
し
た

い
う
。
）
の
価
額
（
当
該
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
交
換
取
得
資
産
の
価
額
が
そ
の
譲
渡
し
た

土
地
等
の
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
譲
渡
に
際

土
地
等
の
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
該
譲
渡
に
際

し
て
支
出
し
た
と
き
は
、
当
該
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
が
、
当
該
譲
渡

し
て
支
出
し
た
と
き
は
、
当
該
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
が
、
当
該
譲
渡

し
た
土
地
等
の
譲
渡
直
前
の
帳
簿
価
額
と
当
該
譲
渡
し
た
土
地
等
の
譲
渡
に
要
し
た
経
費
で

し
た
土
地
等
の
譲
渡
直
前
の
帳
簿
価
額
と
当
該
譲
渡
し
た
土
地
等
の
譲
渡
に
要
し
た
経
費
で

当
該
対
価
又
は
交
換
取
得
資
産
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

当
該
対
価
又
は
交
換
取
得
資
産
に
係
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
と
の
合
計
額
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
法
人
が
当
該
事
業
年
度
の
う
ち
同
一
の
年
に
属

た
金
額
と
の
合
計
額
を
超
え
、
か
つ
、
当
該
法
人
が
当
該
事
業
年
度
の
う
ち
同
一
の
年
に
属

す
る
期
間
中
に
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
第
六
十
五
条

す
る
期
間
中
に
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
土
地
等
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
第
六
十
五
条

の
七
か
ら
第
六
十
五
条
の
九
ま
で
又
は
第
六
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
六
十
五
条
の
十
五
ま
で

の
七
か
ら
第
六
十
五
条
の
九
ま
で
又
は
第
六
十
五
条
の
十
一
か
ら
第
六
十
五
条
の
十
五
ま
で

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
と
千
五
百
万
円
（
当
該
譲

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
と
千
五
百
万
円
（
当
該
譲

渡
の
日
の
属
す
る
年
に
お
け
る
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
交
換
取
得
資
産
の
価

渡
の
日
の
属
す
る
年
に
お
け
る
譲
渡
に
よ
り
取
得
し
た
対
価
の
額
又
は
交
換
取
得
資
産
の
価

額
に
つ
き
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
、
又
は
損
金
の
額
に
算
入
す
る

額
に
つ
き
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
、
又
は
損
金
の
額
に
算
入
す
る

金
額
（
第
六
十
八
条
の
七
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
金
額
を
含
む

金
額
（
第
六
十
八
条
の
七
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
し
た
金
額
を
含
む

。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
当
該
譲

。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
と
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
当
該
譲

渡
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

渡
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

一
～
二
十
二

（
略
）

一
～
二
十
二

（
略
）

二
十
三

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第

二
十
三

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
が
国
若
し
く
は
地
方

一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
土
地
が
国
若
し
く
は
地
方

公
共
団
体
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
又
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

公
共
団
体
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
又
は
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
し
た
区
域

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
特
別
保
護
地
区
と
し
て
指
定
し
た
区
域

内
の
土
地
の
う
ち
文
化
財
保
護
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
天
然
記
念
物
と
し
て

内
の
土
地
の
う
ち
文
化
財
保
護
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
天
然
記
念
物
と
し

指
定
さ
れ
た
鳥
獣
（
こ
れ
に
準
ず
る
鳥
を
含
む
。
）
の
生
息
地
で
国
若
し
く
は
地
方
公
共

て
指
定
さ
れ
た
鳥
獣
（
こ
れ
に
準
ず
る
鳥
を
含
む
。
）
の
生
息
地
で
国
若
し
く
は
地
方
公

団
体
に
お
い
て
そ
の
保
存
を
す
べ
き
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
国
若
し
く
は
地

共
団
体
に
お
い
て
そ
の
保
存
を
す
べ
き
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
国
若
し
く
は

方
公
共
団
体
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
第
六
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
前
条
第
一
項
第

地
方
公
共
団
体
に
買
い
取
ら
れ
る
場
合
（
第
六
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
前
条
第
一
項

四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

二
十
四
・
二
十
五

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）



四
九
頁



五
〇
頁

○
都
市
の
美
観
風
致
を
維
持
す
る
た
め
の
樹
木
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
二
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
樹
木
又
は
樹
木
の
集
団
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

３

第
一
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
樹
木
又
は
樹
木
の
集
団
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

な
い
。

な
い
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
、
第
百
十

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七

条
第
一
項
又
は
第
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た

十
条
第
一
項
又
は
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
又
は
仮
指
定
さ
れ
た

樹
木
又
は
樹
木
の
集
団

樹
木
又
は
樹
木
の
集
団

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）



五
一
頁

○
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
域
地
区
）

（
地
域
地
区
）

第
八
条

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
、
次
に
掲
げ
る
地
域
、
地
区
又
は
街
区

第
八
条

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
、
次
に
掲
げ
る
地
域
、
地
区
又
は
街
区

で
必
要
な
も
の
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

で
必
要
な
も
の
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の

十
五

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項

規
定
に
よ
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
規
定
に
よ
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

十
六

（
略
）

十
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
土
地
建
物
等
の
先
買
い
等
）

（
土
地
建
物
等
の
先
買
い
等
）

第
五
十
二
条
の
三

（
略
）

第
五
十
二
条
の
三

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
市
街
地
開

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
市
街
地
開

発
事
業
等
予
定
区
域
の
区
域
内
の
土
地
建
物
等
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

発
事
業
等
予
定
区
域
の
区
域
内
の
土
地
建
物
等
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
は
、
当
該

土
地
建
物
等
、
そ
の
予
定
対
価
の
額
（
予
定
対
価
が
金
銭
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ

土
地
建
物
等
、
そ
の
予
定
対
価
の
額
（
予
定
対
価
が
金
銭
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
時
価
を
基
準
と
し
て
金
銭
に
見
積
も
つ
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び

れ
を
時
価
を
基
準
と
し
て
金
銭
に
見
積
も
つ
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び

当
該
土
地
建
物
等
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
相
手
方
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を

当
該
土
地
建
物
等
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
相
手
方
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を

書
面
で
施
行
予
定
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
建
物
等
の
全
部

書
面
で
施
行
予
定
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
建
物
等
の
全
部

又
は
一
部
が
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
六
条
（
同
法

又
は
一
部
が
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
六
条
（
同
法

第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る

第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
土
地
の
先
買
い
等
）

（
土
地
の
先
買
い
等
）

第
五
十
七
条

（
略
）

第
五
十
七
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
事
業
予
定

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
事
業
予
定

地
内
の
土
地
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
（
土
地
及
び
こ
れ
に
定
着
す
る
建
築
物
そ
の

地
内
の
土
地
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
（
土
地
及
び
こ
れ
に
定
着
す
る
建
築
物
そ
の

他
の
工
作
物
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
当
該
土
地
、
そ
の
予
定
対

他
の
工
作
物
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
当
該
土
地
、
そ
の
予
定
対

価
の
額
（
予
定
対
価
が
金
銭
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
時
価
を
基
準
と
し
て
金

価
の
額
（
予
定
対
価
が
金
銭
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
時
価
を
基
準
と
し
て
金

銭
に
見
積
つ
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

銭
に
見
積
つ
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
相
手
方
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け

る
相
手
方
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
の
全
部
又
は
一
部
が
、
文
化
財
保
護
法
第
四
十
六
条

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
の
全
部
又
は
一
部
が
、
文
化
財
保
護
法
第
四
十
六
条



五
二
頁

（
同
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の

（
同
法
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け

で
あ
る
と
き
、
又
は
第
六
十
六
条
の
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後

る
も
の
で
あ
る
と
き
、
又
は
第
六
十
六
条
の
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過

に
お
け
る
当
該
公
告
に
係
る
都
市
計
画
事
業
を
施
行
す
る
土
地
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と

し
た
後
に
お
け
る
当
該
公
告
に
係
る
都
市
計
画
事
業
を
施
行
す
る
土
地
に
含
ま
れ
る
も
の
で

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
土
地
建
物
等
の
先
買
い
）

（
土
地
建
物
等
の
先
買
い
）

第
六
十
七
条

前
条
の
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
事
業
地
内
の

第
六
十
七
条

前
条
の
公
告
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
後
に
事
業
地
内
の

土
地
建
物
等
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
土
地
建
物
等
、
そ
の
予
定
対
価
の

土
地
建
物
等
を
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
土
地
建
物
等
、
そ
の
予
定
対
価
の

額
（
予
定
対
価
が
金
銭
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
時
価
を
基
準
と
し
て
金
銭
に

額
（
予
定
対
価
が
金
銭
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
時
価
を
基
準
と
し
て
金
銭
に

見
積
も
つ
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
土
地
建
物
等
を
譲
り
渡
そ
う

見
積
も
つ
た
額
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
当
該
土
地
建
物
等
を
譲
り
渡
そ
う

と
す
る
相
手
方
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
施
行
者
に
届
け
出
な
け
れ

と
す
る
相
手
方
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
書
面
で
施
行
者
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
建
物
等
の
全
部
又
は
一
部
が
文
化
財
保
護
法
第
四
十
六

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
土
地
建
物
等
の
全
部
又
は
一
部
が
文
化
財
保
護
法
第
四
十
六

条
（
同
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も

条
（
同
法
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受

の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

け
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



五
三
頁

○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出
義
務
）

（
土
地
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出
義
務
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
土
地
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を

２

前
項
の
規
定
は
、
同
項
に
規
定
す
る
土
地
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を

有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

有
償
で
譲
り
渡
そ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
六
条
（
同
法
第
八
十

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
六
条
（
同
法
第
五
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅

六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及

地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
七

び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

八
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

三
～
九

（
略
）

三
～
九

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）



五
四
頁

○
地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一
（
第
六
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
六
条
関
係
）

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

次
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
土
地
等
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

七

次
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
土
地
等
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
（
指
定
）
の

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
（
指
定
）
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
若
し
く
は
国
宝
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
（

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
若
し
く
は
国
宝
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ

項
（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
）
の
規
定
に
よ
り
指

れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
百
九
条
（
指
定
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
六
十
九
条
（
指
定
）
の
規
定
に
よ
り
指
定

史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
若
し
く
は
特
別
史
跡
、
特
別
名
勝
若
し
く
は
特
別

さ
れ
た
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
若
し
く
は
特
別
史
跡
、
特
別
名
勝
若
し
く

天
然
記
念
物
、
同
法
第
百
八
十
二
条
第
二
項
（
地
方
公
共
団
体
の
事
務
）
の
規
定
に
基

は
特
別
天
然
記
念
物
、
同
法
第
九
十
八
条
第
二
項
（
地
方
公
共
団
体
の
事
務
）
の
規
定

づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
文
化
財
又
は
同
法
附
則
第
四
条
第
一
項
（
法
令

に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
文
化
財
又
は
同
法
第
百
十
六
条
第
一
項
（

廃
止
に
伴
う
経
過
規
定
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧

法
令
廃
止
に
伴
う
経
過
規
定
）
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
条
第
一

る
旧
重
要
美
術
品
等
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
二
条

項
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
物
件
の
う
ち
、
建
造
物
、
遺
跡
、
名
勝
地
そ
の
他
こ
れ

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
物
件
の
う
ち
、
建
造
物
、
遺
跡
、
名
勝
地
そ
の
他

ら
に
類
す
る
も
の

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

ロ

文
化
財
保
護
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

ロ

文
化
財
保
護
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
伝
統
的
建
造
物
群
保

地
区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

存
地
区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

区
若
し
く
は
同
法
第
百
四
十
四
第
一
項
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
）

地
区
若
し
く
は
同
法
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
古
都
に
お
け
る
歴
史

選
定
）
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
古
都
に
お
け

的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
六
条
第
一

る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
一
号
）
第
六

項
（
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

条
第
一
項
（
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
）
の
規
定
に
よ
り
定
め

歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
又
は
明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活

ら
れ
た
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
又
は
明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及

環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
第

び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
第

一
項
（
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
及
び
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に
関
す
る

三
条
第
一
項
（
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
及
び
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
に

都
市
計
画
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
若
し
く
は
第

関
す
る
都
市
計
画
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
第
一
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
若
し

二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
の
区
域
内
に
あ
る
土
地

く
は
第
二
種
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
の
区
域
内
に
あ
る
土
地

八
～
二
十
五

（
略
）

八
～
二
十
五

（
略
）



五
五
頁

○
文
化
財
の
不
法
な
輸
出
入
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
内
文
化
財
」
と
は
、
条
約
第
一
条

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
分

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
内
文
化
財
」
と
は
、
条
約
第
一
条

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
分

(a)

(k)

(a)

(k)

類
に
属
す
る
物
件
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二

類
に
属
す
る
物
件
の
う
ち
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一

規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に

項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の

基
づ
き
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
い
う
。

規
定
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
い
う
。

（
届
出
の
公
示
等
）

（
届
出
の
公
示
等
）

第
五
条

文
化
庁
長
官
は
、
国
内
文
化
財
に
つ
い
て
文
化
財
保
護
法
第
三
十
三
条
（
同
法
第
八

第
五
条

文
化
庁
長
官
は
、
国
内
文
化
財
に
つ
い
て
文
化
財
保
護
法
第
三
十
三
条
（
同
法
第
五

十
条
、
第
百
十
八
条
及
び
第
百
二
十
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

十
六
条
の
十
二
、
第
七
十
三
条
の
二
及
び
第
七
十
五
条
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

（
亡
失
又
は
盗
難
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す

定
に
よ
る
届
出
（
亡
失
又
は
盗
難
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

る
と
と
も
に
、
当
該
国
内
文
化
財
が
条
約
第
七
条

に
規
定
す
る
施
設
か
ら
盗
取
さ
れ
た

官
報
で
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
国
内
文
化
財
が
条
約
第
七
条

に
規
定
す
る
施
設
か

(b)
(i)

(b)
(i)

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
外
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

ら
盗
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
外
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）



五
六
頁

○
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
の
除
外
）

（
適
用
の
除
外
）

第
六
十
九
条

第
六
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

第
六
十
九
条

第
六
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

適
用
し
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

文
化
財
保
護
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
あ
る
建
築

三

文
化
財
保
護
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
あ
る
建

物

築
物

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



五
七
頁

○
文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
文
化
審
議
会
）

（
文
化
審
議
会
）

第
三
十
条

文
化
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
十
条

文
化
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
七
条
第
三
項
、
著
作

五

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
七
条
第
三
項
、
著
作

権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
、
万
国
著
作
権
条
約
の
実
施
に
伴
う
著
作
権

権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
、
万
国
著
作
権
条
約
の
実
施
に
伴
う
著
作
権

法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
四
項
、
著
作

法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
四
項
、
著
作

権
等
管
理
事
業
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第
四
項
、
文
化
財

権
等
管
理
事
業
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第
四
項
、
文
化
財

保
護
法
第
百
五
十
三
条
及
び
文
化
功
労
者
年
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
五
号

保
護
法
第
八
十
四
条
及
び
文
化
功
労
者
年
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）

）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

附

則

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

（
文
化
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

（
文
化
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

３

文
化
審
議
会
は
、
第
三
十
条
に
定
め
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ほ
か
、
当
分
の
間
、
文
化
財

３

文
化
審
議
会
は
、
第
三
十
条
に
定
め
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ほ
か
、
当
分
の
間
、
文
化
財

保
護
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る

保
護
法
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る

。

。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）
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（
補
助
等
に
係
る
重
要
文
化
財
譲
渡
の
場
合
の
納
付
金
）

第
四
十
二
条

国
が
修
理
又
は
滅
失
、
き
損
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
の
措
置
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
、
「
修
理
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規

、

定
に
よ
り
補
助
金
を
交
付
し
、
又
は
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
三
十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
費
用
を
負
担
し
た
重
要
文
化
財
の
そ

の
当
時
に
お
け
る
所
有
者
又
は
そ
の
相
続
人
、
受
遺
者
若
し
く
は
受
贈
者
（
第
二
次
以
下
の
相
続
人
、
受
遺
者
又
は
受
贈
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
、
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
補
助
又
は
費
用
負
担
に
係
る
修
理
等
が
行
わ
れ
た
後
当
該
重
要
文
化
財
を
有
償
で
譲
り
渡
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
補
助
金
又
は
負
担
金
の
額
（
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
所
有
者
か
ら
徴
収
し

た
部
分
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
計
額
か
ら
当
該
修
理
等
が
行
わ
れ
た
後
重
要
文
化
財
の
修
理
等
の
た
め
自
己
の
費
し
た
金

額
を
控
除
し
て
得
た
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
、
「
納
付
金
額
」
と
い
う
。
）
を
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
～
７

（
略
）

（
有
形
文
化
財
の
登
録
）

第
五
十
六
条
の
二

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財
（
第
九
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く

。
）
で
建
造
物
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿

に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

３

文
化
財
登
録
原
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
そ
の
他
文
化
財
登
録
原
簿
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
告
示
、
通
知
及
び
登
録
証
の
交
付
）

第
五
十
六
条
の
二
の
二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
登
録
を
さ
れ
た
有
形
文
化

財
（
以
下
「
登
録
有
形
文
化
財
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
に
通
知
す
る
。

２

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
官
報
の
告
示
が
あ
つ
た
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者

に
対
し
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
当
該
所
有
者
に
到
達
し
た
時
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

３

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
登
録
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



- 3 -

４

登
録
証
に
記
載
す
べ
き
事
項
そ
の
他
登
録
証
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
の
抹
消
）

第
五
十
六
条
の
二
の
三

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
と
き
、
又
は
第
九
十
八

条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
抹
消
す
る
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
そ
の
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合
そ
の
他
特
殊
の
事
由
が
あ
る
と
き
は

、
そ
の
登
録
を
抹
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
抹
消
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
に
通
知
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
に
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

第
三
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
所
有
者
は
、
三
十
日
以
内
に
登
録
証
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
）

第
五
十
六
条
の
二
の
四

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
は
、
こ
の
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
文
部
科
学
省
令
に
従
い
、
登
録
有
形
文
化
財
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
専
ら
自
己
に
代
わ
り
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

文
化
庁
長
官
は
、
登
録
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
所
有
者
が
判
明
せ
ず
、
又
は
所
有
者
若
し
く
は
管
理
責
任
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適
当
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
旨
の
関
係
地
方
公
共
団
体
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
て
、
適
当
な
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の

法
人
を
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
な
管
理
（
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
保
存
の
た
め
必
要
な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
登
録
有
形
文

化
財
の
所
有
者
の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
を
含
む
。
）
を
行
う
団
体
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
管
理
団
体
」
と
い
う
。
）
に
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

４

登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
に
は
、
第
三
十
一
条
第
三
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
二
条
の
三
及
び
第
三
十
二
条
の

四
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
責
任
者
及
び
管
理
団
体
に
は
、
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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（
登
録
有
形
文
化
財
の
滅
失
又
は
き
損
）

第
五
十
六
条
の
二
の
五

登
録
有
形
文
化
財
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
所
有
者
（
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

者
）
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
事
実
を
知
つ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
修
理
）

第
五
十
六
条
の
二
の
六

登
録
有
形
文
化
財
の
修
理
は
、
所
有
者
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
管
理
団
体
が
行
う
も
の
と
す
る
。

２

管
理
団
体
が
修
理
を
行
う
場
合
に
は
、
第
三
十
二
条
の
二
第
五
項
、
第
三
十
二
条
の
四
及
び
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
変
更
の
届
出
等
）

第
五
十
六
条
の
二
の
七

登
録
有
形
文
化
財
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
維
持
の
措
置
若
し
く
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
又

は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
現
状
の
変
更
を
内
容
と
す
る
命
令
に
基
づ
く
措
置
を
執
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

３

登
録
有
形
文
化
財
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
届
出
に
係
る
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
の
変
更
に
関
し
必
要
な
指
導

、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
又
は
修
理
に
関
す
る
技
術
的
指
導
）

第
五
十
六
条
の
二
の
八

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
登
録
有
形
文

化
財
の
管
理
又
は
修
理
に
関
し
技
術
的
指
導
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
）

第
五
十
六
条
の
二
の
九

登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
は
、
所
有
者
が
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
管
理
団
体
が
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
及
び
管
理
団
体
以
外
の
者
が
、
所
有
者
（
管
理
団
体
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
）
の
同
意
を
得
て
、
登
録
有
形
文

化
財
を
公
開
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

３

管
理
団
体
が
行
う
登
録
有
形
文
化
財
の
公
開
に
は
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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４

登
録
有
形
文
化
財
の
活
用
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
又
は
管
理
団
体
に
対
し
、
登
録
有
形
文
化
財
の
公

開
及
び
当
該
公
開
に
係
る
登
録
有
形
文
化
財
の
管
理
に
関
し
、
必
要
な
指
導
又
は
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
有
形
文
化
財
の
現
状
等
の
報
告
）

第
五
十
六
条
の
二
の
十

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
、
管
理
責
任
者
又
は
管
理
団
体
に
対
し
、
登
録
有
形
文
化

財
の
現
状
又
は
管
理
若
し
く
は
修
理
の
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
所
有
者
変
更
に
伴
う
登
録
証
の
引
渡
し
）

第
五
十
六
条
の
二
の
十
一

登
録
有
形
文
化
財
の
所
有
者
が
変
更
し
た
と
き
は
、
旧
所
有
者
は
、
当
該
登
録
有
形
文
化
財
の
引
渡
し
と
同
時
に
そ
の
登
録
証
を
新
所
有

者
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
）

第
五
十
六
条
の
十

文
部
科
学
大
臣
は
、
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
う
ち
特
に
重
要
な
も

の
を
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
指
定
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原

に
基
く
占
有
者
に
通
知
し
て
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
相
手
方
が
著
し
く
多
数
で
個
別
に
通
知
し
難
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
代

え
て
、
そ
の
通
知
す
べ
き
事
項
を
当
該
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
在
地
の
市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
町
村
の
事
務

所
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
時
に
前
項
の
規

定
に
よ
る
通
知
が
相
手
方
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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５

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
官
報
の
告
示
が
あ
つ
た
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
但
し
、
当
該
特
別
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
権
原
に
基
く
占
有
者
に
対
し
て
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
到
達
し
た
時
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
通
知
が
到
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
時
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

６

（
略
）

（
仮
指
定
）

第
七
十
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
前
に
お
い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
仮
指

定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
所
有
権
等
の
尊
重
及
び
他
の
公
益
と
の
調
整
）

第
七
十
条
の
二

文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
第
六
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

仮
指
定
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
特
に
、
関
係
者
の
所
有
権
、
鉱
業
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
又
は
文
化
庁
長
官
は
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
係
る
自
然
環
境
の
保
護
及
び
整
備
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
に
対
し

、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
化
庁
長
官
が
意
見
を
述
べ
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
自
然
環
境
の
保
護
の
見
地
か
ら
価
値
の
高
い
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣

に
対
し
、
又
は
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
管
理
団
体
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

第
七
十
一
条
の
二

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
、
所
有
者
が
な
い
か
若
し
く
は
判
明
し
な
い
場
合
又
は
所
有
者
若
し
く
は
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選

任
さ
れ
た
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困
難
若
し
く
は
不
適
当
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
適
当
な
地
方

公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
を
指
定
し
て
、
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要
な
管
理
及
び
復
旧
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の
た
め
必
要

な
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
物
件
で
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
の
所
有
又
は
管
理
に
属
す
る
も
の
の
管
理
及
び
復
旧
を
含
む
。
）
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
に
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
指
定
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
く
占
有
者
並
び
に
指
定
し
よ

う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
に
通
知
し
て
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
は
、
第
六
十
九
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
七
十
二
条

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
「
管
理
団
体
」
と
い

う
。
）
は
、
文
部
科
学
省
令
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
標
識
、
説
明
板
、
境
界
標
、
囲
さ
く
そ
の
他
の
施
設
を
設
置
し
な

、
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
地
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
管
理
団
体
は
、
文
部
科
学

省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

管
理
団
体
が
復
旧
を
行
う
場
合
は
、
管
理
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
復
旧
の
方
法
及
び
時
期
に
つ
い
て
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
（
所
有
者
が

判
明
し
な
い
場
合
を
除
く
。
）
及
び
権
原
に
基
く
占
有
者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
管
理
団
体
が
行
う
管
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
そ
の
管
理
若
し
く
は
復
旧
の
た
め
必

要
な
措
置
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
七
十
二
条
の
二

管
理
団
体
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
要
す
る
費
用
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
管
理
団
体
の
負
担
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
管
理
団
体
と
所
有
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
管
理
団
体
が
行
う
管
理
又
は
復
旧
に
よ
り
所
有
者
の
受
け
る
利
益
の
限
度
に
お
い
て
、
管
理
又
は
復

旧
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
所
有
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

３

管
理
団
体
は
、
そ
の
管
理
す
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
つ
き
観
覧
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
三
条

管
理
団
体
が
行
う
管
理
又
は
復
旧
に
よ
つ
て
損
失
を
受
け
た
者
に
対
し
て
は
、
当
該
管
理
団
体
は
、
そ
の
通
常
生
ず
べ
き
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
補
償
の
額
は
、
管
理
団
体
（
管
理
団
体
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
）
が
決
定
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
額
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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４

前
項
で
準
用
す
る
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
訴
え
に
お
い
て
は
、
管
理
団
体
を
被
告
と
す
る
。

第
七
十
三
条
の
二

管
理
団
体
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
を
、
管
理
団
体
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
は
、
第
三

十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
管
理
団
体
が
指
定
さ
れ
、
又
は
そ
の
指
定
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
所
有
者
に
よ
る
管
理
及
び
復
旧
）

第
七
十
四
条

管
理
団
体
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
所
有
者
は
、
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
及
び
復
旧
に
当
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
当
る
所
有
者
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
適
当
な
者
を
も
つ
ぱ
ら
自
己
に
代
り
当
該
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
の
管
理
の
責
に
任
ず
べ
き
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
第

三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
七
十
五
条

所
有
者
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
並
び
に
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
二

項
に
つ
い
て
は
、
管
理
責
任
者
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
の
規
定
を
、
所
有
者
が
行
う
管
理
及
び
復
旧
に
は
、
第
三
十
五
条
及
び
第
四
十
七
条
の
規
定
を
、
所
有
者

が
変
更
し
た
場
合
の
権
利
義
務
の
承
継
に
は
、
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
を
、
管
理
責
任
者
が
行
う
管
理
に
は
、
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
二

条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
七
条
第
四
項
及
び
第
七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
）

第
八
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一
の
二

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
及
び
そ
の
登
録
の
抹
消
（
第
五
十
六
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
抹
消
を
除
く
。
）

二
～
九

（
略
）

２

（
略
）

（
不
服
申
立
て
の
手
続
に
お
け
る
意
見
の
聴
取
）

第
八
十
五
条
の
三

次
に
掲
げ
る
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
又
は
異
議
申
立
て
に
対
す
る
裁
決
又
は
決
定
（
却
下
の
裁
決
又
は
決
定
を
除
く
。
）
は
、
審
査
請
求
又
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は
異
議
申
立
て
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
審
査
請
求
人
若
し
く
は
異
議
申
立
人
及
び
参
加
人
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
の
出
頭
を
求
め
て
、
公
開
に

よ
る
意
見
の
聴
取
を
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
団
体
の
指
定

２

（
略
）

第
九
十
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
は
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

三

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
全
部
又
は
一
部
が
滅
失
し
、
き
損
し
、
若
し
く
は
衰
亡
し
、
又
は
こ
れ

を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
。

四
・
五

（
略
）

六

所
管
に
属
す
る
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、
又
は
こ
れ
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
九
十
一
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
文
化
庁
長
官
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

第
九
十
二
条

文
化
庁
長
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
を
通
じ
各
省
各
庁
の
長
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
必
要
な
勧
告
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

二

所
管
に
属
す
る
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
修
理
若
し
く
は
復
旧
又
は
滅
失
、
き
損
、
衰
亡
若
し
く
は
盗
難
の
防
止
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の
措
置

三
・
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

○

国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）

（
国
有
財
産
の
分
類
及
び
種
類
）

第
三
条

（
略
）

２

行
政
財
産
と
は
、
次
に
掲
げ
る
種
類
の
財
産
を
い
う
。

一

公
用
財
産

国
に
お
い
て
国
の
事
務
、
事
業
又
は
そ
の
職
員
（
国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
二
号
の
職
員
を
い
う
。

）
の
住
居
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
も
の

二

公
共
用
財
産

国
に
お
い
て
直
接
公
共
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
も
の

三

皇
室
用
財
産

国
に
お
い
て
皇
室
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
も
の

四

企
業
用
財
産

国
に
お
い
て
国
の
企
業
又
は
そ
の
企
業
に
従
事
す
る
職
員
の
住
居
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
も
の

３
・
４

（
略
）

（
異
な
る
会
計
間
の
所
管
換
等
）

第
十
五
条

国
有
財
産
を
、
所
属
を
異
に
す
る
会
計
の
間
に
お
い
て
、
所
管
換
若
し
く
は
所
属
替
を
し
、
又
は
所
属
を
異
に
す
る
会
計
を
し
て
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、

当
該
会
計
間
に
お
い
て
有
償
と
し
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
国
に
お
い
て
直
接
公
共
の
用
に
供
す
る
目
的
を
も
つ
て
こ
れ
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該

財
産
の
価
額
が
政
令
で
定
め
る
金
額
に
達
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

○

景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
（
抄
）
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（
景
観
計
画
）

第
八
条

（
略
）

２

景
観
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

景
観
計
画
の
区
域
（
以
下
「
景
観
計
画
区
域
」
と
い
う
。
）

二
～
六

（
略
）

３
～

（
略
）

10

第
六
十
一
条

市
町
村
は
、
都
市
計
画
区
域
又
は
準
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
の
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
に
、

景
観
地
区
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）





三

当
該
認
可
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

四

当
該
認
可
に
係
る
行
為
の
内
容
並
び
に
そ
の
開
始
及
び
終
了
の
時
期

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
）

第
三
条

文
化
庁
長
官
が
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
協
議
は
、
同
項
に
規
定
す
る

勧
告
又
は
命
令
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
の
円
滑
な
実
施
又
は
農
林
水
産

業
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
又
は
産
業
を
所

管
す
る
各
省
各
庁
の
長
と
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
（
法
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
三

第
一
項
又
は
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
一
項
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中

「
第
五
十
六
条
の
十
四
、
第
七
十
三
条
の
二
、
第
七
十
五
条
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
三
条
、
第
百
十
八
条

、
第
百
二
十
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
四
、
第
七
十
六
条
第
二
項
（
法
第
九
十
五
条
第
五



項
」
を
「
第
八
十
三
条
、
第
百
二
十
一
条
第
二
項
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
、
「
）
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
」
を

「
）
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
二
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
第
八
十
条
第
三
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
六
」
を
「
第

八
十
五
条
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
八
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
七
条

第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七

条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
九
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
九
十
三
条

第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
九
十
三

条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
九
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
九
十

五
条
第
五
項
」
を
「
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中
「
第
八
十
条
」
を
「
第
百
二
十
五
条
」
に

改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
七
十
二
条
第
一
項
（
法
第
七
十
五
条
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
百
十
五
条
第
一
項
（
法
第

百
二
十
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
十
二
条
（
法
第
九
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
百

三
十
条
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
百
三
十
一
条
」
に
、
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第

百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



第
六
条
第
一
項
中
「
第
百
条
第
一
項
」
を
「
第
百
八
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
六
」
を
「
第
八
十
五
条

」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
七
項
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
中
「
第
百
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項

を
附
則
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）
」
を
付
す
る
。

附
則
第
八
項
中
「
第
百
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
九
項
を
附
則
第
四
項
と
し
、
附
則
第
十
項
を
附
則
第
五
項
と
す
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
第
百
二
十
二
条
第
五
項
」
を
「
附
則
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
六
項
と
す
る
。

附
則
第
十
二
項
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
九
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を

附
則
第
七
項
と
す
る
。

（
国
有
財
産
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
有
財
産
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
七
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百



九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号

二

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

三

飛
鳥
地
方
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
及
び
文
化
財
の
保
存
等
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等

の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
事
業
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
本
則

（
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
に
関
す
る
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
及
び
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
）

第
四
条

鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
に
関
す
る
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
及
び
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭

和
二
十
七
年
政
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
項
中
「
第
百
十
五
条
第
四
項
及
び
第
百
十
六
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
三
条
第
四
項
及
び
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。



（
農
地
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

農
地
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
四
号
中
「
第
八
十
条
及
び
第
八
十
一
条
」
を
「
第
百
二
十
五
条
及
び
第
百
二
十
八
条
」
に
改
め
る
。

（
都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
登
録
有
形
文
化
財
」
の
下
に
「
、
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
若
し
く
は
登
録
記
念
物
」
を
加

え
る
。

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
五
第
二
十
六
号
中
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
第
一
項
」
を
「

第
百
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
十
八
条
第
二
項

」
を
「
第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
八
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
、
「
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条



第
一
項
、
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
、
第
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」

に
、
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
ニ

中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
を
「

(2)

第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十

条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
ニ
中
「
第
五
十
七

条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一

項
」
を
「
第
百
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
九
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
七
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
七
条
第
一

項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を



「
第
百
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
十
三
号
）
第
三
条
第
二
十
八
号

二

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号
）
第
七
条
第
二
十
八
号

三

都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号
）
第
三
条
第
三
十
四
号

（
新
都
市
基
盤
整
備
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

新
都
市
基
盤
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
七
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
十
条
第
一

項
」
に
改
め
、
「
）
の
所
在
す
る
土
地
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
文
化

的
景
観
を
構
成
す
る
土
地
」
を
加
え
、
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
十
八
条

第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
地
価
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

地
価
税
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
六
十
九
条
」
を
「
第
百
九
条
」
に
、
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
二
条
第
二



項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
四
第

一
項
」
を
「
第
百
四
十
四
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「

第
百
五
条
第
一
項
」
を
「
第
百
九
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
六

年
政
令
第
三
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
条

第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
十
号
中
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二

十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
を
「



第
百
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
景
観
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
第
八
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第

八
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
十
条
第
一
項
」
を
「
第
百
六
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
九
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
百

六
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
五
号
中
「
第
八
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
条
第
一
号
中
「
記
念
物
」
の
下
に
「
及
び
文
化
的
景
観
」
を
加
え
る
。



（
文
化
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

文
化
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
の
表
文
化
財
分
科
会
の
項
中
「
第
八
十
四
条
」
を
「
第
百
五
十
三
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
百
十
六
条
第
二
項
」
を
「
附
則
第
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



一
頁

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
要
綱

第
一

文
化
財
保
護
法
施
行
令
の
一
部
改
正

一

文
化
財
保
護
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勧
告
又
は
命
令
に
関
し
、
文
化
庁
長
官
が
同
項
に
規
定
す
る
協
議

を
行
う
各
省
各
庁
の
長
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
関
係
）

二

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
二

都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正

都
市
公
園
に
公
園
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
る
建
築
物
で
一
定
の
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
登
録

有
形
民
俗
文
化
財
及
び
登
録
記
念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た
建
築
物
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
関
係
）

第
三

新
都
市
基
盤
整
備
法
施
行
令
の
一
部
改
正

新
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
施
行
者
が
収
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
土
地
の
面
積
の
算
出
に
当
た
っ
て
の
学
術
上
又
は
宗
教
上

特
別
な
価
値
の
あ
る
土
地
と
し
て
、
重
要
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
土
地
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
関
係
）

第
四

文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
改
正

文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
の
所
掌
事
務
に
文
化
的
景
観
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
事
務
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
百



二
頁

十
条
関
係
）

第
五

そ
の
他

文
化
財
保
護
法
に
お
い
て
条
文
の
枝
番
号
を
整
理
し
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う

こ
と
。

第
六

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。



文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
新
旧
対
照
表
（
目
次
）

○
文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

1

○
国
有
財
産
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

7

○
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

8

○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

9

○
飛
鳥
地
方
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
及
び
文
化
財
の
保
存
等
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の

特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
事
業
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

10

○
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
に
関
す
る
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
及
び
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政
令

（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
十
九
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

11

○
農
地
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
五
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

12

○
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

13

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

14

○
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

15

○
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
十
三
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

16

○
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

17

○
都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

18

○
新
都
市
基
盤
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
一
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

19

○
地
価
税
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

20

○
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
三
百
十
一
号

・
・
・
・
・

）

22

○
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

23

○
景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

24

○
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
三
十
六
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

25

○
文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

26

○
文
化
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

27



一
頁

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
新
旧
対
照
表

○
文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

（
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
）

第
一
条

文
化
財
保
護
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

第
一
条

文
化
財
保
護
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定

法
人
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
、
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式

め
る
法
人
は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
、
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
、
九
州
旅
客
鉄
道

会
社
、
港
務
局
、
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
地
方
住
宅
供
給
公
社

株
式
会
社
、
港
務
局
、
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
地
方
住
宅
供
給

、
地
方
道
路
公
社
、
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

公
社
、
地
方
道
路
公
社
、
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
、
独
立
行
政
法
人
科
学

振
興
機
構
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

技
術
振
興
機
構
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

業
技
術
総
合
開
発
機
構
、
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
、
独
立
行

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
、
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
、
独

政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援

、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
、
独
立
行
政
法
人
緑
資
源

機
構
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
、
独
立
行
政
法
人
緑

機
構
、
独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
土
地
開

資
源
機
構
、
独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
、
土

発
公
社
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
日
本
貨
物
鉄
道
株
式

地
開
発
公
社
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
日
本
貨
物
鉄
道

会
社
、
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
、
日
本
原
子
力
研
究
所
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
日
本

株
式
会
社
、
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
、
日
本
原
子
力
研
究
所
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、

道
路
公
団
、
日
本
放
送
協
会
、
日
本
郵
政
公
社
、
年
金
資
金
運
用
基
金
、
阪
神
高
速
道
路
公

日
本
道
路
公
団
、
日
本
放
送
協
会
、
日
本
郵
政
公
社
、
年
金
資
金
運
用
基
金
、
阪
神
高
速
道

団
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

路
公
団
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
本
州
四
国
連
絡
橋

及
び
地
方
公
共
団
体
の
全
額
出
資
に
係
る
法
人
で
文
化
庁
長
官
の
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

公
団
及
び
地
方
公
共
団
体
の
全
額
出
資
に
係
る
法
人
で
文
化
庁
長
官
の
指
定
す
る
も
の
と
す

る
。

（
法
第
百
二
十
六
条
の
政
令
で
定
め
る
処
分
等
）

（
法
第
八
十
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
処
分
）

第
二
条

法
第
百
二
十
六
条
の
政
令
で
定
め
る
処
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条

法
第
八
十
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
処
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
認
可
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が
法
第

百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
認
可
の
別

二

当
該
認
可
に
係
る
区
域

三

当
該
認
可
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名

四

当
該
認
可
に
係
る
行
為
の
内
容
並
び
に
そ
の
開
始
及
び
終
了
の
時
期



二
頁

（
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
）

（
関
係
行
政
庁
に
よ
る
通
知
事
項
）

第
三
条

文
化
庁
長
官
が
法
第
百
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る

第
三
条

前
条
各
号
に
掲
げ
る
認
可
の
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
が

協
議
は
、
同
項
に
規
定
す
る
勧
告
又
は
命
令
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の

法
第
八
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
通
知
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
の
円
滑
な
実
施
又
は
農
林
水
産
業
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産
業

一

前
条
各
号
に
掲
げ
る
認
可
の
別

の
振
興
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
又
は
産
業
を
所
管
す

二

当
該
認
可
に
係
る
区
域

る
各
省
各
庁
の
長
と
行
う
も
の
と
す
る
。

三

当
該
認
可
を
受
け
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名

四

当
該
認
可
に
係
る
行
為
の
内
容
並
び
に
そ
の
開
始
及
び
終
了
の
時
期

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
お
け
る
現
状
変
更
の
規
制
の
基
準
）

（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
お
け
る
現
状
変
更
の
規
制
の
基
準
）

第
四
条

法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

第
四
条

法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

政
令
で
定
め
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
保
存
地
区
」
と
い
う
。
）
内
に
お
け

の
政
令
で
定
め
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
「
保
存
地
区
」
と
い
う
。
）
内
に
お

る
現
状
変
更
の
規
制
の
基
準
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

け
る
現
状
変
更
の
規
制
の
基
準
に
関
し
て
は
、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
）

（
都
道
府
県
又
は
市
の
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
事
務
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が

第
五
条

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が

行
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
の
価
値
が
特
に
高
い

行
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
の
価
値
が
特
に
高
い

と
認
め
ら
れ
る
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
、
文
化
庁
長
官
が
そ
の
保
護
上
特
に
必
要
が
あ
る
と

と
認
め
ら
れ
る
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
、
文
化
庁
長
官
が
そ
の
保
護
上
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
自
ら
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

認
め
る
と
き
は
、
自
ら
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
（
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
受
理
及
び
法
第
九
十
四
条
第
一
項
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受

出
の
受
理
及
び
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
又
は
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

理
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

通
知
の
受
理
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一

法
第
三
十
五
条
第
三
項
（
法
第
八
十
三
条
、
第
百
十
八
条
、
第
百
二
十
条
及
び
第
百
七

一

法
第
三
十
五
条
第
三
項
（
法
第
五
十
六
条
の
十
四
、
第
七
十
三
条
の
二
、
第
七
十
五
条

十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
揮
監
督
（
管
理

及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
揮
監

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
法
第
三
十
六
条
第
三
項
（
法
第
八
十
三
条
、
第
百
二
十

督
（
管
理
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
法
第
三
十
六
条
第
三
項
（
法
第
五
十
六
条
の

一
条
第
二
項
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

十
四
、
第
七
十
六
条
第
二
項
（
法
第
九
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の
二
第
二
項

。
）
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
六
条
の

及
び
第
百
二
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

二
第
二
項
及
び
第
八
十
一
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
五
条
第
三
項
の

指
揮
監
督

規
定
に
よ
る
指
揮
監
督

二

法
第
四
十
三
条
第
四
項
（
法
第
百
二
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

二

法
第
四
十
三
条
第
四
項
（
法
第
八
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

。
）
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
（
以
下
「
現
状
変
更
等

の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
（
以
下
「
現
状
変
更
等
」
と

」
と
い
う
。
）
の
停
止
命
令
（
文
化
庁
長
官
が
許
可
し
た
現
状
変
更
等
に
係
る
も
の
に
限

い
う
。
）
の
停
止
命
令
（
文
化
庁
長
官
が
許
可
し
た
現
状
変
更
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。

る
。
）

）

三

法
第
五
十
一
条
第
五
項
（
法
第
五
十
一
条
の
二
（
法
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る

三

法
第
五
十
一
条
第
五
項
（
法
第
五
十
一
条
の
二
（
法
第
五
十
六
条
の
十
六
に
お
い
て
準

場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
六
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。



三
頁

る
公
開
の
停
止
命
令
（
公
開
に
係
る
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
が
当
該
都

）
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
停
止
命
令
（
公
開
に
係
る
重
要
文
化
財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文

道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
法
第
八
十
四
条
第
二
項

化
財
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
法
第
五

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
の
停
止
命
令

十
六
条
の
十
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
開

の
停
止
命
令

四

（
略
）

四

（
略
）

五

法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指

五

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指

示
及
び
命
令
、
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規

示
及
び
命
令
、
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項

定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

の
規
定
に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

、
法
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通

勧
告
、
法
第
五
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定

知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

に
よ
る
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
勧

告

２

法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

２

法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

の
受
理
、
法
第
九
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

届
出
の
受
理
、
法
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
、
法
第
五
十
七
条
の
五
第

よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条
第
三
項
の
規
定

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条

に
よ
る
意
見
の
聴
取
、
同
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
及
び
同
条
第

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
、
同
条
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延

八
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
つ
い
て
の
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県

長
及
び
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
つ
い
て
の
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
教
育
委
員
会
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の

は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の

百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に

発
掘
又
は
遺
跡
の
発
見
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
の
教
育
委
員
会
）
が
行

お
け
る
土
地
の
発
掘
又
は
遺
跡
の
発
見
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
の
教
育

う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
の
価
値
が
特
に
高
い
と

委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
の
価
値

認
め
ら
れ
る
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
、
文
化
庁
長
官
が
そ
の
保
護
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
、
文
化
庁
長
官
が
そ
の
保
護
上
特
に
必

め
る
と
き
は
、
自
ら
こ
れ
ら
の
事
務
（
法
第
九
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
自
ら
こ
れ
ら
の
事
務
（
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
法
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

て
準
用
す
る
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
及
び
法
第
五
十
七
条
の
五

出
の
受
理
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

３

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
第
一

３

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
第
一

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
が
指

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
が
指

定
都
市
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
指
定
都

定
都
市
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
指
定
都

市
等
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
、
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ

市
等
」
と
い
う
。
）
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
、
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ

て
は
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
お
い
て
公
開
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
公
開
に
係
る
重
要
文

て
は
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
お
い
て
公
開
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
公
開
に
係
る
重
要
文

化
財
が
当
該
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
存
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

化
財
が
当
該
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
存
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。

指
定
都
市
等
の
教
育
委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
五
十
四
条
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

三

法
第
五
十
四
条
（
法
第
九
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

び
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
に
係
る

第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
に
係
る
法

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
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４

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
第
一

４

次
に
掲
げ
る
文
化
庁
長
官
の
権
限
に
属
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
第
一

号
イ
か
ら
ト
ま
で
及
び
リ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
が
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合

号
イ
か
ら
ト
ま
で
及
び
リ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
が
市
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合

、
同
号
チ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
を
行
う
動
物
園
又
は
水
族
館
が
市
の
区
域
内
に
存
す
る
場

、
同
号
チ
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
を
行
う
動
物
園
又
は
水
族
館
が
市
の
区
域
内
に
存
す
る
場

合
並
び
に
同
号
ヌ
に
規
定
す
る
指
定
区
域
が
市
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

合
並
び
に
同
号
ヌ
に
規
定
す
る
指
定
区
域
が
市
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
市
の
教
育
委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。

該
市
の
教
育
委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
（
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
史
跡
名
勝

一

次
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
（
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
史
跡
名
勝

天
然
記
念
物
の
指
定
に
係
る
地
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第

天
然
記
念
物
の
指
定
に
係
る
地
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第

百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
停
止
命
令

八
十
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
及
び
そ
の
取
消
し
並
び
に
停
止
命
令

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

法
第
百
十
五
条
第
一
項
（
法
第
百
二
十
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準

ニ

法
第
七
十
二
条
第
一
項
（
法
第
七
十
五
条
及
び
第
九
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
施
設

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
施
設
の

の
設
置
、
改
修
又
は
除
却

設
置
、
改
修
又
は
除
却

ホ
～
ヌ

（
略
）

ホ
～
ヌ

（
略
）

二

法
第
百
三
十
条
（
法
第
百
七
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

二

法
第
八
十
二
条
（
法
第
九
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

び
第
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行
（
前
号
イ

第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
調
査
の
た
め
必
要
な
措
置
の
施
行
（
前
号
イ
か
ら

か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
に
係
る
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許

ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
現
状
変
更
等
に
係
る
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請

可
の
申
請
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

（
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化
財
等
の
管
理
）

（
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化
財
等
の
管
理
）

第
六
条

文
化
庁
長
官
は
、
法
第
百
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四
十
八
条
（
法

第
六
条

文
化
庁
長
官
は
、
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
四
十
八
条
（
法
第
五
十

第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化

六
条
の
十
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
品
さ
れ
た
重
要
文
化

財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
出
品
に
係
る
公
開

財
又
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
管
理
の
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
出
品
に
係
る
公
開

を
行
う
施
設
が
存
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
当
該
施
設
（
都
道
府
県
が
設
置
す
る
も

を
行
う
施
設
が
存
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
当
該
施
設
（
都
道
府
県
が
設
置
す
る
も

の
を
除
く
。
）
が
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等

の
を
除
く
。
）
が
指
定
都
市
等
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
等

の
教
育
委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
教
育
委
員
会
が
行

の
教
育
委
員
会
）
が
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
教
育
委
員
会
が
行

う
事
務
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
、
当
該
教
育
委
員
会
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

う
事
務
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
、
当
該
教
育
委
員
会
の
同
意
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

２

（
略
）

２

（
略
）

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
改
正
法
附
則
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
過
措
置
）

（
削
除
）

２

重
要
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
で
文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
際
現
に
着
手
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改

正
法
に
よ
る
改
正
後
の
文
化
財
保
護
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
三
条
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
に
着
手
し
て
い
る
者
は
、
改
正
法
の

施
行
後
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
着
手

し
て
い
る
者
は
、
改
正
法
の
施
行
後
遅
滞
な
く
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
出
（
各
省
庁

の
長
に
あ
つ
て
は
、
通
知
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

改
正
法
の
施
行
後
二
十
日
以
内
に
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行

為
を
新
た
に
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
新
法
第
五
十
六
条
の
十
三
（
同
法
第
九
十
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
五
十
六
条

の
十
三
第
一
項
中
「
現
状
を
変
更
し
、
若
し
く
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
、

又
は
輸
出
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
十
日
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
昭
和
五
十
年
十
月
一

日
に
」
と
す
る
。

５

改
正
法
の
施
行
前
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
改
正
法
附
則
第
七
項
又
は

第
八
項
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る

。
６

改
正
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
文
化
財
保
護
法
第
百
四
条
の
三
の
規

定
に
よ
り
置
か
れ
て
い
る
文
化
財
専
門
委
員
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
三

十
一
日
（
そ
れ
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
文
化
財
専
門
委
員
が
廃
止
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該

廃
止
の
日
）
ま
で
の
間
は
、
な
お
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）

（
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）

２

法
附
則
第
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
（
二
年
の
据
置
期
間
を
含
む
。

７

法
第
百
二
十
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
（
二
年
の
据
置
期
間
を
含
む

）
と
す
る
。

。
）
と
す
る
。

３

前
項
の
期
間
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資

８

前
項
の
期
間
は
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資

本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第

本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用
さ
れ
る
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け

の
決
定
（
以
下
「
貸
付
決
定
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
当
該
貸
付
決
定
に
係
る
法
附
則
第
七

の
決
定
（
以
下
「
貸
付
決
定
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
当
該
貸
付
決
定
に
係
る
法
第
百
二
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
金
（
以
下
「
国
の
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
完

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
金
（
以
下
「
国
の
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を

了
し
た
日
（
そ
の
日
が
当
該
貸
付
決
定
が
あ
つ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
の
前
日
以
後
の

完
了
し
た
日
（
そ
の
日
が
当
該
貸
付
決
定
が
あ
つ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
の
前
日
以
後

日
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
年
度
の
末
日
の
前
々
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
。

の
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
年
度
の
末
日
の
前
々
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
。

４
・
５

（
略
）

９
・

（
略
）

10

６

法
附
則
第
七
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
期
限
を
繰

法
第
百
二
十
二
条
第
五
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
期
限
を

11

り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
と
す
る
。

繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
と
す
る
。

（
法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
に
関
す
る
経
過
措
置
）



六
頁

７

法
第
九
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

法
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
法
人
は
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全

12

が
行
う
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第

機
構
が
行
う
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附

七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
の

則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
第
一
条
に
規
定
す
る
も

ほ
か
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
と
す
る
。

の
の
ほ
か
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
と
す
る
。



七
頁

○
国
有
財
産
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
事
務
の
分
掌
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
う
事
務
）

（
事
務
の
分
掌
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
う
事
務
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
は
、

７

法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
行
う
こ
と
と
す
る
事
務
は
、

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要

り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

有
形
民
俗
文
化
財
又
は
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
又
は
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
名

記
念
物
で
あ
る
国
有
財
産
で
、
同
法
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
が

勝
天
然
記
念
物
で
あ
る
国
有
財
産
で
、
同
法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長

指
定
し
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
当
該
規
定
に
基
づ
く
事
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
文
部

官
が
指
定
し
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
当
該
規
定
に
基
づ
く
事
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
、

科
学
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
も
の
の
維
持
及
び
保
存
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
章
の
二
（

文
部
科
学
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
も
の
の
維
持
及
び
保
存
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
章
の

法
第
三
十
一
条
の
三
を
除
く
。
）
、
法
第
三
十
二
条
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
法
第
三
十

二
（
法
第
三
十
一
条
の
三
を
除
く
。
）
、
法
第
三
十
二
条
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
法
第

五
条
第
一
項
及
び
法
第
三
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
事
務
を
除
く

三
十
五
条
第
一
項
及
び
法
第
三
十
六
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
事
務
を

。

除
く
。

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

10

10



八
頁

○
地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
市
街
化
区
域
内
の
農
地
の
う
ち
市
街
化
区
域
農
地
以
外
の
農
地
と
し
て
取
り
扱
う
農
地
等

（
市
街
化
区
域
内
の
農
地
の
う
ち
市
街
化
区
域
農
地
以
外
の
農
地
と
し
て
取
り
扱
う
農
地
等

）

）

第
十
四
条

法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
農
地
は
、
次
に
掲
げ

第
十
四
条

法
附
則
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
農
地
は
、
次
に
掲
げ

る
農
地
と
す
る
。

る
農
地
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に

四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定

よ
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
で
あ
る
農
地

に
よ
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
で
あ
る
農
地

五

（
略
）

五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）



九
頁

○
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
及
び
規
模
）

（
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
地
及
び
規
模
）

第
二
条

法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
次
に
掲
げ
る
土

第
二
条

法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
は
、
次
に
掲
げ
る
土

地
と
す
る
。

地
と
す
る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定

よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
係
る
地
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で
、

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
、
名
勝
又
は
天
然
記
念
物
に
係
る
地
域
内
に
所
在
す
る
土
地
で

都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
、
総
務
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公
告

、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
、
総
務
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
公

し
た
も
の

告
し
た
も
の

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）



一
〇
頁

○
飛
鳥
地
方
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
及
び
文
化
財
の
保
存
等
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
事
業
を
定
め
る
政
令

（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

飛
鳥
地
方
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
及
び
文
化
財
の
保
存
等
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の

飛
鳥
地
方
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
及
び
文
化
財
の
保
存
等
に
必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の

寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、

寄
附
金
つ
き
郵
便
葉
書
等
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、

高
松
塚
古
墳
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
の

高
松
塚
古
墳
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項

規
定
に
よ
り
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
平
田
字
高
松
及
び
字
ス
キ
タ

の
規
定
に
よ
り
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
平
田
字
高
松
及
び
字
ス
キ

ニ
所
在
の
古
墳
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
周
辺
の
地
域
の
歴
史
的
風
土
の
保
存
又
は
高
松
塚
古

タ
ニ
所
在
の
古
墳
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
周
辺
の
地
域
の
歴
史
的
風
土
の
保
存
又
は
高
松
塚

墳
に
つ
き
そ
の
文
化
的
活
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
と
す
る
。

古
墳
に
つ
き
そ
の
文
化
的
活
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
業
と
す
る



一
一
頁

○
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
に
関
す
る
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
及
び
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
十
九
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

１
～
６

（
略
）

１
～
６

（
略
）

７

教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
第
二
条
第
一
項
の
表
の
第
二
十
五
号
の
上
欄
ロ
、
社
会
教
育
法

７

教
育
職
員
免
許
法
施
行
法
第
二
条
第
一
項
の
表
の
第
二
十
五
号
の
上
欄
ロ
、
社
会
教
育
法

附
則
第
二
項
、
社
会
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
十
七
号
）

附
則
第
二
項
、
社
会
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
十
七
号
）

附
則
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
並
び
に
文
化
財
保
護
法
附
則
第
三
条
第
四
項
及
び
第
四

附
則
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
並
び
に
文
化
財
保
護
法
第
百
十
五
条
第
四
項
及
び
第
百

条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
施
行
の
際
」
と
あ
る
の
は
、
「
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
に
関
す

十
六
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
施
行
の
際
」
と
あ
る
の
は
、
「
鹿
児
島
県
大
島
郡
十
島
村
に

る
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
及
び
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
七

関
す
る
文
部
省
関
係
法
令
の
適
用
及
び
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二

年
政
令
第
十
九
号
）
施
行
の
際
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

十
七
年
政
令
第
十
九
号
）
施
行
の
際
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）



一
二
頁

○
農
地
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
開
発
に
関
す
る
制
限
規
定
の
適
用
除
外
）

（
開
発
に
関
す
る
制
限
規
定
の
適
用
除
外
）

第
十
四
条

法
第
七
十
五
条
の
政
令
で
定
め
る
制
限
又
は
禁
止
の
規
定
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の

第
十
四
条

法
第
七
十
五
条
の
政
令
で
定
め
る
制
限
又
は
禁
止
の
規
定
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
二
十
五
条
及
び
第
百
二

四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
八
十
条
及
び
第
八
十
一
条

十
八
条

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）



一
三
頁

○
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
許
容
建
築
面
積
の
特
例
）

（
許
容
建
築
面
積
の
特
例
）

第
六
条

都
市
公
園
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
を
設
け
る
場
合
に
お

第
六
条

都
市
公
園
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
を
設
け
る
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
限
度
と

い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
を
限
度
と

し
て
、
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と

し
て
、
法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
建
築
面
積
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
休
養
施
設
又
は
教
養
施
設
で
あ
る
建
築
物
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

二

前
号
の
休
養
施
設
又
は
教
養
施
設
で
あ
る
建
築
物
の
う
ち
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
建
築
物

百
分
の
二
十

す
る
建
築
物

百
分
の
二
十

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
国
宝

イ

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
国
宝

、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く

、
重
要
文
化
財
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
若
し
く

は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
登
録
有
形
文
化
財
、
登
録
有

は
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
又
は
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登

形
民
俗
文
化
財
若
し
く
は
登
録
記
念
物
と
し
て
登
録
さ
れ
た
建
築
物
そ
の
他
こ
れ

録
さ
れ
た
建
築
物
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も

ら
に
準
じ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定

の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
物

め
る
建
築
物

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



一
四
頁

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

（
法
第
三
十
三
条
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
）

第
二
条
の
五

法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
で
政
令
で

第
二
条
の
五

法
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
で
政
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二
十
五

（
略
）

一
～
二
十
五

（
略
）

二
十
六

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及

二
十
六

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及

び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
八
条
第
一

び
第
八
十
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規

項
の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分
並
び
に
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条

定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分
並
び
に
同
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
二

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条

づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

例
の
規
定
に
よ
る
処
分

二
十
七

（
略
）

二
十
七

（
略
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、

宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ

宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ

れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又

れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又

は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法
施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十

は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法
施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け

る
建
築
物
又
は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及

る
建
築
物
又
は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及

び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ

る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二
十
七

（
略
）

一
～
二
十
七

（
略
）

二
十
八

文
化
財
保
護
法
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一

二
十
八

文
化
財
保
護
法
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一

項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
十
六
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
、
第
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
百

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
、
第
八

四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
八

十
三
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
九

十
二
条
第
二
項

十
八
条
第
二
項

二
十
九
～
三
十
一

（
略
）

二
十
九
～
三
十
一

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



一
五
頁

○
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
別
保
存
地
区
内
の
行
為
の
許
可
基
準
）

（
特
別
保
存
地
区
内
の
行
為
の
許
可
基
準
）

第
六
条

法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
六
条

法
第
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
物
の
新
築

一

建
築
物
の
新
築

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

次
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が
、
当
該
新
築
の

ニ

次
に
掲
げ
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
、
形
態
及
び
意
匠
が
、
当
該
新
築
の

行
わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調

行
わ
れ
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調

和
で
な
い
こ
と
。

和
で
な
い
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

(1)

(1)

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

(2)

(2)

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に

指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵

よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

文
化
財
、
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
百

埋
蔵
文
化
財
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
百

法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同

四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
所

法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

在
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
建
築
物

区
内
に
所
在
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
建
築
物

～

（
略
）

～

（
略
）

(3)

(8)

(3)

(8)

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

二
～
六
の
二

（
略
）

二
～
六
の
二

（
略
）

七

宅
地
の
造
成
、
土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地

七

宅
地
の
造
成
、
土
地
の
開
墾
そ
の
他
の
土
地
の
形
質
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地

の
形
質
の
変
更
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
変
更
後
の
地
貌
が
、
当
該

の
形
質
の
変
更
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
変
更
後
の
地
貌
が
、
当
該

ぼ
う

ぼ
う

変
更
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調

変
更
を
行
う
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
土
地
の
区
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
と
著
し
く
不
調

和
と
な
ら
な
い
こ
と
。

和
と
な
ら
な
い
こ
と
。

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

文
化
財
保
護
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
の
目
的
で
す

ニ

文
化
財
保
護
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
の
目
的
で
す

る
土
地
の
発
掘
又
は
同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同

る
土
地
の
発
掘
又
は
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は

法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
の

同
法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存

た
め
に
行
う
土
地
の
形
質
の
変
更

の
た
め
に
行
う
土
地
の
形
質
の
変
更

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

八
～
十
四

（
略
）

八
～
十
四

（
略
）



一
六
頁

○
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

第
三
条

法
第
七
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

第
三
条

法
第
七
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
～
二
十
七

（
略
）

一
～
二
十
七

（
略
）

二
十
八

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

二
十
八

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
、

指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化

同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の

財
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
七
十
条
第

規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
若

一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
八
十
三
条
の
三

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
所
在
す
る

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に

伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
に
係
る
行
為

所
在
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
に
係
る
行
為

二
十
九
～
三
十
二

（
略
）

二
十
九
～
三
十
二

（
略
）



一
七
頁

○
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
九
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

第
七
条

法
第
八
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

第
七
条

法
第
八
条
第
四
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
～
二
十
七

（
略
）

一
～
二
十
七

（
略
）

二
十
八

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

二
十
八

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
、

指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化

同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の

財
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
七
十
条
第

規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
若

一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
八
十
三
条
の
三

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
所
在
す
る

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に

伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
に
係
る
行
為

所
在
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
の
保
存
に
係
る
行
為

二
十
九
～
三
十
二

（
略
）

二
十
九
～
三
十
二

（
略
）



一
八
頁

○
都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

（
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
事
業
の
実
施
に
係
る
行
為
）

第
三
条

法
第
八
条
第
九
項
第
一
号
及
び
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為

第
三
条

法
第
八
条
第
九
項
第
一
号
及
び
第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為

は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
～
三
十
三

（
略
）

一
～
三
十
三

（
略
）

三
十
四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

三
十
四

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
重
要
文
化
財
、
同
法
第
五
十
六
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化
財
、

指
定
さ
れ
た
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
埋
蔵
文
化

同
法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の

財
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
、
若
し
く
は
同
法
第
七
十
条
第

規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の

一
項
の
規
定
に
よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
八
十
三
条
の
三

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
所
在
す
る
伝
統
的
建
造
物
群

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
所
在
す
る
伝
統
的

の
保
存
に
係
る
行
為

建
造
物
群
の
保
存
に
係
る
行
為

三
十
五
～
三
十
八

（
略
）

三
十
五
～
三
十
八

（
略
）



一
九
頁

○
新
都
市
基
盤
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
学
術
上
又
は
宗
教
上
特
別
な
価
値
の
あ
る
土
地
）

（
学
術
上
又
は
宗
教
上
特
別
な
価
値
の
あ
る
土
地
）

第
三
条

法
第
二
条
第
七
項
第
三
号
の
学
術
上
又
は
宗
教
上
特
別
な
価
値
の
あ
る
土
地
で
政
令

第
三
条

法
第
二
条
第
七
項
第
三
号
の
学
術
上
又
は
宗
教
上
特
別
な
価
値
の
あ
る
土
地
で
政
令

で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
土
地
と
す
る
。

で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
土
地
と
す
る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定

よ
り
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
（
同
法
第
百
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

に
よ
り
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
も
の
（
同
法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に

り
仮
指
定
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
所
在
す
る
土
地
、
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の

よ
り
仮
指
定
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
所
在
す
る
土
地
、
同
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一

規
定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
土
地
、
同
法
第
百
四
十
三
条
第

項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
土
地
又
は
同
法
第
九
十

一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
土
地
又
は
同
法
第
百

八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
も
の
の
所
在
す
る
土
地

八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
も
の
の
所
在
す
る
土
地

二

（
略
）

二

（
略
）



二
〇
頁

○
地
価
税
法
施
行
令
（
平
成
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
非
課
税
と
さ
れ
る
土
地
等
の
範
囲
等
）

（
非
課
税
と
さ
れ
る
土
地
等
の
範
囲
等
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
別
表
第
一
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
等
は
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る

３

法
別
表
第
一
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
等
は
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る

も
の
に
係
る
土
地
等
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

も
の
に
係
る
土
地
等
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
九
条
（
指
定
）
の
規
定

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
六
十
九
条
（
指
定
）
の
規

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
若
し
く
は
特
別
史
跡
、
特
別
名

定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
史
跡
、
名
勝
若
し
く
は
天
然
記
念
物
若
し
く
は
特
別
史
跡
、
特
別

勝
若
し
く
は
特
別
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
百
八
十
二
条
第
二
項
（
地
方
公
共
団
体
の
事

名
勝
若
し
く
は
特
別
天
然
記
念
物
又
は
同
法
第
九
十
八
条
第
二
項
（
地
方
公
共
団
体
の
事

務
）
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
（

務
）
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
（

文
化
財
の
定
義
）
に
規
定
す
る
記
念
物
に
係
る
土
地
等
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
又

文
化
財
の
定
義
）
に
規
定
す
る
記
念
物
に
係
る
土
地
等
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
建
築
物
又

は
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
等

は
施
設
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
等

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

二

文
化
財
保
護
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

二

文
化
財
保
護
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
又

地
区
の
決
定
及
び
そ
の
保
護
）
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

は
同
法
第
百
四
十
四
条
第
一
項
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
）
の
規
定
に

又
は
同
法
第
八
十
三
条
の
四
第
一
項
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
）
の
規

よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
区
域
内
に
あ
る
土
地
等
の
う
ち
、

定
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
区
域
内
に
あ
る
土
地
等
の
う

同
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
建
物
等
以

ち
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
建
物

外
の
建
物
等
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
等

等
以
外
の
建
物
等
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
等

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

（
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例
の
対
象
と
さ
れ
る
土
地
等
の
範
囲
等
）

（
課
税
価
格
の
計
算
の
特
例
の
対
象
と
さ
れ
る
土
地
等
の
範
囲
等
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
別
表
第
二
第
五
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
文
化
財
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

３

法
別
表
第
二
第
五
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
文
化
財
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

。

。

一

文
化
財
保
護
法
第
五
十
七
条
第
一
項
（
有
形
文
化
財
の
登
録
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
に

一

文
化
財
保
護
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
（
有
形
文
化
財
の
登
録
）
の
規
定
に
よ
り
同

規
定
す
る
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
で
あ
る
文
化
財
（
同
法
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
さ
れ
た
建
造
物
で
あ
る
文
化
財
（
同
法
第
二
条

項
（
文
化
財
の
定
義
）
に
規
定
す
る
文
化
財
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
一
項
（
文
化
財
の
定
義
）
に
規
定
す
る
文
化
財
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協

二

次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協

議
し
て
指
定
し
た
文
化
財

議
し
て
指
定
し
た
文
化
財



二
一
頁

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
文
化
財
保
護
法
第
百

ロ

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
文
化
財
保
護
法
第
百

九
十
条
第
一
項
（
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
）
に
規
定
す
る
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会

五
条
第
一
項
（
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
）
に
規
定
す
る
地
方
文
化
財
保
護
審
議
会
に

に
諮
問
し
て
そ
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

諮
問
し
て
そ
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

ハ
・
ニ

（
略
）

ハ
・
ニ

（
略
）

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）



二
二
頁

○
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
三
百
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
建
築
物
）

（
特
定
建
築
物
）

第
一
条

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関

第
一
条

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
特
定
建
築
物
の
建
築
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定

掲
げ
る
も
の
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
も
の
及
び
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
三
条
第

す
る
も
の
及
び
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
八
十
三
条
の
三

一
項
又
は
第
二
項
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
お
け
る
同
法
第
二
条
第
一
項
第
六
号

第
一
項
又
は
第
二
項
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
に
お
け
る
同
法
第
二
条
第
一
項
第
五

の
伝
統
的
建
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

号
の
伝
統
的
建
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
～
二
十
一

（
略
）

一
～
二
十
一

（
略
）



二
三
頁

○
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
広
告
の
規
制
等
に
係
る
許
可
等
の
処
分
）

（
広
告
の
規
制
等
に
係
る
許
可
等
の
処
分
）

第
六
条

法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
で
政
令
で
定

第
六
条

法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
の
法
令
に
基
づ
く
許
可
等
の
処
分
で
政
令
で
定

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二
十
九

（
略
）

一
～
二
十
九

（
略
）

三
十

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び

三
十

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び

第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
八
条
第
一
項

第
八
十
条
第
一
項
の
許
可
、
同
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定

の
規
定
に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分
並
び
に
同
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第

に
基
づ
く
制
限
と
し
て
行
う
処
分
並
び
に
同
法
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
（
同
条
第
二
項

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
九
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例

く
条
例
の
規
定
に
よ
る
処
分

の
規
定
に
よ
る
処
分

三
十
一

（
略
）

三
十
一

（
略
）



二
四
頁

○
景
観
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
八
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
届
出
を
要
し
な
い
そ
の
他
の
行
為
）

（
届
出
を
要
し
な
い
そ
の
他
の
行
為
）

第
十
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す

第
十
条

法
第
十
六
条
第
七
項
第
十
一
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す

る
。

る
。

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く

一

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
若
し
く

は
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
行

は
第
八
十
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
の
十
三
第
一
項
の
届
出
に
係
る

為
、
同
法
第
百
六
十
七
条
第
一
項
の
通
知
に
係
る
同
項
第
六
号
の
行
為
若
し
く
は
同
法
第

行
為
、
同
法
第
九
十
条
第
一
項
の
通
知
に
係
る
同
項
第
六
号
の
行
為
若
し
く
は
同
法
第
九

百
六
十
八
条
第
一
項
の
同
意
に
係
る
同
項
第
一
号
の
行
為
又
は
文
化
財
保
護
法
施
行
令
（

十
一
条
第
一
項
の
同
意
に
係
る
同
項
第
一
号
の
行
為
又
は
文
化
財
保
護
法
施
行
令
（
昭
和

昭
和
五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
の
許
可
若
し
く
は
同
条
第
五
項
の

五
十
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
の
許
可
若
し
く
は
同
条
第
五
項
の
協
議

協
議
に
係
る
行
為

に
係
る
行
為

二

（
略
）

二

（
略
）



二
五
頁

○
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
三
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
審
査
官
の
職
務
）

（
審
査
官
の
職
務
）

第
四
条

審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

第
四
条

審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規

五

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
八
十
五
条
の
六
第
一
項
の

定
に
よ
る
協
議
に
関
す
る
こ
と
。

規
定
に
よ
る
協
議
に
関
す
る
こ
と
。

六

（
略
）

六

（
略
）



二
六
頁

〇
文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
記
念
物
課
の
所
掌
事
務
）

（
記
念
物
課
の
所
掌
事
務
）

第
百
十
条

記
念
物
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
伝
統
文
化
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

第
百
十
条

記
念
物
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
（
伝
統
文
化
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く

。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

。
）
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

記
念
物
及
び
文
化
的
景
観
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

一

記
念
物
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

二

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

二

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。



二
七
頁

○
文
化
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
分
科
会
）

（
分
科
会
）

第
五
条

審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌

第
五
条

審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌

事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る

事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る

。

。

名

称

所

掌

事

務

法

律

事

務

略

略

略

略

略

略

略

略

文
化
財
分
科
会

一

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調

文
化
財
分
科
会

一

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調

査
審
議
す
る
こ
と
。

査
審
議
す
る
こ
と
。

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四

二

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四

号
）
第
百
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に

号
）
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

略

略

略

略

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

附

則

附

則

１

（
略
）

１

（
略
）

２

文
化
財
分
科
会
は
、
第
五
条
第
一
項
に
定
め
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ほ
か
、
当
分
の
間
、

２

文
化
財
分
科
会
は
、
第
五
条
第
一
項
に
定
め
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ほ
か
、
当
分
の
間
、

文
化
財
保
護
法
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

文
化
財
保
護
法
第
百
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項

を
処
理
す
る
。

を
処
理
す
る
。



- 1 -

文
化
財
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
参
照
条
文

○

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
（
抄
）

（
文
化
財
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
文
化
財
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
こ

れ
ら
の
も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し
て
い
る
土
地
そ
の
他
の
物
件
を
含
む
。
）
並
び
に
考
古
資
料
及
び
そ
の
他
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
（

以
下
「
有
形
文
化
財
」
と
い
う
。
）

二

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
無
形
文
化
財
」
と
い
う
。
）

三

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我

が
国
民
の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
民
俗
文
化
財
」
と
い
う
。
）

四

貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、
庭
園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳

そ
の
他
の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
つ
て
芸
術
上
又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。
）
、
植
物
（
自
生
地
を

含
む
。
）
及
び
地
質
鉱
物
（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
を
含
む
。
）
で
我
が
国
に
と
つ
て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
記
念
物
」
と
い
う

。
）

五

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
（
以
下
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。
）

六

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
い
う
。
）

２
・
３

（
略
）

（
有
形
文
化
財
の
登
録
）

第
五
十
七
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
文
化
財
以
外
の
有
形
文
化
財
（
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。

）
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
・
３

（
略
）
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（
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）

第
九
十
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
以
外
の
有
形
の
民
俗
文
化
財
（
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る

も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み
保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

（
登
録
記
念
物
）

第
百
三
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
第
百
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
仮
指
定
を
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
つ
た
も
の
を
含
む
。
）
以

外
の
記
念
物
（
第
百
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
を
地
方
公
共
団
体
が
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が
み

保
存
及
び
活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

（
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
）

第
百
三
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
定
め
る
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）

第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
景
観
計
画
区
域
又
は
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
地
区
内
に
あ
る
文
化
的
景
観
で
あ
つ
て
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
的
景
観
と
し

て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

（
管
理
に
関
す
る
勧
告
又
は
命
令
）

第
百
三
十
七
条

管
理
が
適
当
で
な
い
た
め
重
要
文
化
的
景
観
が
滅
失
し
、
又
は
き
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
所
有
者
等
に
対
し

、
管
理
方
法
の
改
善
そ
の
他
管
理
に
関
し
必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
化
庁
長
官
は
、
前
項
に
規
定
す
る
勧
告
を
受
け
た
所
有
者
等
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
ら
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
所
有
者
等
に
対
し
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
執
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
重
要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
第

百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
を
行
つ
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。
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４

（
略
）

（
現
状
変
更
等
の
届
出
等
）

第
百
三
十
九
条

重
要
文
化
的
景
観
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
状
を
変
更
し
、
又
は
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
現
状
変
更
に
つ
い
て
は
維
持
の
措
置
若
し
く
は
非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
又
は
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
現
状
の
変
更
を
内
容
と
す
る

命
令
に
基
づ
く
措
置
を
執
る
場
合
、
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
に
つ
い
て
は
影
響
の
軽
微
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

３

重
要
文
化
的
景
観
の
保
護
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
届
出
に
係
る
重
要
文
化
的
景
観
の
現
状
の
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
に
関
し
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
他
の
公
益
と
の
調
整
等
）

第
百
四
十
一
条

（
略
）

２

文
化
庁
長
官
は
、
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
百
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
国
土
の
開
発
そ
の
他
の
公
益
と
の
調
整
及
び
農
林
水
産
業
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
産
業
と
の

調
和
を
図
る
観
点
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
各
省
各
庁
の
長
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

○

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
公
園
施
設
の
設
置
基
準
）

第
四
条

一
の
都
市
公
園
に
公
園
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
る
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
建
築
面
積
（
国
立
公
園
又
は
国
定
公
園
の
施
設
た
る
建
築
物
の
建
築
面
積
を
除
く
。
）
の
総
計
は
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分
の

二
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
動
物
園
を
設
け
る
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
特
別
の
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
で
こ
れ
を
こ
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

（
略
）
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○

新
都
市
基
盤
整
備
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
当
初
収
用
率
」
と
は
、
根
幹
公
共
施
設
の
用
に
供
す
べ
き
土
地
の
面
積
と
開
発
誘
導
地
区
に
充
て
る
べ
き
土
地
の
面
積
と
を
合
算
し
た
面

積
か
ら
施
行
者
が
事
業
計
画
の
認
可
の
申
請
の
時
に
お
い
て
施
行
区
域
内
に
所
有
し
て
い
る
土
地
（
次
に
掲
げ
る
土
地
及
び
他
人
の
権
利
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
土

地
を
除
く
。
）
の
面
積
を
控
除
し
た
面
積
の
施
行
区
域
（
施
行
者
が
事
業
計
画
の
認
可
の
申
請
の
時
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
土
地
（
他
人
の
権
利
の
目
的
と
な
つ

て
い
る
土
地
を
除
く
。
）
及
び
次
に
掲
げ
る
土
地
で
施
行
者
以
外
の
者
の
所
有
に
係
る
も
の
の
区
域
を
除
く
。
）
の
面
積
に
対
す
る
割
合
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

三

学
術
上
又
は
宗
教
上
特
別
な
価
値
の
あ
る
土
地
で
政
令
で
定
め
る
も
の

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
確
定
収
用
率
」
と
は
、
根
幹
公
共
施
設
の
用
に
供
す
べ
き
土
地
の
面
積
と
開
発
誘
導
地
区
に
充
て
る
べ
き
土
地
の
面
積
と
を
合
算
し
た
面

積
か
ら
施
行
者
が
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
に
お
い
て
施
行
区
域
内
に
所
有
し
て
い
る
土
地
（
前
項
各
号
に
掲
げ
る
土
地
及
び
他
人
の
権
利
の
目
的
と
な
つ

て
い
る
土
地
を
除
く
。
）
の
面
積
を
控
除
し
た
面
積
の
施
行
区
域
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
土
地
で
施
行
者
以
外
の
者
の
所
有
に
係
る
も
の
、
施
行
者
が
同
日
に
お
い

て
所
有
し
て
い
る
土
地
（
他
人
の
権
利
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
土
地
を
除
く
。
）
及
び
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
者
が
収
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
土
地

（
施
行
者
の
所
有
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
区
域
を
除
く
。
）
の
面
積
に
対
す
る
割
合
を
い
う
。
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第 57 条の 3 第 94 条 埋蔵文化財

第 57 条の 4 第 95 条 埋蔵文化財

第 57 条の 5 第 96 条 埋蔵文化財

第 57 条の 6 第 97 条 埋蔵文化財

第 58 条 第 98 条 埋蔵文化財

第 58 条の 2 第 99 条 埋蔵文化財

第 59 条 第 100 条 埋蔵文化財

第 60 条 第 101 条 埋蔵文化財

第 61 条 第 102 条 埋蔵文化財

文化財保護法の条番号の新旧対応表（改正前第５６条の２以降）



第 62 条 第 103 条 埋蔵文化財

第 63 条 第 104 条 埋蔵文化財

第 63 条の 2 第 105 条 埋蔵文化財

第 64 条 第 106 条 埋蔵文化財

第 64 条の 2 第 107 条 埋蔵文化財

第 65 条 第 108 条 埋蔵文化財

第 66 条 削除 埋蔵文化財

第 67 条 削除 埋蔵文化財

第 68 条 削除 埋蔵文化財

第 69 条 第 109 条 史跡名勝天然記念物

第 70 条 第 110 条 史跡名勝天然記念物

第 70 条の 2 第 111 条 史跡名勝天然記念物

第 71 条 第 112 条 史跡名勝天然記念物

第 71 条の 2 第 113 条 史跡名勝天然記念物

第 71 条の 3 第 114 条 史跡名勝天然記念物

第 72 条 第 115 条 史跡名勝天然記念物

第 72 条の 2 第 116 条 史跡名勝天然記念物

第 73 条 第 117 条 史跡名勝天然記念物

第 73 条の 2 第 118 条 史跡名勝天然記念物

第 74 条 第 119 条 史跡名勝天然記念物

第 75 条 第 120 条 史跡名勝天然記念物

第 76 条 第 121 条 史跡名勝天然記念物

第 77 条 第 122 条 史跡名勝天然記念物

第 78 条 第 123 条 史跡名勝天然記念物

第 79 条 第 124 条 史跡名勝天然記念物

第 80 条 第 125 条 史跡名勝天然記念物

第 80 条の 2 第 126 条 史跡名勝天然記念物

第 80 条の 3 第 127 条 史跡名勝天然記念物

第 81 条 第 128 条 史跡名勝天然記念物

第 81 条の 2 第 129 条 史跡名勝天然記念物

第 82 条 第 130 条 史跡名勝天然記念物

第 83 条 第 131 条 史跡名勝天然記念物

新設 第 132 条 史跡名勝天然記念物

新設 第 133 条 史跡名勝天然記念物

新設 第 134 条 重要文化的景観

新設 第 135 条 重要文化的景観

新設 第 136 条 重要文化的景観

新設 第 137 条 重要文化的景観

新設 第 138 条 重要文化的景観

新設 第 139 条 重要文化的景観

新設 第 140 条 重要文化的景観

新設 第 141 条 重要文化的景観

第 83 条の 2 第 142 条 伝統的建造物群

第 83 条の 3 第 143 条 伝統的建造物群

第 83 条の 4 第 144 条 伝統的建造物群

第 83 条の 5 第 145 条 伝統的建造物群

第 83 条の 6 第 146 条 伝統的建造物群

第 83 条の 7 第 147 条 保存技術

第 83 条の 8 第 148 条 保存技術

第 83 条の 9 第 149 条 保存技術

第 83 条の 10 第 150 条 保存技術

第 83 条の 11 第 151 条 保存技術

第 83 条の 12 第 152 条 保存技術

第 84 条 第1項第1号 第 153 条 第1項第1号 文化審議会
第 84 条 第1項第1号の2 第 153 条 第1項第2号 文化審議会
第 84 条 第1項第2号 第 153 条 第1項第3号 文化審議会
第 84 条 第1項第3号 第 153 条 第1項第4号 文化審議会
第 84 条 第1項第4号 第 153 条 第1項第5号 文化審議会



新設 第 153 条 第1項第6号 文化審議会
第 84 条 第1項第5号 第 153 条 第1項第7号 文化審議会
第 84 条 第1項第6号 第 153 条 第1項第8号 文化審議会
新設 第 153 条 第1項第9号 文化審議会
新設 第 153 条 第1項第10号 文化審議会
第 84 条 第1項第7号 第 153 条 第1項第11号 文化審議会
第 84 条 第1項第8号 第 153 条 第1項第12号 文化審議会
第 84 条 第1項第9号 第 153 条 第1項第13号 文化審議会
第 84 条 第2項第9号の2 第 153 条 第2項第10号 文化審議会
第 84 条 第2項第10号 第 153 条 第2項第11号 文化審議会
第 84 条 第2項第11号 第 153 条 第2項第12号 文化審議会
第 84 条 第2項第12号 第 153 条 第2項第13号 文化審議会
第 84 条 第2項第13号 第 153 条 第2項第14号 文化審議会
第 84 条 第2項第14号 第 153 条 第2項第15号 文化審議会
第 84 条 第2項第15号 第 153 条 第2項第16号 文化審議会
新設 第 153 条 第2項第17号 文化審議会
第 84 条 第2項第16号 第 153 条 第2項第18号 文化審議会
第 85 条 第 154 条 不服申立て

第 85 条の 2 第 155 条 不服申立て

第 85 条の 3 第 156 条 不服申立て

第 85 条の 4 第 157 条 不服申立て

第 85 条の 5 第 158 条 不服申立て

第 85 条の 6 第 159 条 不服申立て

第 85 条の 7 第 160 条 不服申立て

第 85 条の 8 第 161 条 不服申立て

第 86 条 第 162 条 国に関する特例

第 87 条 第 163 条 国に関する特例

第 87 条の 2 第 164 条 国に関する特例

第 88 条 第 165 条 国に関する特例

第 89 条 第 166 条 国に関する特例

第 90 条 第 167 条 国に関する特例

第 91 条 第 168 条 国に関する特例

第 92 条 第 169 条 国に関する特例

第 93 条 第 170 条 国に関する特例

第 94 条 第 171 条 国に関する特例

第 95 条 第 172 条 国に関する特例

第 95 条の 2 第 173 条 国に関する特例

第 95 条の 3 第 174 条 国に関する特例

第 95 条の 4 第 175 条 国に関する特例

第 96 条 第 176 条 国に関する特例

第 97 条 第 177 条 国に関する特例

第 97 条の 2 第 178 条 国に関する特例

第 97 条の 3 第1項第1号 第 179 条 第1項 第1号 国に関する特例
第 97 条の 3 第1項第2号 第 179 条 第1項 第2号 国に関する特例
第 97 条の 3 第1項第3号 第 179 条 第1項 第3号 国に関する特例
新設 第 179 条 第1項 第4号 国に関する特例
第 97 条の 3 第1項第4号 第 179 条 第1項 第5号 国に関する特例
新設 第 179 条 第1項 第6号 国に関する特例
新設 第 179 条 第1項 第7号 国に関する特例
第 97 条の 4 第 180 条 国に関する特例

第 97 条の 5 第 181 条 国に関する特例

第 98 条 第 182 条 地方公共団体

第 98 条の 2 第 183 条 地方公共団体

第 99 条 第 184 条 地方公共団体

第 100 条 第 185 条 地方公共団体

第 101 条 第 186 条 地方公共団体

第 102 条 第 187 条 地方公共団体

第 103 条 第 188 条 地方公共団体



第 104 条 第 189 条 地方公共団体

第 105 条 第 190 条 地方公共団体

第 105 条の 2 第 191 条 地方公共団体

第 105 条の 3 第 192 条 地方公共団体

第 106 条 第 193 条 罰則

第 106 条の 2 第 194 条 罰則

第 107 条 第 195 条 罰則

第 107 条の 2 第 196 条 罰則

第 107 条の 3 第 197 条 罰則

第 107 条の 4 第 198 条 罰則

第 107 条の 5 第 199 条 罰則

第 108 条 第 200 条 罰則

第 109 条 第 201 条 罰則

第 110 条 第 202 条 罰則

第 111 条 第 203 条 罰則

第 112 条 削除 罰則

第 113 条 　　　　附則 第 1 条 附則

第 114 条 　　　　附則 第 2 条 附則

第 115 条 　　　　附則 第 3 条 附則

第 116 条 　　　　附則 第 4 条 附則

第 117 条 　　　　附則 第 5 条 附則

第 118 条 削除 附則

第 119 条 削除 附則

第 120 条 削除 附則

第 121 条 　　　　附則 第 6 条 附則

第 122 条 　　　　附則 第 7 条 附則




